
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雨上がりの木々から夏の匂においを感じるようになった、とある七月初めの朝のこと。

　佐さ久く間ま伊い織おりが学校に向かっていると、前方に見慣れた後ろ姿を見つけた。

　木々の葉を揺ゆらす涼すずしい風が吹ふき抜ぬけ、その人が足を止める。気持ち良さそうに空を見上げ──ふと振ふり向むいた。

　毛先があごの辺りまで伸のびた、北の大地を連想させる銀ぎん髪ぱつ。

　夏の陽ひ射ざしを映す、対ついの宝石を思わせる碧へき眼がん。

　血の筋が透すけて見える、日焼けという概がい念ねんを知らないのではと思うほど白い肌はだ。

　伊い織おりの想おもい人びとである、涼すず原はら楓かえでだ。

　楓かえでが伊い織おりの存在に気付き、目をぱちくりさせる。まだ距きよ離りがあったので、伊い織おりは軽く手を挙げて挨あい拶さつをする。

　楓かえでは手を挙げて答える代わりに、カバンにつけていた猫ねこのストラップをちらりと見た。少し前に楓かえでが落としてしまい、伊い織おりもいっしょに探してなんとか見つけたストラップだ。

　楓かえでは猫ねこのストラップをちょんちょんとつまみ、小さな頭を撫なでて……それから、ふにっ、とやわらかに目を細めた。

　とびきり美しい花が、控ひかえめに咲さいた。

「…………っ」

　伊い織おりは固まった。

　出会ったばかりの頃ころは、伊い織おりの挨あい拶さつがけんもほろろに流されるときさえあった。

　なのに、今見せてくれた表情はなんだ。仕草はなんだ。

（可か愛わいすぎかっっっ）

　心の中で全力で叫さけぶ。脳内の自分は目をかっぴらき、後ろで雷かみなりが落ちていた。それくらいの迫はく力りよくで叫さけびたかった。

　楓かえでは伊い織おりの反応に小首をかしげ、小さく手を振ふって先に行ってしまった。できるならいっしょに学校まで行きたかったが、衝しよう撃げきが抜ぬけず動くに動けない。

「伊い織おりは朝から青春してるね～」

　聞きなれた声に振ふり返かえると、小学校からの友人である小お野の寺でら湊みなとが笑っていた。人好きのする笑えみを浮うかべたときの目は相変わらず細い。

「湊みなと……思ったんだけど」

「んー？」

「もう……涼すず原はらさんに告白してもいいんじゃないかと思うんだ」
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　楓かえでの後ろ姿を追いながらの伊い織おりの言葉を、湊みなとは。

「どうしたの伊い織おり、課題で疲つかれてる？」

「う」

「まだ寝ねぼけてるんだね～」

「がふぅ……っ」

　にこやかな笑えみを浮うかべたまま、綺き麗れいに一刀両断した。

「とりあえず歩こうか」

　湊みなとに背中を押される。朝の通学路は伊い織おりたち以外の生徒も通っている。早い時間帯なので比ひ較かく的てき人は少ないが、それでも立ち止まって打ちひしがれている伊い織おりはさすがに目立つ。

「期末テストも近くて課題が増えてるから、疲つかれるのもわかるな～。部活がなくても遊ぶ暇ひまないもんね」

「いや、俺の決意を疲ひ労ろうによる気の迷いのせいにしなくていいから……」

　少し強めの涼すずしい風が心を癒いやしてくれる。

「一応、前に相談したときに比べたらかなり進展したと思うんだけどなぁ……」

　入学して間もなくのこと。楓かえでの笑え顔がおに撃うち抜ぬかれてすぐに告白したいと相談した際は、目の前にいながらトークアプリで「ＴＡ☆ＷＡ☆ＧＯ☆ＴＯ」というメッセージを送られた。すごくポップに一いつ蹴しゆうされた衝しよう撃げきは忘れられない。

「たしかに、伊い織おりと涼すず原はらさんは前に比べたらかなり仲良くなったよね」

「あ、やっぱそう思うか？」

「うん。ストラップをいっしょに探したんだよね？」

「そうそう。迷ったけどやって良かった」

「涼すず原はらさんと仲良くなれたから？」

「いや、それももちろん嬉うれしいけど……単純に、喜んでもらえたから。ストラップを見つけたときの涼すず原はらさん、本当に安心してたんだよな」

　雨の中で楓かえでが浮うかべた笑えみ。写真も動画も撮とっていないのに、ついさっき見たかのようにはっきりと思い出せる。

「伊い織おりはほんと変わらないなぁ……」

「それは褒ほめてるのか？」

「もちろん」

　犬の散歩をする女性とすれ違ちがう。へっ、へっ、と息を弾はずませる柴しば犬いぬがつぶらな瞳ひとみで見つめてきた。ううむ、和なごむ。

「伊い織おり、今の状じよう況きようをもう一回整理してみたら？」

「んー……たしかに、涼すず原はらさんと仲良くなったとは思うけど……そこ止まりなんだよな。話しかけるのも基本的に俺からだし……」

「そこまで行けたのはすごいけどね。初めはもうマイナスからのスタートだったわけでしょ？　パパラッチ君」

「おい、パパラッチと呼ぶな。その名で呼んでいいのは涼すず原はらさんだけだ」

「そんなキリッとした顔で言うことなの……。ていうか、涼すず原はらさんになら呼ばれてもいいんだ？」

「言われたいわけじゃないけど、最近だと涼すず原はらさんがその呼び方をするときちょっと楽しそうなのが死ぬほど可か愛わいい」

「はいはい惚気惚気のろけ～」

　耳を塞ふさいで「あー」と気の抜ぬけた声を漏もらす。

「まあ、伊い織おりとしてはもっと仲良くなりたいんだろうけど……それでも、他の男子に比べたらかなりすごいと思うよ」

「マジか。マジか」

「ぐいぐい近寄らないで～」

「うぐ……ごめん」

　こほんと咳せき払ばらいをして続きを促うながす。

「他の男子が挨あい拶さつしても、いまだに会え釈しやくだけだもんね」

「なるほど。まあ、それくらい知ってたけどな」

「嬉うれしさ全開の顔でガッツポーズしながら棒読みってすごいね～」

　火山のごとく噴ふき出だす喜びを全然隠かくせていなかった。

「ま、焦あせらずに行こうよ」

　遊歩道を抜ぬけ、押しボタン式の横断歩道を渡わたって校門をくぐる。開け放たれた教室の窓から生徒のざわめきが聞こえてきた。

「焦あせらずか……でも、せめて名前で呼べるくらいにはなりたいんだよな……」

　近くを歩く生徒の数が増えてきたので、声のボリュームを落とす。

「たしかに、呼び方が変わると親近感もぐっと増しそうだね」

「よし、じゃあこのあと早速やってみるか」

「どうしたの伊い織おり、怪あやしいクスリでもキメちゃった？　病院行く？」

「ちょっと待て、朝から毒が強すぎるぞ……」

「伊い織おりが道を誤って崖がけから落ちないようにしてるんだよ～」

「差さし伸のべられたロープに毒が染しみ込こんでるとしか思えない」

　年季の入った下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえる。教室まであと少し。楓かえでは同じクラスなので、この話もそろそろ切り上げないといけない。

「あくまで焦あせらないようにはするけど、涼すず原はらさんを名前で呼びたいし……ついでに名前で呼んでもらえるようになりたいな」

　という訳で……と、わざとらしく咳せき払ばらいをすると、

「これからも色々考えてアプローチしたいから、またちょこちょこ相談させてくれるか」

「オーケー。できることは何でもするよ～」

　教室のプレートが見えたところで、この会話はお開きになった。

「あー、小お野の寺でらくん、いおりん、おっはよー！」

　お団子頭の少女、クラスメイトで楓かえでの親友でもある鹿かの岡おか美み鈴すずが元気に手を振ふる。

「おはよう鹿かの岡おかさん。今日も元気だね～」

　湊みなとが伊い織おりの前の席に座る。美み鈴すずは湊みなとの隣となりだ。湊みなとと何気ない会話をするときも美み鈴すずの笑え顔がおは弾はずむ。

　伊い織おりは席に着き、隣となりの席の楓かえでに顔を向けた。

「涼すず原はらさん、おはよ。さっきぶり」

「……うん、さっきぶり。おはよ」

　楓かえでが太ももに置いた手の指をもじもじと絡からめ、小さな声で呟つぶやく。

（あー、幸せ）

　楓かえでと朝の挨あい拶さつを交かわすだけ。

　ただそれだけの行こう為いが、伊い織おりの身体からだを温かなやる気で満たしてくれる。




　　　　　　　×　　×　　×




　焦あせらないようにしつつも、名前で呼び、呼ばれる関係になりたい。

　あくまで焦あせらないように、焦あせらないように……と思う中で、伊い織おりは授業中に明確な変化を感じた。

　湊みなとに名前呼びの相談をした日の英語の時間のこと。

　いつものように美人教師のイジりにツッコんで笑いをとったとき、楓かえでが少しだけ目を細めるようになったのだ。それはもう、自室にいたら悶もだえ転ころがるほどに嬉うれしい出来事だった。ほんの少し前までは、クラスメイトがみんな笑っていても楓かえでだけは頑かたくなに笑わなかったのに。

　しかも、楓かえではあくまで伊い織おりと目が合ったときだけこのリアクションをしてくれるのだ。他の人の目があるときは今までと変わらず無表情のまま。

　これはもう、告白とはいかないまでもすぐに名前呼びまで行けるのでは……と淡あわい希望を抱いだいたが、湊みなとに相談するイメトレ（？）をしたところ、笑え顔がおのまま往復ビンタされた。実際にこんな攻こう撃げきを受けたことはないのだが。笑え顔がおで暴力を振ふるうってサイコパスすぎない？　とあくまで妄もう想そう内の親友に文句を言った。

　何にせよ、少しずつ……牛歩のようにゆっくりと、楓かえでとの距きよ離りは縮まっている。




　　　　　　　×　　×　　×




　その日の放課後、家に帰ってさっそく名前呼びの練習をすることにした。焦あせらないと決めているとはいえ、チャンスが明日にでも不意に訪おとずれるかもしれない。幸運の女め神がみには前まえ髪がみしかないという言葉もある。その前まえ髪がみを逃のがさず摑つかまなければ。どうでもいいがとっさに前まえ髪がみを摑つかまれる女め神がみはなかなか大変なのではなかろうか。誰だれだっていきなり前まえ髪がみを摑つかまれたらビビるし痛いだろうに。

　という訳で、練習として佐さ久く間ま家の愛あい猫びよう兼けんアイドルであるマンチカンのコタローにお相手いただくことにした。

「みゃー」

　抱だき上あげて太ももに乗せると、お腹なかを無防備に見せた体勢でコタローが小さく鳴く。何する気やねーんと吞のん気きに尋たずねるような声こわ音ね。

「コタローは今日も可か愛わいいなぁ」

　練習とはいえ緊きん張ちようするので、まずは我が家のアイドルを愛めでて強こわ張ばりをほぐす。前足をつまんでぷらぷら揺ゆらすと、コタローは「お好きにどうぞー」と言わんばかりに目を細める。

（よし、行くぞ）

　すぅぅ……と静かに深く息を吸って、

「……楓かえでさん」

「みゃー？」

　ちゃいますけど？　と言わんばかりに首をかしげる。ううん、可か愛わいい。いや、そうじゃなくて。

「すまないコタロー、どうしてもこの練習は必要なんだ……っ！」

　無む駄だにシリアスな顔をしてみる。コタローは「はいはい、お好きにどうぞー」と言わんばかりに目を閉じた。我が家のアイドルは小こ悪あく魔までありながらとても寛かん容ようだ。

「楓かえでさん」

　コタローのお腹なかを撫なでる。もふもふ。

「慣れてきたかもな……楓かえでさん」

　コタローのしっぽがぴこぴこと揺ゆれる。

「なんかテンション上がってきたな……楓かえでさん！」

　ちょっと大きめの声で呼んだ瞬しゆん間かん──背中に視線を感じた。

　首が折れんばかりの勢いで振ふり返かえる（ただしコタローを驚おどろかせないように音は立てない）。

　妹のひよりが、ポニーテールをちょんちょんとつまみながら、実に生温かい笑えみを浮うかべていた。

「お兄……」

「待て、待て。頼たのむから何も言わないでくれ」

　ひよりがゆっくりと首を振ふり、手を焼く弟を見るような笑えみを浮うかべる。

「あたしは応おう援えんしてるよ？」

「やめろ、引くならいっそ引いてくれ……！」

　人体発火したのかな、と思うくらいに身体からだが熱い。少しでも羞しゆう恥ちを紛まぎらわすため、高速で（なおかつ優やさしく）コタローを撫なで回まわす。

「みゃ～……」

　目を細め、耳をへなりと寝ねかせ、ふやけきった声を漏もらす。

「はぁぁ……可愛いぃ～……っ！」

　ひよりが手で口を押さえ腰こし砕くだけになった。伊い織おりも似たようなものだった。

　今日も兄きよう妹だい揃そろって愛あい猫びようにたぶらかされている。




　　　　　　　×　　×　　×




　数日後。

「……あ」

　伊い織おりが次の英語の授業の準備をしていると、カバンに手を入れた楓かえでがぴたりと動きを止めた。

（涼すず原はらさん、まさか……）

　伊い織おりが見守る中、楓かえでは一度手を引っ込め、ノートと筆箱しか出していない状態で何な故ぜか背すじを伸のばした。ものすごく姿勢が良いい。いや、それは分かるけど、なんで？

　楓かえでは無表情で静かに深呼吸をすると、もう一度カバンの中に手を入れた。

「よーし、始めるぞー」

　英語のグラマーの先生がやってきて授業が始まる。起立するタイミングでも楓かえではカバンの中をちらちらと見ている。相変わらず表情は乏とぼしいが、テンパり方はとてもわかりやすい。楓かえでは顔に出ないのに思ったより顔に出る……という、矛む盾じゆんした認にん識しきを最近持つようになった。

「えー、前回は……ふむ、ここまで行ったか。じゃあ今日はー……」

　美人教師が授業を始める中、楓かえでは初め、彼女の親友である美み鈴すずを頼たよろうと前の席に手を伸のばした。

　けれど、美み鈴すずの背中に触ふれる寸前でその手を引っ込めたかと思うと、

「佐さ久く間まくん……その、教科書、見せてくれる……？」

　ぽしょぽしょと、かろうじて聞き取れるほどの声で話しかけてきた。

「もちろん」

「ありがとう……美み鈴すずは前の席だし、それに……頼たよるときは頼たよらないと、だし」

　あえかな囁ささやきに撃うち抜ぬかれる。猫ねこのストラップを探すとき、意固地になってひとりで探そうとする楓かえでに伊い織おりが放った言葉だった。

「覚えててくれたのは嬉うれしいな」

　からかうように笑うと、楓かえでが「む」と唇くちびるを尖とがらせる。

「パパラッチが調子乗ってる……」

「ごめんごめん」

　以前のような冷たい言い方ではなく、あくまで可か愛わいらしく拗すねるような声。表情筋が溶とけ落おちそうになるのをかろうじてこらえた。

「教師という立場上、私は勉強のツールもよく調べてるが……みんなは何かアプリを使った勉強はしているか？」

　美人教師が雑談を始める中、伊い織おりと楓かえでは音を立てないよう机を近付ける。机と机が触ふれ合あう手前で止まり、そこを横断するように教科書を広げた。

「ふむ、みんなの情報感度はなかなかだな……。ん、私の使ってるアプリ？　ああ、最近はちょうどマッチングアプリを使い始めたな」

　教室がどよめく。普ふ段だんなら絶対聞きたい雑談だが、今はちょっとだけ近付いた楓かえでとの距きよ離り感かんに緊きん張ちようしてそれどころではない。

（この距きよ離りはあかん。頭がまったく回らない）

　ほんの少し視線を横にやれば、楓かえでの一挙一動が目に入ってしまう。左手で消しゴムをふにふにと触さわったり、シャーペンのキャップで下した唇くちびるを持ち上げたり……。心の中で伊い織おりは目を閉じ、吐と血けつしながらサムズアップしている。

（とりあえず気を紛まぎらわせないと……）

　悩なやんだ末に伊い織おりは、ノートの端はしに絵を描かくことにした。画力は気にしない、絵心は真心だ。いや、知らんけど。

　描かくのは立っている猫ねこ。モデルはコタローだ。吹ふき出だしをつけ、『みゃー』と書き入れる。手書きだと違い和わ感かんがあるが、味があるということにしよう。

　楓かえでが気付き、絵をちらりと見る。あごに手を当て、「ふむ」と頷うなずいた。及きゆう第だい点てんはいただけたらしい。

　楓かえでがノートの端はしにさらさらと文字を書き込む。

『本物はもっと可か愛わいい』

『いや、そりゃそうですけども』

　同じく文字で返す。楓かえでが目を細めた。

（なんだこれ、めちゃくちゃ楽しい……っ！）

　先生は男性と食事に行ったときの話をしていた。女子生徒が授業のときの二十倍くらい積極的に手を挙げて質問攻ぜめにしている。

　楓かえでがちらりと顔を上げた隙すきに、コタローの背中に後光を描かき足たしてみた。筆が乗ってきたのかやたらと上う手まく描かけた。ふやけた線のコタローとのギャップがすごい。

「……？　……っ！」

　楓かえでがコタロー（feat.後光）を見た瞬しゆん間かんに目を見開き、唇くちびるをにゅっと尖とがらせてぷるぷる震ふるえた。

（もう一押し……！）

　何が一押しなんだ、とは思いつつ、コタローの吹ふき出だしを追加する。

『我は人を魅み了りようせし猫ねこ神がみなり。チュールをよこすのだみゃー』

「……ぷ……っ、くく……っ」

　楓かえでがたまらず突つっ伏ぷした。銀ぎん髪ぱつが机の上でうにうに、うにうにと揺ゆれる。先生の雑談でちょうど笑いが起こっていたので誰だれにもバレていない。

（やった、笑わせたぞ……！）

　すさまじい達成感。これは帰ったらコタローに全力でお礼をしないとな……と思っていると。

「はい、じゃあこの問題を……佐さ久く間ま」

「ふぁぃおぇっ!?」

　突とつ然ぜん当てられ、軍隊並みの素す早ばやさで起立した。英語教師は獲え物もの発見と言わんばかりの獰どう猛もうな笑えみを浮うかべている。どうやら伊い織おりが達成感に浸ひたっているあいだに雑談が終わったらしい。

「おや？　どうした佐さ久く間ま？　まさか答えられない……なんてことはないだろう？　君のグラマーの得点から考えれば問題ないはずだ」

「あー、いや、その、えーとですね……」

「おかしいな、たしか君の中間テストの点数は……」

「先生？　人権って知ってます？」

　教室に笑いが起こる。楓かえでが笑ってくれているか確かく認にんしたいが、次に何を言われるかわかったものではないので視線を逸そらす余よ裕ゆうもない。

「さて、答えられない君には軽い罰ばつを加えようか」

「あれ？　さっきの俺の質問聞いてました……？」

「うさぎ跳とびでグラウンド五周で許そう」

「時じ代だい錯さく誤ごも甚はなはだしいな！」

　思わずタメ口になってしまった。

　先生は額に人差し指を押しつけ、大げさにため息をつくと、

「それでは、君がどのＳＮＳを開いても、天気を問わず必ず誰だれかが『今日も晴れてる』と呟つぶやいている……というささやかな呪のろいをかけよう」

「じんわり怖こわいんでやめてくださいよ!?」

「しかも呟つぶやいた本人はみな『そんなこと書いた記き憶おくないんだけど』と証言するという……」

「どんどんホラーな展開になってる!?」

　教室の笑いが止まらない。この後も伊い織おりはたっぷりイジられ、くたくたになったところで「うむ、ちょうどいい息いき抜ぬきになったな」と解放してもらえた。その前の雑談は息いき抜ぬきじゃなかったのだろうか。

（めちゃくちゃ疲つかれた……）

　戦場から帰ってきたような心持ちで腰こしを下ろし、ふと隣となりを見やる。

　楓かえでが唇くちびるを引き結び、ぷるぷるしていた。もしかしたらずっと笑いをこらえていたのかもしれない。

（ん？）

　楓かえでのノートの端はしに何か描かかれている。

　やたらと綺き麗れいな線で描かかれたコタローが、立ち上がってシャドーボクシングをしていた。

「ぶはっ!?」

「こらー佐さ久く間ま、さすがにうるさいぞー」

「す、すいません……っ！」

　完全なる不意打ちだ。やられた。

　クラスメイトがふたたび前を向く中、楓かえでがかすかに目を細める。

　楓かえでがノートの端はしに文字を書いた。

『さっきのお返し』

　こんなお返しならいくらでも受けたいな、と本気で思った。




　　　　　　　×　　×　　×




　その日の放課後。

「……雨？」

　伊い織おりがひとりで帰っていると、不意に頭に水すい滴てきが落ちた。天を見上げ、手のひらを広げると、雨がぽつりぽつりと降ってきて、ものの数秒で土ど砂しや降ぶりになる。

「うわ……マジか……っ！」

　家までさほど遠くないので走れば大だい丈じよう夫ぶかと思ったが、雨あま脚あしはかなり強く、視界もおぼつかない。

　やむを得ず、すぐ近くにあった公園の東あずま屋やに駆かけ込こんだ。

「あれ？　涼すず原はらさん？」

　ベンチに楓かえでがちょこんと座っていた。ハンカチで髪かみの毛けを拭ふきながら外を見つめている。

　伊い織おりの声に楓かえでが振ふり向むき、目をぱちくりさせると、

「佐さ久く間ま……ラッチ？」

「強ごう引いんにパパラッチをねじ込もうとしなくてもいいと思うんだ」

　楓かえでが顔をそむけ、口元を腕うでで隠かくす。

「ぷ……っ、ふふ……っ」

　そして、こらえきれないといった風に笑いだす。

（あー……やっぱり好きだなぁ……）

　人が笑うだけでこんなにも心が動かされるのか、とあらためて衝しよう撃げきを受ける。今だって、ただ顔を隠かくして控ひかえめに笑っているだけなのに、心臓がうるさくてしょうがない。

「涼すず原はらさんも雨宿り？」

「……ん。ちょうどここを通りかかったときに、すごい雨が降ってきて……」

「俺もびっくりした。ちょっと俺もお邪じや魔ましていい？」

「……どうぞ」

　ベンチはＬ字型に設置されている。楓かえでのいないほうに腰こしを下ろし、ようやく一息。

「雨、めちゃくちゃ強いな」

「……うん」

　普ふ段だんなら子どもがはしゃぐ声や遠くの車の音が聞こえるのだが、今は何も聞こえない。あらゆる日常音が遮さえぎられ、屋根や地面を雨が叩たたく音のみが聞こえてくる。外にいるというのに、まるで部屋の中でふたりきりになっているような感覚。

「この感じ、結構好きかも」

「あー、わかる。なんか安心するよな」

　楓かえでの感覚に同意すると、楓かえでは目をちょっとだけ見開き、

「……ん、そっか」

　ちょっとだけ嬉うれしそうに笑う。東あずま屋やに小さな花が咲さいた。

　楓かえではひざにカバンを乗せ、持ち手をぷらぷらと揺ゆらしている。何気ない仕草だが、まるで映画のワンシーンを切り取ったかのように見えた。

　遠くで雷らい鳴めいが聞こえた。

「雷かみなりか……ん？」

　楓かえでがカバンの持ち手を両手で強く握にぎり、身体からだを強こわ張ばらせている。

　もう一度雷らい鳴めいが響ひびく。今度は少し近い。

「……っ」

　楓かえでの身がさらに強こわ張ばる。まださほど大きくはないが、それでもさっきよりも近い。

　楓かえでが視線をさまよわせ、ひざをすり合わせる。なんとなく、隣となりに美み鈴すずがいたら飛びついているんだろうな、と思った。

（そうだ、アレなら……）

　ふとアイデアが浮うかび、

「涼すず原はらさん。よかったらだけど──」

　視界が白んだ。

　大地を引ひき裂さくような雷らい鳴めいが轟とどろく。

「────っ!!」

　楓かえでが飛とび跳はね、両手で耳を覆おおって縮こまる。声をかける間もなくふたたび雷らい鳴めいが轟とどろく。楓かえでが顔を上げた。今にも泣きだしそうな顔。

（うわっ!?）

　楓かえでが伊い織おりに抱だきつき……そうになり、寸前でぎりぎり踏ふみとどまる。代わりに伊い織おりのカバンを摑つかむという絶ぜつ妙みような距きよ離り感かん。

「ごめんなさい……大きい音、苦手で……っ」

　カバンを挟はさんで隣となりに座った楓かえでが、今にも消え入りそうな声で囁ささやく。雷かみなりがふたたび鳴る。まるでピンポイントで楓かえでを怯おびえさせるかのように。

「それなら……これを着けてみるのはどう？」

　先ほど言いかけたことを改めて告げ、カバンからイヤホンを取り出す。楓かえでが顔を上げ、青ざめた顔に疑問の色を浮うかべた。

「これ、ノイズキャンセリングの機能があるから。かなり楽になると思う」

　楓かえでが目を見開き、伊い織おりのカバンを摑つかむ手に力を込こめる。去年受験勉強用にと親に買ってもらったのだが、人の話し声は遠くなり、環かん境きよう音おんに至ってはまったくと言っていいほど聞こえなくなる。集中したいときにぴったりの代しろ物ものだ。

「あ、人のでも大だい丈じよう夫ぶだったらでいいんだけ──」

「佐さ久く間まくんのなら大だい丈じよう夫ぶ」

　食い気味だった。余よ裕ゆうがないがゆえの即そく答とうなのだろうが、それでも破は壊かい力りよくが大きすぎる。伊い織おりは静かに悶もん絶ぜつしながら楓かえでにイヤホンを渡わたした。

「えっと、こっちが右で……こっちは左……」

　楓かえでが両耳にイヤホンを着ける。

『Power on.Battery fully charged』

「っ!?」

　イヤホンから流れる音声に、楓かえでが目を見開いて飛とび跳はねた。

「ごめんごめん、言うの忘れてた」

「ん……大だい丈じよう夫ぶ」

　流りゆう暢ちような英語……という呟つぶやきに和なごんだ。

「最初からノイキャンモードになってるから、これならかなりうおぉっ」

　今日一番とも言える雷らい鳴めいが轟とどろいた。伊い織おりでも驚おどろく音量。

　けれど楓かえでは、多少驚おどろいた程度だった。むしろ伊い織おりの反応に目をぱちくりさせている。

「大だい丈じよう夫ぶそう？」

「うん……びっくりした。すごく遠くに聞こえる。これ、すごい……」

　楓かえでが目をキラキラさせている。危あやうく音速でこのイヤホンをプレゼントしそうになった。

　これで一安心だな……と思っていると、楓かえでがなぜかイヤホンを外した。

「涼すず原はらさん？　どうしたの？」

「だって……これだと、話せないから。佐さ久く間まくんに申し訳ないし……」

「いやいや、そんな気き遣づかってくれなくて大だい丈じよう夫ぶだから……」

「いくらパパラッチでも、目の前にいるのに無視するのはさすがに……」

「俺はパパラッチじゃないし、本当にパパラッチだったら目の前にいても無視していいと思うんだ」

　楓かえでが顔をそむけ、ぷふっと小さく噴ふき出だす。

「でも、だめ。ありがとう。返すぅひゃぅっ」

　近くで雷かみなりが鳴り、イヤホンをこちらに差し出した体勢で楓かえでがぴょいんと跳はねる。顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。なるほど可愛さで殺す気らしい。

「ほら、やっぱり必要だって」

　両手のひらを見せてイヤホンを突つき返かえすポーズをとると、

「むー……佐さ久く間まくんは、頑がん固こ……」

「いやいや涼すず原はらさんこそ……っ!?」

　楓かえでがイヤホンを持った手を伊い織おりの手のひらにぐいぐいと押しつけてくる。不意の接せつ触しよくに心臓がおかしくなった。冷静な思考が吹ふき飛とぶ。落ち着け、こんなときは詰つめ将しよう棋ぎを考えるんだ。いや待て、そもそも将しよう棋ぎは駒こまの動かし方しか知らない。

「むー……」

　楓かえでは依い然ぜんとしてイヤホンをぐいぐいと押しつけてくる。子どものように拗すねる仕草に心の中で吐と血けつする。これはなんだ、何の試練なんだ。ヘラクレスでもこの試練はキツいのではないだろうか。

「俺は涼すず原はらさんが心配なの！　ほら、着けてぅおっ」

　雷らい鳴めいにふたりともども飛とび跳はねる。

「佐さ久く間まくんだってびっくりしてる……。ビビりパパラッチ……」

　ぷいと顔をそむけ、横顔をぷるぷるさせながら、

「ビビラッチ……」

「あだ名をがんがん派生させないで!?」

　イヤホンを押しつけながら顔をそむけているポーズがシュールすぎる。

　このままでは埒らちが明かない。

「それなら……ふたりでイヤホンを着けてみるのはどう？　片方に着けるだけでもそれなりに楽になると思うし。あとは……」

　動画アプリを起動して、再生リスト『癒いやし』を開く。

「これを見て気を紛まぎらわすのはどうかな、って」

　スコティッシュフォールドが主人に甘える動画が映る。楓かえでの研とぎ澄すまされた視線が伊い織おりのスマホに注がれる。ガン見もガン見だ。

「まあ、うん、それなら……やぶさかではない……」

「急に古めかしい……」

　困ったように笑いつつ、カバンをどかして楓かえでからイヤホンを受け取る。

（ん、右のイヤホン……？）

　伊い織おりは楓かえでの右みぎ隣どなりに座っている。ワイヤレスイヤホンなので気にする必要はないと思ったものの、楓かえでは左にイヤホンを着け、何のためらいもなく近付いた。ふたりの距きよ離りは、あいだに手を置けば小指と小指が触ふれ合あうほど。

（近い……けど、幸せすぎる……っ！）

　以前、楓かえでを自宅に招待した日も同じようにベンチに並んで座ったが、そのときはきっちり人ひとり分あいていた。わずかでも大きな進歩に感動する。

　雷かみなりが鳴った。

「ひゃぅ……っ」

　楓かえでの控ひかえめな悲鳴が剝むき出だしの左耳を打つ。落ち着け心臓。

「片耳だとどんな感じ？」

「着けないよりは、だいぶ楽になってる……と思ぅひゃんっ」

　ふたたび楓かえでがぴょいんと跳はねる。雷かみなりに対して「涼すず原はらさんに何してくれとんじゃ、でもありがとう」と激しく矛む盾じゆんした言葉を心の中で贈おくる。

（動画、もっとちょうどいいのがあるかも）

　以前、「人が緊きん張ちようしているのを見ると緊きん張ちようが和やわらぐ」という言葉をマンガで見かけたことがあった。直感的に同意できる言葉だったが、もしかしたら利用できるかもしれない。

　再生リストの中で、雷かみなりに驚おどろく子こ猫ねこの動画を見つけた。

「あ……可か愛わいい」

　楓かえでがさらに顔を寄せ、頰ほおと頰ほおがくっつきそうになる。

（待って待って待って!?）
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　楓かえでは伊い織おりとの距きよ離り感かんをまるで意識していない。猫ねこ好ずきなのに猫ねこがトラウマになっていたが、それをほぼ克こく服ふくして以来、楓かえでは今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように猫ねこを愛めでまくっている……という話を美み鈴すずから聞いていた。

　雷かみなりが鳴ったが、ちょうど動画内でも同じタイミングで雷かみなりが鳴り、子こ猫ねこがぴょいんと飛とび跳はねた。楓かえでは実際の雷かみなりに驚おどろくことなく、それどころか気付いてすらいないようで、画面内の子こ猫ねこに頰ほおをゆるませている。

　動画の再生が終わると、楓かえではきりりと真面目な表情を浮うかべ、

「……マンチカンの子のバージョンってある？」

「わかった、探してみる」

　なんでそんな真しん剣けんなまなざしで……と笑いつつ、動画を探す。

「猫ねこ動画はいっぱい見てるけど……こういうのは知らなかった」

「わかるわかる。おすすめに表示される動画を追いがちになるしなー」

　立ち上がって窓に肉球をくっつけ、空を見上げるマンチカンに和なごみながらの会話。

「登録者数が百万人の人でも、普ふ段だん見てる人とコラボでもしない限り知るタイミングがないんだよな」

「すごくわかる……。美み鈴すずとは趣しゆ味みが近いけど、それでもホーム画面を見るとぜんぜん違ちがうし」

　癒いやし動画を見ながらの、何とはなしの会話。雷かみなりは相変わらず強いが、楓かえでは怯おびえる様子もない。

（あれ……これってもしかしてすごく良いい感じの雰ふん囲い気きなのでは……!?）

　伊い織おり自身、楓かえでとの距きよ離り感かんにさほど緊きん張ちようもしなくなっている。

　これなら、名前呼びもできるかもしれない。

　湊みなとには焦あせらないと言っていたものの、適した状じよう況きようとなれば話は別だ。大だい丈じよう夫ぶ、毎日コタローに練習をしてそのたびに「だからちゃいますやん」という顔をされてきた。そしてひよりに生温かい目でサムズアップをされ続けてきた。思い出すと恥はずか死しにそう。

　行こう。

　伊い織おりは腹をくくった。

「ところで、か、かえ……」

　楓かえでがこちらに目を向ける。

「ん？」

　あかん。

　心の準備がまったく間に合っていない。

「かえ……なに？」

「か……カエサル！　ユリウス・カエサルって知ってる？」

　楓かえでが首をかしげ、不思議そうに目をぱちくり、ぱちくり。

「……『賽さいは投げられた』って言った人？」

「あ、そうです、はい」

　あっさり返されてさらに動どう揺ようする。

「えっと……佐さ久く間まくん？　急にどうしたの……？」

「いえ、なんでもございませんです、はい」

　楓かえではこてんと首をかしげたものの、それ以上追つい及きゆうしてくることはなかった。助かった。

「あ、雷かみなりもかなり遠くなったみたいだな」

「よかった……ありがとう」

　楓かえでからイヤホンを受け取る。猛もう烈れつに名な残ごり惜おしい時間だった。

　にわか雨かと思ったが、まだまだやみそうにない。今なら走って帰れないでもなかったけれど、まだこの場を離はなれたくなかった。楓かえでとふたりきりで過ごせる時間を少しでも延ばしたかった。

「そういえば……中学のとき、湊みなとと遊びに行った帰りに大雨が降って、今みたいに雨宿りしたことがあったっけ」

「そうなんだ」

「ショッピングモールから帰るとこだったんだけど、俺はこれくらいなら無理やり帰れるだろって思ったら湊みなとに止められて」

「なんか、すごく想像しやすい」

　楓かえでが目を細め、足をぷらぷらと揺ゆらす。

『伊い織おり、この雨はさすがに無理だって』

『大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。そんなにかかんないし』

『それで風か邪ぜ引いてひよりちゃんに心配かけるつもりなんだね～』

「……って感じで、毒混じりでたしなめられたっけ」

「今とおんなじだ……ほんと、仲良いね」

　楓かえでの表情が柔やわらかい。この場所にずっと居たいと心から思う。

「結局、ショッピングモールで雨宿りしたの？」

「そうそう。お店でトランプを買ってベンチでゲームをしたんだけど……動画で見た『限界しりとり』っていうのをやったら湊みなとにボロ負けして……」

「その動画、見たことある。どれくらい負けたの？」

「十回以降は数えてない……」

「お、お疲つかれさま……？」

　気き遣づかってもらえた。沁しみる。

「それでようやく帰ったあと、ひよりとも限界しりとりをしたら圧勝しちゃって。『鬼おに畜ちく生しようのお兄にコタローは渡わたしません』ってコタローをしばらく独どく占せんされたっけ。理り不ふ尽じんだ……」

「ひよりちゃんは可か愛わいいね。コタローくんも」

　楓かえでとの共通の話題である妹と愛あい猫びよう。頼たよりになるにも程ほどがある。

　ふと会話が途と切ぎれた。

（ええと、次の話題、次の話題は……）

　間を埋うめなければという焦しよう燥そうに駆かられていると、楓かえでが前を見ていることに気付いた。

　雨の降る公園を眺ながめる楓かえでは、どこか楽しげで。

　伊い織おりは話すのをやめ、同じように景色を眺ながめた。

　時間にして五分ほどだろうか。けれどそのわずかな時間は、言葉を交かわしていないのにとても濃のう密みつで、豊かに思えた。

　喋しやべらないイコール気まずいと思い込んでたな……と、楓かえでとの新しん鮮せんな沈ちん黙もくを経て気付いた。

「あ。雨……やんでる」

　楓かえでのぽつりとした声。流れる風は涼すずしい。日中の暑気を雨が洗い流してくれたようだ。

「……気持ちいい」

　楓かえでが目を細め、銀の髪かみをそっと耳にかける。

　雨宿りのためにこの場所に来たのだけれど。

　今は……もういちど雨が降ってくれないかな、と切実なほどに願った。








Interlude






　伊い織おりと雨宿りをした日の夜、楓かえでは美み鈴すずとビデオ通話をしていた。

『マジかー、やるなぁいおりん』

「……？」

　今日の出来事を報告すると、美み鈴すずが口を「ω」の形にして笑った。相変わらず可か愛わいいけれど、その言葉の真意はいまいちわからない。楓かえでがこてんと首をかしげると、美み鈴すずが『はーーん可か愛わいい！』とテンション高めに叫さけんだ。親おや御ごさんに𠮟しかられないか心配だ。あ、𠮟しかられた。シュンとしているところも可か愛わいい。

『楓かえではすっかりいおりんと仲良くなったねー』

「そう……かな？　そう……な、の、かな……？」

『すんごい熟考してる……』

　美み鈴すずが困ったように笑い、それから嬉うれしそうに目を細める。

『楓かえでがわたし以外の人と楽しそうにしてると嬉うれしいよ』

「え……私は美み鈴すずと佐さ久く間まくんが楽しそうにしてるともやっとするんだけど」

　楓かえでとしては、あくまで『私の美み鈴すずを取りやがってー』といった意味で言ったのだけれど。

　美み鈴すずは目をぱちくりさせ、それからものすごく楽しそうに口くちの端はを吊つり上あげた。

『楓かえで、すっごい美お味いしいネタいただきまし──』

「笑い方が邪じや悪あく……」

『食い気味で罵ののしらないでー！』

　美み鈴すずがまた親おや御ごさんに𠮟しかられる。愛うい愛うい。

　このあともしばらく話し、明日の授業内容を確かく認にんしあって通話を切った。

　今日の伊い織おりとのやりとりを改めて思い出す。

　あのイヤホンは助かったな、とか。

　動画の猫ねこちゃんがすごくすごく可か愛わいかったな、とか。

　雷かみなりを怖こわがる自分を……全然からかわなかったな、とか。

「……？」

　胸がぽっぽと温かくなる。なんだかむずむずするので他のことを考えよう。

「そういえば……」

　伊い織おりが何か言いかけ、慌あわてたことを思い出す。

「なんで急に、カエサル……？」

　祖母のソフィアの本に登場した人物だったので答えられたが、話題の脈みやく絡らくのなさにびっくりした。伊い織おりは普ふ段だん、様々なワードをぽんぽんと出すイメージがある。けれどあのときは、慌あわててなんとか絞しぼり出だした……といった感じだった。

「何を言おうとしたんだろ……」

　首をかしげつつ、心ここ地ちよい眠ねむ気けの波が押し寄せてくる。

　そのうち聞いてみるかな、いやでも聞かないほうがいいのかな……などと考えているうちに、意識がゆるりと暗転した。
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　期末テストが迫せまってきた、とある日の休み時間。

「テストが、やばい」

　初めは誰だれが呟つぶやいたのかと思った。隣となりの楓かえででもなければ、前の席の湊みなとでもない。

　伊い織おりから見て左前の席に座る、美み鈴すずの言葉だった。美み鈴すずは机に突つっ伏ぷし、お団子頭をぐわんぐわんと揺ゆらしている。しばらく見てたら酔よいそう。

「美み鈴すず……？」

「鹿かの岡おかさん……？」

　楓かえでと湊みなとがそれぞれ美み鈴すずに目を向ける。美み鈴すずはその視線に応えるようにさらにお団子頭を揺ゆらす。求愛ダンスか何かなんだろうか。

「あぁぁ～……迫せまりくるテストがぁぁ～……夥おびただしいストレスがぁぁ～……」

「美み鈴すず……元気出して……」

　楓かえでが美み鈴すずの背中をさする。なぜか両手でさすっているので、子どもが親の背中を一いつ生しよう懸けん命めい洗っているように見える。

　美み鈴すずが顔を上げ、悲ひ壮そう感かんのにじみ出た顔で伊い織おりたちを見回す。

「テストが！　やばい！」

「それはさっきも聞いたよ」

　湊みなとが困ったように笑い、

「どの教科がやばいの？」

「えっと……どの教科も『やばい』と『すごくやばい』に分類されますね、はい」

「それはやばいね……」

　湊みなとと美み鈴すずの会話の知的水準が坂道を転がる勢いで下降している。

「私が教えようか？」

「ありがたいけど……楓かえでの力でもわたしのぽんこつぶりをカバーしきれるかどうか……ハッ！　そうか！」

　美み鈴すずが目をきらりと輝かがやかせ、楓かえで、伊い織おり、湊みなとに視線を巡めぐらせる。

「勉強会！　やろ！」

「「「え？　いいけど……」」」

「戸と惑まどい気味に全員即そく答とう！」

　美み鈴すずがけらけらと笑いながら、どこか気き遣づかわしげに楓かえでを見た。

「それなら場所はどこにしようか？」

　湊みなとが話を進め、

「ファミレスは勉強禁止のところが多いな」

「かといって図書館だと喋しやべれないしなー」

　伊い織おり、美み鈴すずが答えたところで……楓かえでが何やらキラキラした瞳ひとみで伊い織おりをじぃ……っと見つめてきた。

（え、なんで？）

　見られるのは嬉うれしいが、それにしても熱ねつ烈れつすぎないだろうか。

　どう反応したらいいか困っていると、楓かえでが猫ねこのストラップをちょんちょんと撫なでていることに気付いた。なるほど、そういうことかと苦く笑しようする。

「ええと、俺の家でやるのはどう？」

「へ？　いおりん、いいの？」

「僕は慣れてるからいいけど～」

「良いいと思われる」

　やけに力強い声且かつ謎なぞの言こと葉ば遣づかいで答えた楓かえでが、高速で自分の口を手で塞ふさいだ。

「それじゃ、鹿かの岡おか美み鈴すず救済の会inいおりん宅、ってことで！」

「イベント名が大おお仰ぎようすぎるような……」

　美み鈴すずのまとめに湊みなとが苦く笑しようする。美み鈴すずが照れた。照れるとこってそこなの？

　詳しよう細さいはトークアプリのグループで詰つめることにした。さりげなくグループができたことに伊い織おりはひそかに浮うかれた。




　　　　　　　×　　×　　×




　土曜日の午前。

「お兄、湊みなとくんたちが来るのって今日だよね。……お兄？　何してんの？」

　伊い織おりはリビングで正座していた。

「緊きん張ちようしすぎてどうしたらいいかわからない」

「お兄は正直だなぁ……」

　ひよりが困ったように笑い、伊い織おりの太ももにコタローを乗せる。

「みゃー」

「く……っ！　これじゃあひざを崩くずせない……！」

「新手の拷ごう問もんみたいに言わないでよ……」

　あとで顔出すから、あとはお若いみなさんでどうぞー、と年下とは思えないセリフを残し、ひよりが自室に引っ込んだ。

「みゃー」

　コタローはこの状じよう況きように飽あきたらしく、すぐに離はなれてしまった。かと思えばちょこちょことやってきて、伊い織おりの太ももの匂においをすんすんと嗅かぎ、

「みゃ！」

　唐とう突とつに立ち上がった。

「ぐぅ……可か愛わいすぎる……っ！」

　悶もん絶ぜつしているとインターホンが鳴った。慌あわてて立ち上がる。

「は、はい……」

　穏おだやかに微ほほ笑えむ湊みなとが画面に映る。

「伊い織おり、来たよ～……って、なんでそんな苦しそうなの……？」

「正座して脚あしが痺しびれただけだから気にするな……」

「佐さ久く間まくんは……なんでもない」

「罵ののしるならはっきり言って!?」

　インターホン越ごしのやりとりを終え、伊い織おりはよろめきながら玄げん関かんに向かった。




　　　　　　　×　　×　　×




「いらっしゃい」

「お邪じや魔ましまーす！」

「お邪じや魔ましま～す」

　美み鈴すずと湊みなとが順に挨あい拶さつして玄げん関かんに入ってくる。湊みなとは見慣れた私服姿。細身ですらりとしているので何を着ても似合う。美み鈴すずは白のブラウスに紺こんのロングスカート姿で、おてんばなお嬢じよう様さまといった印象だ。

「お邪じや魔ま……します……」

　やや遅おくれて、楓かえでがおずおずと入ってきた。Ｔシャツにジーンズというシンプルな格好が恐おそろしいほど似合っている。

（涼すず原はらさんの私服……私服……っ！）

　感動のあまり痙けい攣れんを起こしそうになる腕うでを押さえつける。

「す、涼すず原はらさん、私服はそんな感じなんだ」

「へ？」

　楓かえでが目を見開き、銀の毛先を指にくるくると巻きつけ、

「う、うん。もうちょっと違ちがう感じのときも、あるけど……」

　目をそらし、ぽしょぽしょと答える。その頰ほおはほんのり赤い。

「むふふ……旦だん那な様、旦だん那な様」

　口に手を当てた美み鈴すずがすすす……と近寄り、口を「ω」の形にして笑う。やばい取引をもちかける呉ご服ふく屋やにしか見えない。

「楓かえではこういうかっこいい系も似合うけど、可か愛わいい系もとんでもなく似合いますよ～？　一度でも見ようものならあら不思議、どのような病もたちまち治ってしまうのです。その速さと言ったら、まさに神の領域でございますよ～？」

「涼すず原はらさんの私服に外うい郎ろうと同じ効果があるのか……」

「お～、よくわかったね！」

　美み鈴すずが「てへぺろ☆」とはっきり口に出して言う。なんでこのセリフがこんなに似合うのか。

「ん、涼すず原はらさん？　どうしたの？」

　楓かえでが何やらきょろきょろとしている。

「その……彼は……？」

「彼？　ああ、コタローのことか。今会わせると涼すず原はらさんは勉強どころじゃなくなりそうだから、今はひよりと遊んでる」

　楓かえでがこの世の終わりのような顔をする。

　唇くちびるを尖とがらせ、「むー」と唸うなったかと思うと、

「佐さ久く間まくんは極ごく悪あく……もはや悪あつ鬼き羅ら刹せつ……」

「その言葉のチョイスはさすがにやばい」

　楓かえでに背を向けて歩き出す。背中に刺ささる不満たらたらの視線がくすぐったい。

「伊い織おり」

「ん？」

　部屋に向かう中、湊みなとが耳打ちしてくる。

「涼すず原はらさんがあんな風に話すの、初めて見たよ。やるね～」

「……あー、そういえばそうか」

　今のように楓かえでがくだけて話すのは、美み鈴すずの前か、もしくは伊い織おりの前でだけのようだ。なので湊みなとにとっては新しん鮮せんに映ったのだろう。

（まずい、ニヤけそうだ）

　頰ほおをぐにぐにとこね回していると、楓かえでが不思議そうに首をかしげた。

　自室の扉とびらの前で立ち止まり、静かに深呼吸をする。

「は～い、俺の部屋にようこそ～……」

　声が裏返るところだった。あぶないあぶない。

「わー！　ここが思春期男子高校生の部屋なんだ～！」

「なんで俺の存在をそんな抽ちゆう象しよう的てきに!?」

「ねえねえいおりん、好こう奇き心しんの赴おもむくままに物色していい？」

「それって確かく認にんするやつなの!?　いや、別に見られて困るものはないと思う……けど」

　特に特とく徴ちようはない、と思う。勉強机に丸いローテーブル、本ほん棚だなにベッド。動画観賞用のiPadはひよりと共用なのでリビングに置いてある。四人分のクッションもローテーブルを囲うようにして設置済みだ。

「伊い織おりの部屋、結構久しぶりかも」

「そういえばそうか。最近は外で遊んでるもんな」

　楓かえでが興きよう味み津しん々しんといった様子で部屋を見回したかと思うと、すんすんと鼻を鳴らした。

「……ん」

　何やら満足げにふにっと目を細めた。気付いたのは伊い織おりだけのようだ。何がかは分からないけど、何にせよ掃そう除じに気合を入れて良かった。ひよりから「三年分の大晦日おおみそかがいっぺんに来たの？」と言われるくらいには頑がん張ばったのだ。

「それじゃ早さつ速そく始めるか」

「そうだね～」

　ローテーブルを囲んで車座になる。伊い織おりの隣となりに楓かえでと湊みなとが、そして正面に美み鈴すずが座った。美み鈴すずがちょこんと女の子座りをしたのに対して、楓かえでは綺き麗れいな正座の姿勢をとった。

「まずは得意科目の確かく認にんだな。俺は国語……特に現代文の評論ならそれなりに教えられると思う」

「僕は数学と物理基礎かな～」

「私は……英語と世界史」

　伊い織おり、湊みなと、楓かえでと順に答え、三人の視線が美み鈴すずに集まる。

　美み鈴すずは人差し指をつんつんと合わせ、気まずげに視線を巡めぐらせると、

「強しいて言うなら……あくまで強しいていうなら、英語、かな？」

「美み鈴すず、苦手科目は？」

「物理がやばい。控ひかえめに言って１ミリもわかんない」

　美み鈴すずの目からハイライトが消える。明るい女の子の生きる希望を難解な物理法則が奪うばってしまったらしい。

「わかる……私もかろうじてついていけてる感じだから」

「物理は分かる人と分からない人がはっきり分かれるよな……」

　楓かえでと伊い織おりが同意する中、湊みなとがふむと頷うなずく。

「それなら、まず僕が鹿かの岡おかさんに物理を教えようか。伊い織おりと涼すず原はらさんはそれぞれ勉強するか、お互たがい教え合うって感じでどうかな？」

「小お野の寺でらく～～ん！　ありがと、助かる～……っ！」

　美み鈴すずが潤うるんだ目を湊みなとに向ける。しっぽがあったらぶんぶん振ふってそう。

　美み鈴すずはよほど安心したようで、両手を合わせて湊みなとを拝んでいる。

「小お野の寺でら大だい明みよう神じん様～」

「そんな大げさな……」

「じゃあ……小お野の寺でら阿あ修しゆ羅ら様？」

「とりあえず知ってる仏教用語を言うスタイルなの？」

　美み鈴すずと湊みなとのやりとりに割って入り、

「たしかに湊みなとは色んな顔があるもんな」

「伊い織おり～？」

　湊みなとが笑え顔がおのまま、ぎぎ……と軋きしむ音が聞こえそうなほどゆっくり振ふり向むいた。楓かえでが小さく跳はねる。

「はいごめんなさいほんとすんません」

　背後に黒いオーラが見えた。これ以上踏ふみ込こむのは危険だ。

「涼すず原はらさん、どうする？」

「ん……ちょっと古典を教えてもらいたいかも」

「わかった。どの辺がわかんない感じ？」

「ひとつひとつの文の意味は分かるけど、何ていうか……背景を理解してないから上うわ澄ずみしか読み取れない感じがして……」

「あー、それすげぇ分かる。ちょっと待ってて、今習ってる作品の解説記事をブックマークしてたはず……。かなり参考になったんだ」

「ほんと？　助かる……」

　伊い織おりのスマホに楓かえでが顔を寄せる。心臓が一気にお祭まつり騒さわぎになるが、公園の東あずま屋やで雨宿りをしたときの経験が生きてなんとか平静を装よそおうことができた。それにしても良いい匂においがする。まずい、あまり冷静になれていない。

（……ん？）

　ふと、湊みなとと美み鈴すずが静かになっていることに気付く。

　顔を上げると、湊みなとと美み鈴すずがにこにこしながらこちらを見ていた。

「「……なに？」」

「「いえいえ、なんでも」」

　二人一組の会話が成立するとは思わなかった。

「それじゃ鹿かの岡おかさん、僕らも始めようか。どこから説明するといい？」

「恥はじを忍しのんで……公式の意味から教えていただけますと……」

　美み鈴すずがしおしおと縮こまり、説明を始める湊みなとをぽけっと見つめる。

「……ん？」

　何やら横顔に視線が刺ささる。

「涼すず原はらさん？　どうしたの？」

「別に？　なんでもない」

「……??　そっか」

　なんぞや、と思いつつ、二人一組の勉強を始めた。




　　　　　　　×　　×　　×




　長時間楓かえでの隣となりにいるなんて絶対緊きん張ちようする……と思っていたが、楓かえでの真しん剣けんな姿に刺し激げきを受け、むしろひとりで勉強するよりも集中できた。

「いったん休きゆう憩けいするか」

「ん、わかった……」

　伊い織おりの呼びかけに楓かえでが頷うなずき、

「そうだね～。鹿かの岡おかさん、お疲つかれさま」

「お、お疲つかれ……小お野の寺でらくん、ありが、と……楽しかった……」

「人生はまだまだ長いよ……」

　机に突つっ伏ぷした美み鈴すずに湊みなとが困ったような笑えみを向けている。

「ちょっと部屋の換かん気きもしよう。暑いからドアだけでいいか」

　伊い織おりが部屋のドアを開けると、

「みゃ～」

　コタローがとっとことやってきて、そろそろ構えや～と言わんばかりに伊い織おりの足にくっついた。あごにフックを食らったボクサーのように痙けい攣れんする脚あしをなんとか抑おさえる。

（ちょうどいいかもな）

　休きゆう憩けいでコタローと戯たわむれれば、みんな癒いやされるだろう。

「涼すず原はらさん、お待たせ」

　振ふり返かえると、すでに楓かえでは腰こしを浮うかせていた。天使の鳴き声が聞こえていたんだろう。

「みゃー」

　コタロー、入室。

「わー！　え、わわっ、可か愛わいいー！」

　燃もえ尽つきていた美み鈴すずが一いつ瞬しゆんで飛び起きる。楓かえでは声にならない声を上げている。

「コタローは相変わらず可か愛わいいね～」

　伊い織おりが腰こしを下ろし、うんうんと頷うなずく。

「そうだろう。うちの大天使だ」

「位が上がって可か愛わいげがなくなってる……」

　湊みなとのツッコミも今は聞き流す。今はコタローを愛めでるのが最優先だ。

「みゃ～、みゃ～」

　美み鈴すず、楓かえで、湊みなとに人ひと懐なつっこく鳴き、あぐらをかいた伊い織おりのひざにぴょんと飛び乗る。

「かわっ、いっ、かわい……っ」

「涼すず原はらさん、目がマジすぎるからちょっと抑おさえて……」

「ご、ごめんっ」

　楓かえでがいつもより心持ち饒じよう舌ぜつになっている。コタローの力は絶大だ。

「みゃ～？」

　コタローが伊い織おりの太ももの上で立ち上がり、ローテーブルにちょんと前足を乗せる。

「え？　え？　何この子……可か愛わいすぎる……コタロウくんだっけ？」

「美み鈴すずさん。コタローな」

「そうだよ美み鈴すず。コタローくんだから」

「こ、こだわりが強い……っ！」

　伊い織おりと楓かえでの圧に美み鈴すずがたじろぐ。

「コタロー、みんなを癒いやしてやってくれ」

　ひょいと抱だきかかえ、びっくりするくらい長くなった身体からだをカーペットに着地させる。

「みゃ～」

　コタローは誰だれにしようかな～と言わんばかりにきょろきょろと辺りを見回す。

「コタローくん……こっちにどうぞ……」

　楓かえでが正座を崩くずし、女の子座りになってひざをぽんぽんと叩たたく。正座とのギャップに頭がくらくらする。

「みゃー……みゃっ！」

　コタローは目をキラキラどころかギラギラさせている楓かえでにちょっとたじろいだものの、そのまま楓かえでのひざにひょいと乗った。

「はぁぁ……かっ、可か愛わいい……っ」

　楓かえでがおそるおそるコタローの頭を撫なで、あごの下を撫なでる。

「ふみゃ～……」

　コタローが仰あお向むけになった。今日もサービス精神旺おう盛せいだ。あまりその力を振ふるうと死者が出るので程ほどほどにするように。

「可か愛わいい……わー、うわ、可か愛わいい……っ」

　無防備なおなかをわしゃわしゃ、もふもふ。美み鈴すずも湊みなとも、コタローを愛めでる楓かえでを微ほほ笑えましそうに見ている。伊い織おりは吐と血けつしそうな口を必死で閉じていた。
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「みゃー？」

　コタローが楓かえでの太ももに乘のったまま立ち上がり、ローテーブルの上のものに興味を示す。ぴょいっと飛びあがってテーブルに着地。そのままちょこちょこと歩き始める。四人は素す早ばやく勉強道具を避ひ難なんさせ、コタローの動きを見守る。

　コタローが興味を示したのは、グラスに入れた炭酸水だった。伊い織おりが最近チャレンジしている砂糖なしの炭酸水だ。

「みゃー？」

　コタローがぽこっ、ぽこっと泡あわ立だつ炭酸水を見て不思議そうに首をかしげる。

　グラスにそろりそろりと顔を近付け、くんくんと鼻を鳴らしたところで──ぱちん、と泡あわが弾はじけた。

「みゃっ！」

　びっくりやで！　と言わんばかりに立ち上がり、伊い織おりと楓かえでが揃そろって倒たおれ伏ふした。

「え、なに!?　狙そ撃げきでもされたの!?」

「犯人の体長はおよそ三十センチ。基本は四足歩行ですが、ときおり二足歩行で周囲の人間をたぶらかすことが以前から知られており……」

「小お野の寺でらくん！　その乗り方すっごい面おも白しろいけど、今は介かい抱ほうするの手伝って！」

「はーい」

「みゃー？」

　介かい抱ほうするふたりと介かい抱ほうされるふたりを見て、コタローがくりんと首をかしげた。
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　勉強を再開してしばらく経たった頃ころ。

「公式はそのまま覚えてもテストで使えるには使えるけど、後々のことを考えると意味まで覚えたほうがいいね。単位も覚えておくと、とんちんかんなミスをしなくて済むと思うよ～」

「そっか。等加速度直線運動の時刻ｔでの変位の式、丸暗記しようとしてたよ～」

「暗記も大事なんだけどね。それじゃあ単位の確かく認にんをしていこうか。まずｓの単位は？」

「これは変位だからｍだよね。それでｖ０は初速度だから……」

　伊い織おりは物理の初歩を勉強する湊みなとと美み鈴すずの様子を窺うかがった。

（なんか……前よりも仲良く話してるような？）

　ふたりの距きよ離りが心なしか近くなっている気がする。

「単位の整理ができたら、この問題を解いてみようか」

「ええと、加速度がこれで、時間がこうだから……はい、できた！　どう？」

「当たり～。良くできました～」

「やったー！」

　美み鈴すずが両手を上げ、湊みなとが応じる。ハイタッチの音が小気味よく鳴った。

　入学当初、美み鈴すずは湊みなととのスキンシップをためらっていた。けれど今はこうしてハイタッチまでしている。やった後にほんのり顔を朱あからめている辺り、まだまだ躊ちゆう躇ちよはあるようだが。

（湊みなとにも色々聞きたいな……ん？）

　楓かえでも美み鈴すずと湊みなとの様子をじっと見ている。

　楓かえでと目が合った。

　唇くちびるをにゅっと尖とがらせ、顔をそむけてしまう。さっきも似たようなことがあったな、と思い出す。

（なんぞや）

　楓かえでにも色々と思うところはあるらしい。
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「そういえば、みんな夏休みは何するの？」

　美み鈴すずが背せ伸のびをしながら尋たずねてくる。

「美み鈴すず、まだ勉強中だよ？」

「かたいこと言わないでよ～。楽しみがあるほうがいいじゃん！」

　うりゃー、と美み鈴すずが楓かえでに抱だきつく。相変わらず目の保養になる光景だ。

　ちょうど良いいタイミングだったので休きゆう憩けいすることにした。

「うーん、勉強が忙いそがしかったから、僕は何も考えてなかったなー。お盆ぼんにおばあちゃんの家に行くくらいしか決まってない感じ。伊い織おりは？」

「俺も似たようなもんかな。あーいや、ひよりに何日か押さえられてる」

「相変わらずひよりちゃんと仲良いね～」

「荷物持ちが欲ほしいだけだって。そういや湊みなととも遊びたいって言ってたぞ」

「ん、そっか。久しぶりに三人で遊ぶのもいいね～」

　もうじき顔を出すであろう妹の話をしつつ、伊い織おりはタイミングを窺うかがっていた。

（これはチャンスだ……！）

　美み鈴すずから夏休みの話題を切り出してもらえたのはとてつもなくありがたい。というか伊い織おりに向けて明らかにドヤ顔をしている。腹が立つけどやっぱりありがたい。

　手て汗あせをジーンズで拭ぬぐい、なるべく自然を装よそおった咳せき払ばらいをする。

「せせ、せっかくだし……この四人、で遊んでみたいか、もな～」

　緊きん張ちようしすぎて声が掠かすれ、読点をランダムで打ち込んだかのような途と切ぎれ途と切ぎれの言葉になってしまった。事前に覚かく悟ごした意味がまるでなかった。

（どうだ……!?）

　それとなく三人の顔を見回す。湊みなとは問題ないだろう。美み鈴すずも今さっきのドヤ顔を見れば問題はないはず。

　あとは楓かえでだけだが……。

「ん……いいと思う」

　楓かえではかすかに目を細め、意外なほどあっさりと了りよう承しようしてくれた。

「そ、そっか」

　平静を装よそおいつつ、心の中で全力でガッツポーズした。あとでひよりと打ち上げをしよう。

「それじゃ、詳くわしいことは後で詰つめようか～」

「うん、そうだな、うんうん、それが良いい」

　湊みなとの言葉に何度も頷うなずく。楓かえでと夏休みに遊ぶことができる。それを考えれば期末テストなど些さ事じも些さ事じだ。

「いおりん、わたしと楓かえでで飲み物買いに行ってくるよー」

「ん……行ってきます」

　美み鈴すずと楓かえでがするりと立ち上がった。浮うかれていた伊い織おりの反応が数すう拍はく分遅おくれる。

「……へ？　いやいや、そんなの悪いって。俺が行くから」

「むっふっふ……女子には積もる話があるのだよ」

　美み鈴すずが楓かえでの両りよう肩かたに手を置き、ぐいぐいと押して行ってしまった。

「……俺と湊みなとが買いに行っても、部屋で積もる話ができたと思うんだけど」

「なんだかんだで人の部屋は気を遣つかうんじゃない？」

「なるほどなぁ……」

　廊ろう下かから黄色い悲鳴が聞こえる。どうやらコタローと遭そう遇ぐうしたようだ。

「雪山で遭そう難なんしたら、なんだけど」

「伊い織おり、急にどうしたの？」

「クマに遭そう遇ぐうするのももちろん怖こわいけど、コタローと遭そう遇ぐうしても可か愛わいさのあまり昏こん倒とうするからそれはそれで危険だと思うんだ。むしろ見た時点でアウトな分、コタローのほうが危険かもしれない」

「は～い、ほんとその通りだと思いま～す」

「言っとくけど、流されるのが一番辛つらいからな？」
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　楓かえでと美み鈴すずが買い物に出てから少し経たった頃ころ、

「伊い織おり、涼すず原はらさんとの勉強会はどう？」

「楽しすぎる」

「即そく答とうだ……」

　湊みなとが困ったように笑った。

「涼すず原はらさんのこと、名前で呼ぶチャンスはあった？　伊い織おりのことだからタイミングは窺うかがってたんだろうけど」

「あー、うん……一回あったんだけど……緊きん張ちようしすぎて無理だった」

「頑がん張ばったね～。いきなり成功する訳もないからしょうがないって。涼すず原はらさんにはバレなかった？」

「不思議そうにはしてたけど、バレてないと思う」

「それなら良かった。焦あせらずにね」

「そうだな……うん、そう、だな……」

　机に突つっ伏ぷして、今日これまでの楓かえでの姿を反はん芻すうする。

「湊みなと、どうしよう」

「うん？」

「私服の涼すず原はらさん、可か愛わいさが八割増しだ」

「たしかに綺き麗れいだよね～」

「あん？」

　がばりと起き上がった伊い織おりに、湊みなとはいつもの調子で、

「伊い織おり、限界までめんどくさいよ～？」

「うぐ……っ、い、言い方……」

　ふたたび突つっ伏ぷす。たしかに今の自分はめんどくさかった。

　最近の楓かえでは今までと明らかに違ちがう気がする。笑え顔がおが柔やわらかくなっただけではない。真しん剣けんな表情からも、出会った頃ころのような強こわ張ばりが抜ぬけている気がするのだ。伊い織おりがそう思っているだけかもしれないけれど、それでも、楓かえでのあらゆる表情の魅み力りよくが増している気がする。

（もし、これで名前で呼んだり呼ばれるようになったりしたら……）

　楓かえでとの距きよ離りが縮まり、彼女のあらゆる表情がもっともっと魅み力りよく的てきになるのではないだろうか。

　そんなことになったら、いや、そんなことになってほしい。そんな関係になりたい。

（ああもう……っ）

　湧わきあがる衝しよう動どうに思わず起き上がると、

「あーー、涼すず原はらさんのこと名前で呼びたい！」

　ドアの前で何か聞こえた気がした。けれどその後は何も聞こえない。気のせいだろうか。

「伊い織おり、声大きいって。情じよう緒ちよは大だい丈じよう夫ぶ？　ハーブ系のサプリ飲む？」

「ガチのアドバイスはやめてくれ、余計恥はずかしいから」

　天てん井じようを仰あおぎながら、

「あ～～～……名前で呼んで、俺も名前で呼ばれたい……」

「願望がだだ漏もれだね……まあ、ゆっくり行こうよ」

「そうだな、急がず焦あせらず……人の一生は重荷を負うて遠き道を行くがごとし……」

「とつぜんの徳とく川がわ家いえ康やす～」

　そのまま別の話題に移っても、伊い織おりの頭の片かた隅すみでは自分が楓かえでを名前で呼び、そして名前で呼ばれる光景が延々と再生されていた。おかげで顔がずっと熱い。

　そんな状態でドアをノックされたので、

「は、はいっ！」

　やたらと上ずった声で返事をしてしまった。

「ふい～、暑かったー！」

　部屋に入ってくるなり美み鈴すずがふやけた声を漏もらした。その割に汗あせが引いているように見えるのは気のせいだろうか。直前まで妄もう想そうしていたため、楓かえでの顔は見ることができなかった。

「ありがとう美み鈴すずさん」

　伊い織おりが美み鈴すずから飲み物を受け取ると、

「はい、小お野の寺でらくん。どうぞ」

「涼すず原はらさんありがと～」

「……え？」

　楓かえでがごく普ふ通つうに湊みなとを苗みよう字じで呼んだ。

　楓かえでが、ごく普ふ通つうに、湊みなとを、苗みよう字じで。

　数秒前までの羞しゆう恥ち心しんが粉みじんに吹ふき飛とび、楓かえでのことをまじまじと見てしまう。今自分はどんな顔をしているのだろうか。

「……え、あ、いや、今のは、その……っ」

　楓かえでがわたわたと慌あわて、

「その、佐さ久く間まくんは特別、っていうか……」

「えっ」

「だって、マイナスからスタートしたし……」

「あ、そういう意味ね……」

「覗のぞき魔まだし……パパラッチだし……」

「フォローすると見せかけて冤えん罪ざいを畳たたみかけるスタイル！」

　伊い織おり以外の三人が同時に顔をそむけた。

「お兄～、お菓か子しとか要いる～？」

　ひよりがドアをノックして声をかけてくる。

「おー、助かる。入りたもう～」

「ありがたき幸せ～」

　兄きよう妹だいの芝しば居いがかったやりとりに湊みなとがくすりと笑った。

「失礼しまーす」

　ドアを開けたひよりがにぱっと笑った。その手にはお菓か子しの袋ふくろを抱かかえている。

「久しぶり……」

「楓かえでさ～ん！　お久しぶりですっ！　ああもういつ見ても美人すぎてキレそう！」

「え、キレちゃうの……？　なんで……？」

　戸と惑まどう楓かえでと美み鈴すずが両手の指を絡からめてきゃっきゃとはしゃぐ。楓かえではほんのりと頰ほおを赤らめているが、嬉うれしそうだ。

「ひよりちゃん、久しぶり。大きくなるのは早いね～」

「もー、湊みなとくんってば。親しん戚せきのおじさんみたいな言い方しないでよー」

　少しだけ声の調子が上がったひよりが、湊みなとの肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「ひより。この人は美み鈴すずさん」

　ひよりと美み鈴すずが対面し、ふたり揃そろってほほ笑えむ。コミュニケーション能力がえげつないふたりの初会話。いったいどうなるのだろうか。

「はじめまして。ひよりちゃん……でいいかな？」

「はーい！　あたしも美み鈴すずさんって呼んでいいですか？」

「オッケーだよ。ところでいおりん」

「ん、なに？」

「ひよりちゃん、超ちよう可か愛わいいんですけど！」

「そうだろうそうだろう」

「伊い織おり、ドヤ顔で頷うなずくのはちょっと気持ち悪……気持ち悪いよ～」

「湊みなと、訂てい正せいする気がないなら言い直さないで？　単に二回罵ののしっただけだからな？」

　ひよりと美み鈴すずがにこにこしながらじりじりと距きよ離りを縮める。

「ひよりちゃん」

「はい！　何でしょう！」

「ぎゅーってしていい？」

「どうぞ！」

　ひよりが両りよう腕うでを広げ、美み鈴すずが抱だきつく。

「うは～！　やば、ひよりちゃん可か愛わいすぎ～！」

「美み鈴すずさんこそ～！」

「えっと、自じ己こ紹しよう介かいから一分以内でなんでこんな仲良くなるの？」

　ひよりと美み鈴すずが同時に伊い織おりを向き、

「「気が合う人は秒でわかるから」」

「お、おう……」

　コミュニケーションモンスターがふたりいる……怖こわい……と心底思った。

「皆みなさん、うちの自じ慢まんの兄がいつもお世話になってます！」

「すごい、こういう場でも遠えん慮りよなく褒ほめるんだね」

　美み鈴すずの言葉にひよりはえへんと胸を張ると、

「そりゃあだって、お兄は世界一のお兄ですから！」

　どやぁ、と顔に書いてあるような表情。

「めんどくさいとこも多々ありますけどねー。多々！」

「そこは強調しなくていいだろ」

　美み鈴すずは目をぱちくりさせると、

「そっか。……素す敵てきな兄きよう妹だいだね」

　何やらしんみりしている。

「え、あれ……？　美み鈴すずさん、どうしたんですか……？」

「実はわたしにもお兄ちゃんがいたの」

「え！　あ、でも、『いた』ってことは……」

「そうなの……」

　美み鈴すずが口に手を当て、よよよ……と泣なき真ま似ねをする。あ、この子やってんな、と伊い織おりは直感した。

「実は、兄とは血がつながってなくて……」

「えぇ！」

「それどころか兄は竜りゆう族ぞくの王子ってことがわかって……」

「えぇぇ!?」

「それで十五歳になったとき、兄は『すまない、いつか迎むかえに来くる』って異界に帰っちゃったの……」

「えぇぇぇ!?」

「ちょっと怪あやしいとは思ってたんだ……。ときどきズボンから緑色のすんごい太いしっぽが出てたし、クラスメイトとケンカするときはだいたいファイアブレスで撃げき退たいしてたし、たまに空を飛んで送ってくれたし……」

「いや、小学一年生くらいのときに一回聞きましょうよ！　あと思いのほかボケが重なるからノリツッコミのタイミングが難しいんですけど！」

「あはははは！　ツッコミまで兄きよう妹だい揃そろって良い感じ！」

　美み鈴すずがけらけらと笑い、ひよりに抱だきつく。

「む～……」

　楓かえでがほんのちょっぴり頰ほおを膨ふくらませ、ひよりと美み鈴すずを見ている。

「お～？　どしたの楓かえで？　もしかしてひよりちゃんに焼きもちか～？」

　口を「ω」の形にして笑う美み鈴すずに対して、

「……違ちがう、どっちにも」

「楓かえでが可か愛わいすぎるぞ～！」

「わかりみが深い～！」

「ひゃぁん！」

　美み鈴すずとひよりが揃そろって楓かえでに抱だきついた。あまりにも花はな園ぞのな光景に顔が熱くなる。湊みなとはすでに耳を押さえて顔をそむけていた。大人ですね。

「みゃー？」

　楓かえで、美み鈴すず、ひよりの三人がじゃれあっている光景を見て、コタローが「なんか楽しそうですね？」と立ち上がって首をかしげる。

　たぶん、今この場所が世界で一番平和だ。
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「そろそろお昼か。みんな食べてく？」

　伊い織おりの呼びかけに楓かえでがぴんと背すじを伸のばす。元々綺き麗れいな姿勢なのでもはや反り返り気味だ。

「……いいの？」

　恥はずかしそうな、それでいてすがるような上うわ目め遣づかい。

（自宅で死にそう）

　天を仰あおいでいると、

「伊い織おり、帰ってきて～」

「気持ちはわかるけどねー」

　湊みなとののほほんとした声と、美み鈴すずのいたずらっぽい声に意識が引ひき戻もどされた。

「それじゃあいただこうかな。伊い織おりの家でご飯食べるの久しぶりだね～」

「わたしも楽しみ！」

　美み鈴すずが楓かえでに抱だきつきながら微ほほ笑えむ。楓かえでも流れるように美み鈴すずの頭を撫なでている。え、このふたり、もしかしてお付き合いをしてからもう長い……？

「よかった。ひよりがもう準備してくれてるはずだから、断られたらどうしようかと思った。リビングに移動するか」

「はーい！」

　美み鈴すずが元気に手を挙げ、楓かえでが「私もやったほうがいいのかな？」と様子を窺うかがうように美み鈴すずをチラ見して、そろりと控ひかえめに手を挙げる。吐と血けつしそう。

　四人でリビングに行くと、ふわりと良いい匂においが鼻び腔こうをなでた。

「あ、みなさんどうも～」

　キッチンで調理を進めるひよりが、鍋なべを見ながら声をかけてきた。

「ひよりちゃん、何を作ってるの？」

「今日は奇きをてらわず、カレーとサラダです！　どやぁ！」

　美み鈴すずが目を見開き、大げさに腕うでで額を拭ぬぐう。

「やれやれ……君が包丁を握にぎってなかったら、可か愛わいさのあまりタックルしてたとこだぜ……」

「なんと……あたしは貴重な機会を逃のがしたんですね……」

「包丁を持ってなくても普ふ通つうに危ないからな……？」

　美み鈴すずとひよりのやりとりに苦く笑しようしつつ、

「伊い織おり、何か手伝えることある？」

「いや、俺もやるし大だい丈じよう夫ぶ。のんびりしててくれ」

「オッケ～」

「楓かえで……どうしよう、男子がとっても頼たよりになる……！」

「うん……所在がない……」

　楓かえでと美み鈴すずのひそひそ声でのやりとりに和なごみつつ、ひよりと並んでキッチンに立つ。

「カレーはもうだいぶ進んでるから、お兄はサラダをお願い」

「はいよ」

　ひよりが伊い織おりの前にまな板を置き、伊い織おりはメッザルーナと呼ばれる包丁を取り出す。両手で持つ三日月型の包丁で、みじん切りがしやすい上に使うのが楽しい。母親が勢いで買ってきたときは驚おどろいたが、今やすっかり気に入っている。

「いつもの絶品特製ドレッシングも作ってあげたら？　商品にできそうなクオリティのヤツ」

「俺も初耳の情報を放り込むなよ。涼すず原はらさんがめちゃくちゃ期待しちゃってるだろ」

　ひよりの発言に目を輝かがやかせていた楓かえでがハッと目を見開き、しおしおと縮こまる。それから恨うらめしそうに伊い織おりを睨にらんできた。え、俺が悪いの？

「えーっと、五人分か……」

　きゅうりにパプリカ、トマト、玉ねぎを軽快にみじん切りにしていく。

「ゆで卵は……もうやってくれてるか」

　カレーの隣となりの鍋なべにはお湯が張ってあり、いくつもの卵が入っていた。

「カレーにもサラダにも合うしね」

「ナイス。カレーにシナモンは入れるか？」

「助かるー。あんまクセつけるのもアレかもだし、ちょっとでいいよー」

　伊い織おりはまな板に、ひよりは鍋なべに視線を落としたままテンポよくやりとりをする。どちらかの調理の工程が抜ぬけていればもうひとりがそれとなく指し摘てきして、流れるように無む駄だなく作業が進んでいく。

　そんな佐さ久く間ま兄きよう妹だいの調理風景を、楓かえでたちが雑談をするでもなくずっと見ている。じぃぃ……っと、ひたすらに。なんだかちょっと、というかかなりやりづらい。

「えっと……涼すず原はらさん？　そんなに見なくても……」

「なんか、すごいなって……」

「カレーとサラダを作ってるだけだけど？」

「ううん。手て際ぎわが良いい、と思う。あとは、その……ひよりちゃんとの連れん携けいが、すごい。阿あ吽うんの呼吸って感じ」

　楓かえでがなんだか惚ほうけた目で見ている。あー、告白したいなー、と思っていると、湊みなとが伊い織おりにだけ見えるように人差し指で×を作った。え、人の心を読んだの？

「えへへー、楓かえでさんに褒ほめられると嬉うれしいねー、お兄」

「そうだな……」

　兄きよう妹だい揃そろってしみじみしながら、素す早ばやく調理を進めた。
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　タイマーが鳴り、ひよりが「よし！」と元気よく声を上げる。

「できましたよー！　盛り付けしますねー」

「ここくらいは手伝うよ」

　湊みなとがカレーとサラダそれぞれの皿を並べ、ご飯を盛り付ける。楓かえでと美み鈴すずもそれぞれ動き始めた。コタローは自分を愛めでていた三人がいなくなったため、ソファの一番上にのぼって寝ねそべり、伊い織おりたちを優ゆう雅がに眺ながめている。

　三人が手伝ってくれている間に伊い織おりはオリーブオイル、塩、コショウを混ぜた簡易ドレッシングを作り、ひよりは半熟にした卵を皿に並べた。

「うひゃー、五人分となると壮そう観かんだなー」

　一仕事終えたひよりが、テーブルに並んだ料理を眺ながめて満足げに呟つぶやく。

「そうだな、お疲つかれひより。助かった」

「なんのなんの！」

　ひよりが伊い織おりと湊みなとのあいだに座る。楓かえではスプーンを持って臨戦態勢だ。

「みゃー」

　匂においに釣つられてやってきたコタローに、カリカリの入った皿を出す。コタローがはぐはぐと美お味いしそうに食べ始めたのを横目に、みんなそろっていただきますの挨あい拶さつをする。

　スプーンにごはん、カレーのルー、ごろごろお肉とじゃがいもを乗せて口に含ふくむ。口の中にじゅわりと広がる旨うま味み。勉強で疲つかれた身体からだに力がみなぎる。

「美お味いしい……っ」

　楓かえでが一口食べ、うっとりと目を細めた。

（涼すず原はらさん、食べるのがはや……くは、ない？　いや、速いな!?）

　楓かえでがカレーを次々と口に運ぶ。行ぎよう儀ぎは良いい。よく嚙かんで味わっている。けれどそれらの動きは極きわめてなめらかで、なおかつ他の人よりもちょっとだけ速い。結果として妙みように速く食べているように見える。古武術の心得でもあるのだろうか。

「楓かえでさん、美お味いしそうに食べますねー」

　楽しげに笑いつつ、ひよりも勢いよくカレーとサラダを口に運ぶ。

「ひよりちゃんも、つわもの……」

　楓かえでの呟つぶやきにひよりがぴたりと止まる。今わの際かな、ってくらいの目の開き方。

「か、楓かえでさん……あたしのこと、名前で……っ!?」

「あ……う、うん。前に、佐さ久く間まくんに……」

「え、お兄に!?　お兄に何されたんですか!?」

「話を変な方向に持ってくなよ……」

　楓かえでが銀の毛先を指にくるくると巻き、

「名前で呼んだら……ひよりちゃんが悶もん絶ぜつしてむせび泣くから、って……」

「あたしの情じよう緒ちよをなんだと思ってるんですか！　当たってますよ！」

「当たってるんだ……」

　楓かえでが困ったような笑えみを浮うかべる。

「ひより、楽しそうだな」

「うん、あたしもびっくりしてる」

　ひよりがスン……と大人しくなった。

「伊い織おりとひよりちゃんのジェットコースター情じよう緒ちよ、きらいじゃないよ」

「わたしは面おも白しろすぎて死にそう」

　湊みなとが仏のような笑えみを浮うかべ、美み鈴すずはお腹なかを押さえて震ふるえている。

「佐さ久く間まくんとひよりちゃん、仲良いね……羨うらやましい」

「え？　もしかして楓かえでさんにも生き別れの兄が……？」

「いないいない」

　楓かえでが手を振ふって冷静に否定する。この場のノリにだいぶ慣れてきたようだ。

「でも、ほんと仲良いよね。わたしたちってみんな一人っ子だよね？　そういう感覚がわかんないから、不思議な感じ」

「たしかに、兄きよう妹だいがいないとわかんないですよね。あたしとお兄はいっしょに昼ひる寝ねくらいはしますけど」

「ん？」

「ん？」

「ん？」

　美み鈴すず、湊みなと、楓かえでが順に首をかしげる。楓かえではスプーンを口に入れた状態だ。

「たいていコタローといっしょに昼ひる寝ねするけどな」

「ねー」

「みゃー」

　伊い織おりの言葉にひよりが答え、さらにコタローが絶ぜつ妙みようなタイミングで鳴く。

「コタローくん……知性が高い……可か愛わいい……」

　楓かえでがコタローを見つめながらカレーを口に運ぶ。「○○をオカズに白飯三杯ばいは行けるぜ！」みたいなノリだろうか。

「相変わらず仲が良いいね……ひよりちゃんが大きくなったら自然と離はなれるのかなって思ったけど」

　湊みなとの言葉に、ひよりが人差し指をあごに当てて「んー」と考え込む。

「これでも離はなれたほうだけどね？　ちょっと前までは一いつ緒しよに……あ、やっぱこれはやめとこう」

「え、ちょ、すっごい気になるんだけど!?」

　美み鈴すずが興きよう味み津しん々しんといった顔で食いつく。楓かえでがカレーを食べながら頷うなずいている。気に入ってくれて嬉うれしいです。

「えー、いや、まあ……よくある話ですよー？　小学校何年生まで一いつ緒しよにあれこれしてたとか……」

　ひよりは恥はずかしくなったのか、両手を上げ、親指と人差し指、小指を立てて、

「まあ、そういう感じですよＹｅａｈ！」

「ごほ……っ!?」

　アクティブすぎる照てれ隠かくしに楓かえでがむせた。

「わっ、ごめんなさい楓かえでさん！　照てれ隠かくしだったんです、ほんと許してください、here we go!」

「ごほっ、ちょ、なんで追い打ち……っ」

「こら、ひより」

「……ハッ！」

　ひよりがしおしおと縮こまる。

「ごめんなさい……楓かえでさんを笑わせるのが楽しくて、つい……」

「もう大だい丈じよう夫ぶだから、気にしないで」

「え、じゃあ再犯してもいいんですか!?」

「罪であることは認めるんだ……控ひかえて……」

　楓かえでのツッコミに伊い織おりたちが噴ふき出だす。

「みゃー」

「コタロー？　どうした？」

　伊い織おりの背後にあるソファにコタローがやってきて、じぃぃ……っと見つめてきた。カリカリは食べ終わっていた。どうやら遊びなさいという圧を送っているらしい。

「もう少し待っててな」

「みゃー……」

　伊い織おりの言葉にコタローはさびしげに鳴き、ちょっとだけ遠ざかり、ふたたび伊い織おりの背後に近付くと、伊い織おりとひよりが「クリームパン」と呼んでいる前足を、伊い織おりの肩かたにぽんと置いた。

「「「「な……っ」」」」

　場が騒そう然ぜんとする。ただし声を出すとコタローをびっくりさせてしまうので、あくまでリアクションだけだ。

「……っ！　……っ！」

　楓かえでが美み鈴すずの身体からだをぺちぺち叩たたきながら、身み振ぶり手て振ぶりで「見て！　見て！」と美み鈴すずに訴うつたえかけている。美み鈴すずも「見てる！　見てるよ！」と身み振ぶり手て振ぶりで伝えている。その様子を湊みなとが微ほほ笑えましそうに見つめ、ひよりはすでに倒たおれ伏ふしていた。炭酸水事件も含ふくめ、本日二件目の暗殺が完かん了りようしている。

「みゃー。みゃー？」

　コタローが伊い織おりの肩かたに置いたクリームパンでふみふみ、ふみふみ。

「ふ、ふふ……みんな落ち着けって……。コタロー、だめ、だ、ぞー……？　そんな可か愛わいくおねだりされても、俺は、俺は、なぁ……っ」

「お兄、なんかほっぺが変な痙けい攣れんしてるよ!?」

　ひよりが起き上がってツッコんだ。良いい身のこなしだ。

「兄きよう妹だいでキレキレ……」

　佐さ久く間ま兄きよう妹だいのやりとりを見た楓かえでがちっちゃく拍はく手しゆをしていた。

「いおりん」

「ん？」

「この場所、癒いやしが多すぎない？」

「違ちがいない」

「ここは極ごく楽らく浄じよう土どなの？」

「知らないうちに全員死んでたみたいなホラー展開は考えたくないな……」

「こっちもキレキレ……」

　今度は伊い織おりと美み鈴すずのやりとりに楓かえでが感心していた。

「みゃ～……」

　はやくはやくー、とさびしげにおねだりしてくるコタローを見ながら、楓かえでがひょいぱくひょいぱくとカレーを口に運ぶ。

「美お味いしいし……コタローくんは可か愛わいし……幸せ」

「それなら良かった」

　ひより、コタローと囲む食しよく卓たくも楽しいし安らぐ。

　けれど、好きな人がそばにいる食事はまた格別だった。

　この日は午後もみっちり勉強して、最後にみんなでコタローを愛めでまくって一日を終えた。

　勉強会以降も四人で勉強する機会が増え、伊い織おりと楓かえでは休み時間のちょっとした時間に教え合うようになった。雑談を挟はさむことは少ないものの、楓かえでとふたりで会話できるのは幸せでしかなかった。
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○期末テスト結果○

　第一学年二百四十人

　小お野の寺でら湊みなと十八位

　涼すず原はら楓かえで四十二位

　佐さ久く間ま伊い織おり九十四位

　鹿かの岡おか美み鈴すず百十八位

「なんてこったい……」

　担任から受け取った各教科と合計点数、そして順位が書かれた紙を見て、美み鈴すずがぷるぷると震ふるえた。

「あたし、中間テストはほんと地じ獄ごくみたいな成績だったのに……補ほ習しゆう回かい避ひどころか、こんなに順位が上がるなんて！」

「美み鈴すず、おめでとう」

「ありがとう楓かえで！　楓かえでの順位から目はそむけつつお礼を言うね！」

「それは言わなくていいと思う……」

「鹿かの岡おかさん、頑がん張ばったもんね」

「えへへ……ありがと、小お野の寺でらくん」

　美み鈴すずが頰ほおを赤らめる。美み鈴すずは湊みなとに対するときだけしおらしく振ふる舞まう。そのいじらしさは楓かえでにとっても微ほほ笑えましいらしく、美み鈴すずの表情を見て嬉うれしそうに目を細めている。

「涼すず原はらさん、すごいね」

　湊みなとの成績は以前から知っていたのでもはや驚おどろかないが、楓かえでは中間テストの成績を知らなかったので正直驚おどろいた。点数は得意科目でこそ伊い織おりがかろうじて勝ったが、あとは軒のき並なみ負けている。特に英語と世界史の点数はずば抜ぬけていて、それらの科目別順位は学年で一桁けたに入っている。

「ん……でも」

　楓かえでは伊い織おりをちらりと流し見て、

「順位、結構上がったから。佐さ久く間まくんに……古文とか現文を教えてもらったおかげ」

　だから……ありがと。

　唇くちびるを尖とがらせ、ひそやかな声で紡つむがれたお礼。

「……佐さ久く間まくん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　ああ、ちょっと意識が宇宙に飛んでただけだから大だい丈じよう夫ぶ」

「怪あやしい宗教に捕つかまらないでね……？」

　正気に戻もどってー、と言わんばかりに目の前で手を振ふられた。

「俺も、涼すず原はらさんのおかげで英語と世界史の点数が上がったよ。ありがとう」

「ん」

　楓かえでがぐっと拳こぶしを握にぎり、心持ち誇ほこらしげな顔をする。

　可か愛わいいだけだった。

（ん？）

　トークアプリにメッセージが届いた。相手は前の席の湊みなとから。

『勢いで告白したりしないように』

（バレてる！）

　前にいるのになんでそこまで心を読めるんだ……と思ったら、今度は美み鈴すずからメッセージが届いた。

『いおりんはわかりやすいからなー』

　む。

　美み鈴すずに返信する。

『美み鈴すずさんこそ』

　すぐに既き読どくがついて、

『ああん？』

　ガラの悪い返信が届いた。

「よーし、夏休みだー！　遊ぶぞー！」

　美み鈴すずが勢いよく拳こぶしを突つき上あげると、

「「「オオオ─!!」」」

「うぇっ!?」

　クラスメイトの雄おたけびに美み鈴すずが飛とび跳はねる。みんなよほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたらしい。それだけテスト期間は頑がん張ばったということなのだろう。

（夏休みか……）

　高校生活で迎むかえる、初めての夏休み。

　去年までは、湊みなとや他の男友達と何度か遊びに出かけて、それで終わっていた。それでも楽しかったけれど、今年は伊い織おり、湊みなと、楓かえで、美み鈴すずの四人で遊ぶ約束を取り付けている。

「夏休み……ふふ、夏休み……」

「伊い織おり～、その顔はもはや放送禁止だよ～」

「いおりん、楓かえでがすんごい顔で見てるから隣となり見ないほうがいいよ。心折れちゃうよ」

「え、こわっ」

　隣となりを見なくても、冷たい視線の槍やりが頰ほおにぐりぐりと刺ささった。








Interlude






　伊い織おりの家で勉強会をした日の休きゆう憩けい中のこと。

　楓かえでと美み鈴すずは、飲み物を買いに外に出ていた。

「うひゃ～……あっつい～！」

「セミの声もすごい……」

「ね～」

　手でひさしを作る美み鈴すずの仕草を真ま似ねしつつ、公園に植えられた木々を見上げる。楓かえでは自然の音が好きだ。大きい音は苦手なので雷かみなりは無理だけれど、風が強い日の木々のさざめきはなんだかワクワクする。

「美み鈴すず、積もる話って？」

　買い物に出る際、美み鈴すずが口にした言葉が気になっていた。

「あー、それね」

　信号の押しボタンを押す。スクランブル交差点なので変わるまで時間がかかるはずだ。コンビニはすぐそこだけれど、たどり着くまでに溶とけそう。

「いやね、楓かえでが四人で勉強会をするのに、あんなにあっさりオーケーするとは思わなかったんだよねー」

「あ……言われてみれば、そうかも」

　四人で勉強会をしようという美み鈴すずの提案に対し、あのときの楓かえでは自分でも驚おどろくほどあっさりと了りよう承しようした。

　なんでだろう……と自分の行動の理由を考える。

「えっと……佐さ久く間まくんはいっしょにいると楽し……あ、いや、べつに疲つかれないし……え、ちょ、なんで……っ」

　髪かみをわしゃわしゃされた。

　美み鈴すずはいたずらっぽい笑えみを浮うかべると、

「今日の格好もさ、いつもはスカート穿はいてるのに。照れちゃった？」

　美み鈴すずの指し摘てきに顔が熱くなる。

「べ、べつに……そんなことない……あれ、あるのかも……？」

「お、おう、なんか混乱させてごめんね……？」

　楓かえでが本気で首をかしげ、美み鈴すずが慌あわてて謝った。

（なんでなんだろう）

　少し前の自分なら、男女での勉強会なんて、たとえ美み鈴すずがいてもぜったいオーケーなどしなかった。

　それに、服装だって……着ていく服を選ぶとき、無意識にいつもよりも中性的なファッションを選んだ。美み鈴すずと出かけるときは、ガーリーな服を着ることが多いのに。

　行動の理由を考えると、そのたびに気持ちがむずむずする。けれど決して不快な感覚ではないのだ。それが不思議でしょうがない。

　信号が青に変わった。小学生のグループが元気に走って渡わたっていく。

「いおりんはまだ分かるけどさ。小お野の寺でらくんは大だい丈じよう夫ぶだったの？　まだほとんど話したことないでしょ？」

「え？」

　楓かえでが足を止め、二歩遅おくれて美み鈴すずも立ち止まる。

「だって……美み鈴すずが遊びたいんでしょ？　小お野の寺でらくんと」

　美み鈴すずの顔がぽひっと赤くなる。

「美み鈴すず、可か愛わいい……」

「ちょ、やめっ、わしゃわしゃするなーっ！　信号変わるから、ほら！」

　慌あわてて走りつつも撫なで続つづけた。我ながら器用だと思う。

「でも、その気持ちは嬉うれしいけど、やっぱり楓かえでに負担はかけたくないっていうか……」

　恥はずかしそうに口を尖とがらせる美み鈴すずの言葉は優やさしい。

「私も、小お野の寺でらくんのことは佐さ久く間まくんからちょこちょこ聞いてたから。小お野の寺でらくん、良いい人だよね」

「そうなんだよー！　あ、いや、違ちがう、いやっ、違ちがわないけど……っ」

　どうしよう、美み鈴すずが無限に可か愛わいい。

「でも、そっか……楓かえでがそうやって男子との不ふ可か侵しん領りよう域いきを少しずつ縮めてるのは嬉うれしいなー」

「表現が物々しすぎない……？」

　コンビニに入る。強すぎるくらいの冷れい房ぼうで肌はだがびっくりした。

　美み鈴すずは「は～、涼すずし～！」と呟つぶやくと、

「楓かえでの男子との距きよ離り、まだまだすごいからね？　『絶ぜつ対たい零れい度どの不ふ可か侵しん領りよう域いき』って感じ」

「私、そんな厨ちゆう二に全開な能力使ってない……」

　笑い合いながら女性誌をふたりで眺ながめ、「目的を忘れてたー！」とはしゃぐ。

（そうか、私って……）

　今、楓かえでが家族以外の男性と話すのは、伊い織おりが九十五％、湊みなとが二パーセント、他（先生や他の男子と事務的な話をする）三パーセントといったところ。

（佐さ久く間まくんとかなり喋しやべってる……）

　冷れい房ぼうが効いているのに顔が熱くなってくる。

「それにしても、楓かえでといおりんはすっかり仲良しだね～」

　美み鈴すずの何気ない言葉が追い打ちになり、

「え、ちょ、どうしたの!?　顔真っ赤だよ!?」

　思いきり心配されてしまった。

「はい、美み鈴すずの飲み物」

「ねえ楓かえで？　なんでわたしだけあったかいお味み噌そ汁しるなの？」

　ぷいと顔をそむける。

「大だい丈じよう夫ぶ……塩分は取れるから……っ」

「笑いながら言うなーっ！」

　親友とのひそひそ声のやりとり。うーん、楽しい。
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　飲み物を買って伊い織おりの部屋に戻もどろうとすると、

「～～の涼すず原はらさん、～～～が八割増しだ」

「……っ？」

　自分の名前が聞こえて、楓かえではドアの前で立ち止まった。美み鈴すずも聞こえていたようで、ドアに耳を当てて不敵に笑う。また古典的な……。

「（美み鈴すず、なんて言ってるかわかる？）」

「（うーん、いまいち……あ、しーっ！）」

「あーー、涼すず原はらさんのこと名前で呼びたい！」

「っ」

　伊い織おりの唐とう突とつな声に小さく飛とび跳はねた。危ない。バレるところだった。

「伊い織おり、声大きいって。情じよう緒ちよは大だい丈じよう夫ぶ？　ハーブ系のサプリ飲む？」

「ガチのアドバイスはやめてくれ、余計恥はずかしいから」

　動どう揺ようした直後にいつものやりとりを聞いて、あやうく噴ふき出だしそうになった。

「あ～～～……名前で呼んで、俺も名前で呼ばれたい……」

「願望がだだ漏もれだね……まあ、ゆっくり行こうよ」

「そうだな、焦あせらず急がず……人の一生は重荷を負うて遠き道を行くがごとし……」

「とつぜんの徳とく川がわ家いえ康やす～」

　美み鈴すずも口を手で押さえている。

　伊い織おりと湊みなとの話題が別のものに変わったのでホッと息をつく。

「（……だそうですよ、楓かえでさん？）」

「（……そんなこと言われても……）」

　実際、どんな反応をしたらいいのか……もっと言えば、どんな気持ちになったらいいのかもわからない。

　名前で呼んで？

　自分も名前で呼ばれる？

　ちょっとイメージしてみた。

（え、あれ、なんか、すっごい恥はずかしい……っ）

　顔がぽっぽぽっぽと熱くなる。

「（ちょ、やめんかー！）」

　気が付くと美み鈴すずのお団子を無心に撫なでまわし、水すい晶しようを使った占うらない師しのような動きをしていた。

　こほんと咳せき払ばらいして、ノックをする。

「は、はいっ！」

　話題は変わったはずなのに伊い織おりの声は上ずっている。

　可か愛わいいなぁ……と笑いながら、ふと思う。

　男子を名前で呼んだことなんて、今までなかったな……。
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　高校生活初めての夏休みを迎むかえて数すう日じつ目めのこと。

　伊い織おりはひとりで炎えん天てん下かの街を歩いていた。

「あっっっつい……なんなんだこの暑さは……」

　誰だれに聞こえるでもない独り言を呟つぶやくくらいには気温が高い。梅つ雨ゆが明けてからは気温が一気に上がり、現在気温は三十℃。今はまだ午前中で、気温のピークの時間帯はもう三～四℃上がるらしい。正しよう気きの沙さ汰たではない。拭ぬぐっても拭ぬぐっても汗あせが吹ふき出だし、自じ販はん機きやコンビニの清せい涼りよう飲いん料りよう水すいがいつも以上に目に入る。

（夏休みをもっと楽しみたいんだけど……）

　どうしたものか……と、今にも蜃しん気き楼ろうが見えそうな熱気の中で伊い織おりはため息をついた。

──夏休みを迎むかえた直後、伊い織おりはひとつの事実に気付いた。

　涼すず原はらさんと会えないのが、マジでキツい……っ！

　楓かえでとはちょこちょこと連れん絡らくをとっているものの、数回のラリーで終わってしまう。楓かえではメッセージで長時間やりとりするのを好まない、と美み鈴すずから聞いていたのだが、それでもさびしいものはさびしい。

　一学期中は学校に行けば毎日会えて、ぽつぽつと会話ができた。そのわずかな時間の積み重ねがどれほど大切だったのか、夏休みに入って強く強く実感した。

　四人で遊びに行く約束はしたものの、それも現在トークアプリのグループで候補を上げている最中。まだ具体的な日程は決まりそうにない。

　そんなさびしさと晴はれ渡わたる空が相まって、急きゆう遽きよ外出したところだった。良い天気の日に家にいるとなんだか罪悪感を覚えてしまうのだ。

　晴れてるから出かける、とひよりに伝えると、

「お兄はお天気の奴ど隷れいだねいひゃいいひゃいいひゃい！」

　にっこり笑って罵ば倒とうしてきたので、ほっぺたを優やさしくつねった。そしてひよりの目の前でコタローを独ひとり占じめするという暴挙に及およんだ。ころころ甘えるコタローも「ぐぬぬぬ……」と古典的なリアクションをする妹も可か愛わいかった。

　ドアを開けた店から強きよう烈れつな冷れい房ぼうが流れ出している。伊い織おりは数秒だけ立ち止まり、文明の利器のありがたみを享きよう受じゆした。

（今日は湊みなとは空いてないって言ってたし、他の人をいきなり誘さそうのはなぁ……）

　クラスメイトとも遊んではいるが、気安さでいえば湊みなとがやはりずば抜ぬけている。しかし湊みなとは出かける予定ありとのことだった。そういう日もある。

「どっか適当なカフェにでも……お？」

　いつもは通らない道に入ると、Ｔ字路の突つき当あたりにいかにも歴史を感じさせる喫きつ茶さ店てんを見かけた。古めかしい入口に『イースト』と書かれている。いわゆる純じゆん喫きつ茶さというものだろう。大正時代の衣い装しようを身に纏まとったメイドさんが出てきそうな、そんな雰ふん囲い気き。

（これはちょうど良いいな）

　陽ひ射ざしはますます苛か烈れつになり、屈くつ強きような獣けものでも放っておけば命が絶えそうだ。少し涼すずもうと若じやつ干かんふらふらしながら店に近付くと、

「……ん？」

　純じゆん喫きつ茶さの立て看板のところで誰だれかがしゃがみこんでいる。具合が悪いのだろうか。いや、違ちがう。看板に隠かくれて何かを見ているようだ。
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「……んん？　もしかして涼すず原はらさんか……？」

　しゃがんでいるのは楓かえでだった。この炎えん天てん下かでも楓かえでのまとう空気は涼すずやかなままだ。まるで小川に足をつけて水遊びをしているようにさえ見える。まずい、本当に小川で遊んでいるように見えてきた。これは熱さ故ゆえの幻げん覚かくか。

（こっちに気付か……ないな）

　伊い織おりが真横から近付いても楓かえでの視線は前方に縫ぬい付つけられている。楓かえではキャップを目ま深ぶかにかぶって片足を立てて構えていた。Ｔシャツとデニムのショートパンツ、そしてスニーカーという活発な印象を与あたえる姿。ショートパンツから覗のぞく脚あしは同じ人間なのかと疑うほどなめらかで白い。ここはオアシスなんだろうか。落ち着け俺。

「えっと……涼すず原はらさん？」

「ぅひゃぅわっ」

　愉ゆ快かいな悲鳴とともに楓かえでがぴーんと気をつけをして、それから慌あわててしゃがみこんだ。

「（しーっ、しー……っ！）」

　楓かえでは人差し指を立てて口に当て、尋じん常じようでない速度で手招きをしてくる。手招きしているのかあっち行けと言われているのかわからなくなりそうだ。

「えっと……失礼します？」

　純じゆん喫きつ茶さの立て看板が大きかったので、とりあえず楓かえでの後ろに隠かくれる形でしゃがみこむ。灼しやく熱ねつの街中で何をやってるんだろうか自分は。

「涼すず原はらさん？　ほんとに何してるの？」

「（あそこ。見て）」

　間近でのひそひそ声は、非常にクるものがある。目の前の美しさと暑さで朦もう朧ろうとしながらこっそり前を見ると、

「あれは……湊みなとに、美み鈴すずさん……!?」

　前方の建物の日ひ陰かげで湊みなとと美み鈴すずが楽しげに喋しやべっていた。湊みなとのスマホの画面を美み鈴すずが覗のぞき込こみ、あれこれと話している。会話内容はわからないが、おそらく次に行く場所を話し合っているのだろう。ふたりはこの暑さをものともせず楽しんでいるようだ。

「美み鈴すずに『今日は出かけるから』って言われて……。それでひとりで出かけたら、美み鈴すずと小お野の寺でらくんを見つけて……もう、びっくりびっくり」

　楓かえでの口調がちょっとおかしい。ふたりのデート（と思われる）に興奮しているのか、ふんすふんすと鼻息を荒あららげている。数日ぶりに会ったところでのこの可か愛わいさはちょっと衝しよう撃げきが大きすぎる。

「あ、ふたりが行っちゃう……」

「俺もついて行っていい？」

「へ？」

　楓かえでが立ち上がったところで、つい反射的に聞いてしまった。デート（と思われる）をする友人たちの尾び行こう。問題しかない行こう為いではあるが、今はとにかく楓かえでと話したかった。

　楓かえでは目をぱちくりさせ、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、

「いいけど……足手まといになるなら置いてくから」

　上うわ目め遣づかいで心持ちドヤ顔……という絶ぜつ妙みような表情を浮うかべた。

「涼すず原はらさん、もしかしなくてもテンション上がってるよね？」

「…………」

「ちょっと待って、その辺のものを投げようとしないで！　投げるのはバスケボールまでにして……！」

　手をわきわきさせて辺りに視線を巡めぐらせる楓かえでにビビり、両手を突つき出だしながらじりじり後退するという、通報されかねない奇き妙みような動きをしてしまった。
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　伊い織おりと楓かえでは自じ販はん機きで麦茶を買い、本格的に尾び行こうをすることになった。友人を追っているとはいえ、楓かえでとふたりで話せるチャンスが摑つかめるなんて天てんの恵めぐみとしか思えない。

　炎えん天てん下かで追い続けたら本当に倒たおれるかも……と心配していたが、幸いにも湊みなとと美み鈴すずはショッピングモールに足を運んだ。夏休みを迎むかえた学生でにぎわっているので、これならどさくさに紛まぎれて尾び行こうしやすいだろう。

「あ、湊みなとと美み鈴すずさん、本屋に行ったな」

「買いたい本があったからちょうどいいかも……」

「涼すず原はらさん？　尾び行こう中だよね？」

　楓かえでが帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、少し恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいをして、

「……そうですけど、何か？」

　殺す気かな？　と本気で思った。涼すずしくなって余よ裕ゆうが出た分、テンションの上がっている楓かえでの魅力をダイレクトに食らってしまう。いや、嬉うれしいんだけども。

　湊みなとと美み鈴すずの後を追って書店に入る。

　ふたりはマンガのコーナーに入った。迂う闊かつに近くまで迫せまろうものなら鉢はち合あわせしかねないので、少し離はなれた文芸書のコーナーで様子を窺うかがう。

「がっつりデートしてるなぁ……あれ？　涼すず原はらさん？」

　楓かえでは新刊コーナーで目をキラキラさせていた。伊い織おりの呼びかけにハッとする。

「べつに無理して尾び行こうしなくていいんだし、今のうちに買ったら？」

「そ、そんな気を遣つかってくれなくていいから……」

「本を胸に抱だきしめて言うセリフじゃないと思うんだけど」

　その本になりたい、と一いつ瞬しゆんだけ本気で思った。

（湊みなとと美み鈴すずさん……めちゃくちゃ楽しそうだな）

　ふたりとも大声ではしゃいでいる訳ではないが、何というか……『ふたりの空間』というものがすっかり出来上がっている。美み鈴すずはわかりやすく頰ほおを赤らめ、湊みなとも楽しげに笑っている。湊みなとのあんな表情は初めて見た。伊い織おりと話すときも楽しげではあるが、それとはまた別の種類の笑えみ。

　あれが男女もすなるデートというふものか……と土佐日記の冒ぼう頭とうのような感かん慨がいに耽ふけっていると、

「買ってきた……ありがと」

　楓かえでがそろりと戻もどってきて、文芸書の入った紙かみ袋ぶくろで口元を隠かくし、ひっそりとお礼を言った。

「ん、それなら良かった」

「この作家さんの新作、ずっと待ってたから……楽しみ」

　楓かえでが紙かみ袋ぶくろを抱だきしめ、柔やわらかに目を細める。

　今、自分たちは周りからどう見えているのだろうか。

　少しでも、ほんの少しでも、湊みなとと美み鈴すずが作っている『ふたりの空間』のようなものが見えていたら、たまらなく嬉うれしい。
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「今度はゲーセンに入ったな。涼すず原はらさん、行こうか……涼すず原はらさん？」

　引き続き湊みなとと美み鈴すずの後を追おうとすると、楓かえでが足を止めていることに気付く。その顔は心なしか青い。

「涼すず原はらさん、大だい丈じよう夫ぶ？　結構歩いたもんな」

「つ、疲れてはないから。ありがとう……でも、その……」

　気まずそうに唇くちびるを引き結び、

「ああいう……大きい音、苦手だから」

　楓かえでの言葉にハッとする。

「そうだよな、ごめん。ちょっと休もうか」

　伊い織おりの即そく答とうに楓かえでが目をぱちくりさせる。

「え、い、いいの……？　佐さ久く間まくんだけ行っても……パパラッチ本領発揮って感じで……」

「流れるように俺をイジれるならまだ大だい丈じよう夫ぶだな、良かった」

　困ったように笑いつつ、休める場所を探す。

「あの通路のベンチならゲーセンも見えるからいいんじゃない？　行こう」

「う、うん」

　ベンチはふたり用だった。自然と距きよ離りが縮まるが、今は緊きん張ちようよりも楓かえでに対する心配が先立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん……ここなら、ほとんど聞こえないから」

　それなりに距きよ離りが開いたことで、ゲームセンターの音は遠えん雷らいほどの大きさでしか聞こえない。楓かえでの顔色も良くなっていてほっとした。

「ごめんね……ありがとう」

「気にしなくていいから」

　しおしおと縮こまる仕草に庇ひ護ご欲よくが湧わく。

「雷かみなりもそうだったもんな」

「……うん」

　両手の指を絡からめ、申し訳なさそうにひざをすり合わせる。

「ゲームセンターもそうだし……たまに、パチンコ店の入口が開いてるところもあるでしょ？」

「あー、あるなーたしかに」

　広大な敷しき地ちの店ならば問題ないが、都内にある小さな店だと、路上を歩いているだけであの喧けん騒そうが聞こえてくることがある。

「ああいうのを一いつ瞬しゆん聞いただけでも、結構びくってなっちゃって……疲つかれちゃうから」

「それはしょうがない」

「でも、興味はあるから……ちょっともったいない気もして」

　楓かえでの視線はちらちらとゲームセンターに向けられている。

「無理はしてほしくないけど……あ、そうだ。それならこのあいだのノイキャンのイヤホン、また使ってみる？　今度持ってくるから」

　家には他のイヤホンもある。ちょっとのあいだ貸すくらいであればなんでもないから……というつもりで言ったのだが。

「え、いいの？　あ、でも……それだと佐さ久く間まくんと話せないし……」

「え」

「佐さ久く間まくん？　どうしたの？」

「あー、いや、なんでもない。大だい丈じよう夫ぶ」

　口を右手でがっしり覆おおい、顔をそむけていた。

　顔が熱い。

　自分の言葉が足りていないのはわかっていたとはいえ、楓かえではごく普ふ通つうに、自分とゲーセンに行くという前提で話してくれている。それをごく当たり前だと思ってくれている。それが、走り出したくなるほどに嬉うれしい。

「佐さ久く間まくん？　大だい丈じよう夫ぶ……？」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

「ひよりちゃんとコタローくんのことが好きすぎて、頭がアレになった？」

「涼すず原はらさんは人を罵ば倒とうするノルマでもあるの？　一日五回とか」

　苦く笑しようしていると、楓かえでの小ぶりのポーチから猫ねこのストラップが覗のぞいていることに気付く。

「あ、そのストラップ……学校のカバン以外でもつけてるんだ」

「うん。……どこにでもついてきてもらってるの」

　楓かえでが愛おしげに目を細め、猫ねこの身体からだをふにふに、ふにふに。

（猫ねこになりたい）

　真しん剣けんに残念な願望を滲にじませていると、

「猫ねこちゃん……触さわりたいの？」

「へ!?　あ、いや、べつにそういう訳じゃ……」

　突とつ然ぜん話を振ふられるわ、猫ねこちゃんという愛らしい呼び方を隠かくしていないわで大混乱に陥おちいる。

　伊い織おりの返答に、楓かえでがしゅんと眉まゆをひそめた。

「そっか……」

「あ、さわります。お願いですからさわらせてください」

　ものすごくいかがわしい言い方になってしまった。周りに人がいなくて本当に良かった。

「……ん。どうぞ、おさわりになってください……？」

　楓かえでも伊い織おりに合わせて妙みような返事をしてしまい、ふたり揃そろってぷっと噴ふき出だす。

　猫ねこのストラップをつまんだ。ふにふに。ふにふに。

「可か愛わいいでしょ？」

「うん。これは和なごむ……」

「……ん」

　言葉こそ少ないが、表情の薄うすい顔からにじみ出るドヤ感。先ほどから楓かえでの魅み力りよくが暴風雨のごとく吹ふき荒あれている。伊い織おりは建物なら土台しか残らないほどのダメージを受けていた。

「ちょっと大変なことがあっても、この子を撫なでると落ち着くの」

　伊い織おりが猫ねこの胴どう体たいを触さわっている中、楓かえでが人差し指で頭を撫なでた。

（え、ちょ……っ!?）

　実際の猫ねこならまだしも、小さな猫ねこのストラップでそんなことをすれば互たがいの指が触ふれてしまう。肌はだと肌はだがかろうじて触ふれる程度ではあるが、それでも楓かえでの体温を感じてしまう。

「佐さ久く間まくん？　どうしたの？」

「あーいや、涼すず原はらさんがかわい……なんでもない」

「え？」

「……あ！　湊みなとと美み鈴すずさんが出てきた。行こう」

「？　うん……」

　楓かえでが首をかしげながら立ち上がる。危ない危ない。羞しゆう恥ち心しんが一周回って本音がダダ洩もれしかけた。

　伊い織おりと楓かえでが旅行会社の立て看板の後ろに隠かくれ、湊みなとと美み鈴すずの様子を窺うかがう。

　美み鈴すずは小さなクマのぬいぐるみを嬉うれしそうに持っていた。湊みなとが入手したのだろうか。

　遠目で見ていると、美み鈴すずが笑いながら湊みなとの肩かたにぽんと触ふれた。湊みなとも気にした様子はない。あのやりとりが、ふたりのあいだでごく自然になっているのだろう。

「湊みなとと美み鈴すずさんは……あ、ファミレスに入ったな。俺たちも──」

　くー。

　くっ、くっきゅるっくー。

　動物の愉ゆ快かいな鳴き声みたいな音がした。早朝に聞こえそう。

「……涼すず原はらさん？」

　楓かえでがお腹なかを押さえ、顔どころか耳まで真っ赤にしている。

「……俺たちも入ろうか」

「や、やめて、その生温かい笑えみはやめて……っ」

　笑いながら歩き出すと、背中をぽすぽすと叩たたかれた。

　起きた事態に脳が追い付かないまま、そろりと振ふり返かえる。

　楓かえでが左のほっぺたを膨ふくらませていた。

「……佐さ久く間まくんのいじわる」

「ぐぁっ」

「えっ、佐さ久く間まくん!?」

　四方八方から槍やりで突つき刺さされたかのような衝しよう撃げきを受けた。

「なんでもない……行こう、俺たちもあの場所へ……」

「ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶそうじゃないし……なんでかっこつけてるの……」

　楓かえでが困ったように笑う。

　どうやら彼女は、無意識系小こ悪あく魔まらしい。
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　モール内のファミレスは全国チェーンで、伊い織おりも馴な染じみのある店だった。ランチのピークを過ぎたのか比較的空いていたので、湊みなとと美み鈴すずの様子が窺うかがえて、なおかつふたりがドリンクを取りに行くときに鉢はち合あわせない席を選んだ。

「ご飯……」

　楓かえではメニューを一心に見つめている。楓かえでは意識していないようだが、伊い織おりとしては初めてのふたりご飯。席に着いたときから手て汗あせが止まらず、何度もジーンズで拭ぬぐう。

「俺はカルボナーラと、ほうれん草のソテーと……。ペペロンチーノも捨てがたいけど、今はやめとくか……。涼すず原はらさんは何が好き？」

「ん……パスタもピザもパンも好きだし、サイドメニューも……美お味いしそうなのが多くて、とっても困る……」

「流石さすがだなぁ……」

「チョリソーも美お味いしそうだけど……あ、でも辛いんだ。しばらくむせそう……」

「辛いのは苦手？」

「うん、ぜんぜんだめ……」

「俺もあんま得意じゃないんだよな。仲間仲間」

　軽い調子で言ってみると、

「ん、仲間」

　楓かえでがふにっと目を細める。

（生きてて良かった）

　今ならゴスペルに参加して全力で神への感謝を歌えそうだ。神に「このにわかめが！」と怒おこられそうだけども。

　メニューを注文してひと息つく。こちらから見えるのは美み鈴すずの顔だけだが、相変わらず楽しそうだ。

「それにしても、湊みなとと美み鈴すずさんがデートとは……」

「佐さ久く間まくんからしたら、意外？」

「ん？　いや、遅おそかれ早はやかれこうなるだろうなっては思ってたけど」

「あ……気付いてたんだ」

「そういう涼すず原はらさんこそ」

　くすくすと笑い合う。

「美み鈴すずは可か愛わいいから……小お野の寺でらくんが惹ひかれるのも当然かなって」

　楓かえでがふんすと鼻を鳴らす。親友のことを心から自じ慢まんに思う表情。

「うん、それはよく知ってる」

「む」

　楓かえでが何やら唇くちびるを尖とがらせた。え、どういう感情？

「まあ、それを言ったらうちの湊みなとも負けてませんよ」

「ほう……？」

　伊い織おりの戯たわむれに楓かえでが応じてくれた。もしかしなくても、楓かえでは普ふ段だん見せないだけで案外ノリが良いいのかもしれない。

「湊みなとは頭が良くて気が利きくし、ダメなことはダメってはっきり言うから……同じ男から見ても魅み力りよくがあるなって思う」

「それなら、美み鈴すずだって……いつも私のことちゃんと見ててくれるし、それに誰だれとでも仲良くなれるし……」

　プレゼンの応おう酬しゆう。しかもどちらも自分の友人を褒ほめるという不思議な状じよう況きようだ。

「湊みなとは面めん倒どう見みも良いいからなー。小学生のときはひよりの面めん倒どうもよく見てくれたし」

　てっきり、楓かえでも美み鈴すずの魅み力りよくをさらにアピールするのかと思ったが、

「それなら……佐さ久く間まくんもじゃない？」

「へ？」

　楓かえでがお冷のグラスをそっと撫なで、穏おだやかに目を細める。

「佐さ久く間まくんも……面めん倒どう見み、良いいと思う。お節せつ介かいなくらい？」

「そりゃまあ、やりすぎなときはあると思うけど……」

　いたずらっぽい笑えみに射い抜ぬかれて動どう揺ようする。最近自分の心臓はブラック労働を課せられている気がする。ごめんなさい。

「でも……それで私は助けられたから」

　楓かえでがふいと顔をそむける。壁かべを見つめながらお冷のグラスを摑つかもうとして、手が宙を泳ぐ。可か愛わいすぎか。

　美み鈴すず、湊みなと、そして自分が褒ほめられた。

　それなら、あとは……。

　伊い織おりはこほんと咳せき払ばらいをする。

「それを言うなら、涼すず原はらさんだって魅み力りよく的てきだと思う」

「……え？」

　楓かえでがきょとんとする。伊い織おりの言葉の意味を心底理解していないとでも言いたげな、そんな表情。

「まず、髪かみと目の色がすごく綺き麗れいだと思う……っていうのは、前も言ったか」

「ん」

　楓かえでがおちょぼ口になった。とつぜんの誉ほめ言こと葉ばに慌あわてているのだろう。

──楓かえでさんのこと、あたしに言うときみたいに自然に褒ほめてみたら？

　少し前にひよりから言われたことだった。「楓かえでさんのことが好きならもっとはっきりと褒ほめろやー！」とコタローのお腹なかを顔に押しつけられながらお𠮟しかりを受けたのだ。タメになるし和なごむという一挙両得な経験だった。

「そ、そう思ってくれるのは……嬉うれしいけど……」

　ふよふよと視線を泳がせ、銀の髪かみの毛け先さきを指にくるくると巻く。

　しかしここまでは準備運動に過ぎない。見た目については、以前楓かえでが写しや真しん投とう稿こうＳＮＳを見ていたときにも褒ほめたことがあった。ここからが本番だ。

「あ、もちろんそれだけじゃないから」

「え」

　身体からだが熱くなる。こうやって直接褒ほめる機会など次はいつ訪おとずれるか分からない。女め神がみの前まえ髪がみを摑つかまなければ。

「さっき美み鈴すずさんのことを褒ほめてたけど、そうやって友達を大事にしたり、おばあちゃんのストラップをずっと持ってたり……近しい人にしっかり愛情を示せるところがすごく魅み力りよく的てきだなって思う」

　すらすらと口をつく。これを伝えることでどうこうなりたい訳じゃない。いや、それなりに下心はあるが。それでも伝えた魅み力りよくは本音も本音だ。楓かえでが美み鈴すずや祖母を大事にしているところを見ると心が温かくなるのだ。

「そ、そっ、か……」

　楓かえでの頰ほおがほわほわと赤らむ。目を泳がせてはちらりと伊い織おりを見やり、またふわふわと泳がせる。この照れ顔を見るためなら何百でも誉ほめ言こと葉ばを考えられるだろう。

「あ、あり、がとう……。そんな風に言ってもらえること、ないから……その……う、嬉うれしい」

　両手でグラスを持ち、上うわ目め遣づかいでたどたどしく礼を告げる。

（これは……今ならいけるんじゃないか!?）

　愛らしい仕草に悶もだえつつも、これはチャンスだ、と閃ひらめいた。

　ためらうひまはない。

「まあ、うん、俺はそれだけ楓かえでさんが魅み力りよく的てきだと思ってるから」

「え？」

「ん」

「あ……」

「か、カエデ・スズハラさん……」

「なんで急に片言……？」

　いけると思ったがぜんぜん無理だった。

（でも、今の反応はなんだ……？）

　最初の反応は、単純な戸と惑まどい。

　けれどその次の、

──あ……。

　これは何かに納なつ得とくしたような反応だった。

　はて、と首をかしげつつ、褒ほめるのはスムーズにできたのに、なんで名前呼びまでいけないんだ……！　と自分の不ふ甲が斐いなさに悶もん絶ぜつする。

「お待たせいたしました」

　ふんわりした空気を、料理を運んできた店員がかき消してくれた。良かった……と心の底から安あん堵どのため息をついた。
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　食事中の楓かえでとの会話は少なかった。お互たがいお腹なかが空いていたこともあるが、伊い織おりは会話の少なさが特に気にならなかった。楓かえでが行ぎよう儀ぎ良くも美お味いしそうに食べるさまは、見ているだけで楽しい。

　勉強会のときも美お味いしそうに食べていたが、あのときと違ちがって今は目の前でいくらでも眺ながめていられる。

　途と中ちゆうで楓かえでに、

「……見すぎだから」

　と恥はずかしげに言われて謝りはしたものの、楓かえでは機き嫌げんを損なうでもなく食事を楽しんでいた。

「「ごちそうさまでした」」

　挨あい拶さつをして食器を下げてもらう。

「佐さ久く間まくん、その……」

　デザートを頼たのもうかとメニューを開いていた伊い織おりに、楓かえでがそろりと声をかける。

「ん？　どうしたの？」

「美み鈴すずと小お野の寺でらくんの尾び行こうだけど……私ひとりだったら、こんな風にならなかったと思う」

　所在なげにナプキンを触さわりつつ、自分の気持ちを丁てい寧ねいに紡つむぐ。

「佐さ久く間まくんといるから、こんなに楽しいんだと思う。その……ありがとう」

「……どういたしまして」

　声が裏返らないのが奇き跡せきだった。礼を言いたいのはこっちだというのに。

「あ。ふたりとも出るみたい」

　楓かえでの言葉で余よ韻いんが吹ふき飛とぶ。湊みなとと美み鈴すずがお会計をした直後、バレないようにレジに向かう。

「佐さ久く間まくん、お会計お願いできる？　もう送金したから」

「え？　はやっ！」

　トークアプリの送金機能で、いつの間にか楓かえでのお会計が一円単位まで正確に送金されていた。楓かえでは帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直し、「見張っておくから」と店を出ていく。いつもより饒じよう舌ぜつになっているし、行動もやたらと素す早ばやい。さては相当楽しんでるな？

　会計を終えて店を出ると、楓かえでが通路の先を指差しながら手招きをした。

「（こっち）」

　なぜに口パク……と苦く笑しようしながら、尾び行こうを再開した。
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『俺はそれだけ楓かえでさんが魅み力りよく的てきだと思ってるから』

　伊い織おりに名前で呼ばれたとき、その自然さに一いつ瞬しゆん気付くのが遅おくれた。続いて以前の勉強会のときのことを思いだし、思わず「あ……」と呆ほうけた声を漏もらしてしまった。伊い織おりからすれば訳がわからないだろう。

　勉強会のとき、伊い織おりが楓かえでのことを名前で呼びたいし、名前で呼ばれたいと言っていた。

　あのときは正直、戸と惑まどうばかりだった。

　けれど、いざ本当に名前で呼ばれると、自分でも驚おどろくほど胸が心ここ地ちよく高鳴った。それに、違い和わ感かんというものがまるでなかった。出会った頃ころから名前で呼ばれていたのかと思うほどに。

（名前呼び……か）

　伊い織おりが次にいつ呼んでくるのかはわからないけれど。

　なんとなく、本当になんとなく、そのときが楽しみに思えた。




　尾び行こうは続く。美み鈴すずと湊みなとはアパレルショップに入っていった。湊みなとが若じやつ干かんためらい、美み鈴すずが袖そでをくいくいと引っ張る。可か愛わいいなぁ、と友達ながら改めて思う。伊い織おりは湊みなとが躊ちゆう躇ちよするのを見て「気持ちはめちゃくちゃ分かる」と頷うなずいていた。

　店は広々としていて、なおかつ視界を遮さえぎる衣服が多い。これはちょうどいいということで、美み鈴すずと湊みなとの様子をぎりぎりまで近付いて見守る。

（美み鈴すず……）

　親友が湊みなとに対して見せる表情は、今まで楓かえでが見たことのないものだった。楽しそうなだけでなく、どこか羞はじらいの混じった、胸がむずむずするほど愛おしくて素す敵てきな表情。

　湊みなとに向ける笑え顔がおも可か愛わいいけれど、湊みなとの横顔を見ているときの少し切なさが混じった表情に至っては、もう、見ただけで走り出したくなる。

──人って、恋こいをすると、あんな表情になるんだ……。

　初めて見る親友の表情は、楓かえでに大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　恋こいをする少女の顔なら、小説でも、映画でも、マンガでもたくさん見てきた。

　けれど、一番身近な親友が見せる表情は別格だ。楓かえでの心の奥深くを柔らかく揺らすような、そんな心ここ地ちのよい表情。

（私も……あんな表情をするときが来るの？）

　そんな疑問が浮うかび、ふと顔を上げる。

「うわ、湊みなとと美み鈴すずさん、あんな近くに……」

　美み鈴すずと湊みなとの急接近にテンションが上がる伊い織おりの横顔が、思った以上に近かった。

（あ、あれ？　そういえば私、今日……）

　伊い織おりと出くわしてからのやりとりを思い出す。

　美み鈴すずと湊みなとを尾び行こうすることに舞まい上あがってしまい、伊い織おりに何度か触ふれていなかったか？　そういえば伊い織おりが何度か慌あわてふためいているときがなかったか？

（わー、わー、わー！）

　顔が一気に熱くなる。

　いてもたってもいられなくなり、思わず走り出した。

「ちょ、涼すず原はらさん!?」

　手首を摑つかまれて心臓が跳はねる。意外とごつい。いや、そうじゃなくて。

「ナンデモナイナンデモナイカラ」

「なんで片言なの!?　騒さわいだらふたりにバレるって……！」

　ひそひそ声でやりとりをしていると、

「おふたりさん、おふたりさん」

「とっくにバレてるからね～？」

「「え」」

　楓かえでと伊い織おりが勢いよく振ふり向むく。

　美み鈴すずが照れ混じりのいたずらっぽい顔を、そして湊みなとが温かく見守るお兄さんみたいな顔をして立っていた。

「えっと、その、美み鈴すず、これは、その……」

「も～～～～～楓かえでは可か愛わいいなー！」

「ひゃっ、あっ、ちょ、美み鈴すず……っ」

　慌あわてふためく楓かえでに美み鈴すずが抱だきつき、

「おう姉ちゃん、今日も可か愛わいいやないかうりうりー」

「ひゃぁんっ!?　美み鈴すずっ、くすぐりながら言うのっ、やめ……っ、やぁん……っ」

「はーい鹿かの岡おかさん、そろそろ落ち着こうね～」

　湊みなとが美み鈴すずの顔の前でひらひらと手を振ふった。

「ぶー。小お野の寺でらくん、止めるの早くないー？」

「店の人が笑え顔がおで見てるうちにやめたほうが良いいと思うよ？」

「う……そ、そっか……ごめんね？」

「気にしないでいいよ」

　ぽん、と。

　何の気なしに、湊みなとが美み鈴すずの頭に手を乗せる。

「ほわ……っ」

　美み鈴すずがうつむいたまま小さく唸うなった。楓かえでも目を見開く。

　そして伊い織おりは、何やら湊みなとをガン見していた。同じ人間なのかと疑っているくらいの眼まな差ざし。

「とりあえず、向かいのカフェにでも移動しようか～」

「カフェで俺たちを裁くのか……？」

「そんなポップな裁判は無いと思うけど……」

　伊い織おりの言葉に湊みなとが苦く笑しようしながら、なおも美み鈴すずの頭をぽんぽんと撫なでる。美み鈴すずはそのたびに「ひゃっ」「ひゃぅっ」と可か愛わいらしい声を漏もらしている。

「小お野の寺でらくん。そろそろ美み鈴すずを解放して……色々と限界っぽいから」

「あっ。ご、ごめん鹿かの岡おかさん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん、らいょうぶ（大だい丈じよう夫ぶ）……」

「美み鈴すずが酔よっぱらってる……」

　目をぐるぐるさせている親友を抱だきしめた。

「ちょっとテンションが上がってたよ……やらかしたなぁ」

「湊みなとってテンション上がってるときが分かりづらいよな。カモシカの雌し雄ゆうくらい分かりづらい」

「特とく徴ちようを押さえてないと絶対わかんないじゃんそれ……」

　伊い織おりと湊みなとが小声でやりとりする中、いまだに目をぐるぐる回している美み鈴すずを楓かえでが運ぶ。モールを行きかう人々は、その光景を不思議そうに見ていた。
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「さて、断罪しようと思いま～す」

「「ごめんなさい」」

「冗じよう談だんだって～」

　カフェで注文を終えるなり湊みなとが告げた言葉に、伊い織おりと楓かえでが揃そろって背すじを伸のばした。伊い織おりと楓かえで、湊みなとと美み鈴すずがそれぞれ隣となり合あった席なので、伊い織おりからすれば被ひ告こくと原告に席が分かれているようなものだ。

「湊みなとと美み鈴すずさんはいつから気付いてたんだ？」

「それは気になる……。私、上う手まく隠かくれてたから。佐さ久く間まくんはさておき」

「え、俺が足手まとい扱あつかいなの？」

　楓かえでが口をすぼめてぷるぷるしている。

　湊みなとは美み鈴すずと目を合わせ、困ったように笑うと、

「えーと……涼すず原はらさんが純じゆん喫きつ茶さの看板に隠かくれてるところからかな」

「え」

　楓かえでがぴしりと固まる。

「楓かえでがこそこそとわたしたちのこと見てるなーって和なごんでたら、いおりんまで加わってびっくりしたよー」

「それで僕が『面おも白しろいから泳がせてみようか』って提案したんだ」

「湊みなと。今日から君のあだ名は『知性的な外げ道どう』だ」

「まさか、美み鈴すずと知性的な外げ道どうにそんな早くバレてたなんて……」

「伊い織おり、涼すず原はらさん～？」

「「はい、ごめんなさいっ」」

　ふたり揃そろって背すじを伸のばす（数分ぶり二回目）。美み鈴すずはめいっぱい顔をそむけ、腕うでで口元を覆おおってぷるぷるしている。

「小お野の寺でらくんの提案にわたしもノリノリだったんだけど……まさかこっちが気付いてることにここまで気付かれないかってびっくりしたよー。わたしたち、楓かえでといおりんのことちらちら見てたんだよ？」

「え、マジか」

「ぜんぜん気付かなかった……」

　美み鈴すずが目を細め、口を「ω」の形にする。イヤな予感しかしない。

「わたしたちが分かりやすーく振ふり返かえったときはねー、毎回ふたりがとーっても仲良さそうに話してましたね～」

「そうですね～、とっても楽しそうでしたね～」

「むぐ……っ」

　美み鈴すずの報告と湊みなとの追い打ち。伊い織おりは顔が猛もう烈れつに熱くなった。楓かえでは顔をそむけているが首まで赤くなっている。

「その……なんだ、後をつけたのは申し訳ない。友達とはいえ良いい趣しゆ味みじゃないよな」

「美み鈴すずも、知性的なげど……小お野の寺でらくんもごめんなさい」

「涼すず原はらさん、本当に反省してる～？」

「も、もちろんですっ」

　縮こまっていた楓かえでがものの見事にぴんと背を伸のばした。楓かえでは思った以上にこういうノリが好きらしい。

「まあ、僕らもつけられて本当に困るときはちゃんと言うし。ね？」

「へっ!?」

　湊みなとの何気ない言葉に美み鈴すずが目を見開いた。

「ほ、本当に、困るとき、って……っ？」

　探さぐるように、おそるおそる上うわ目め遣づかいで隣となりの湊みなとを見つめる。

「……まあ、そういうときもあるかもね、って話だよ～」

　わずかな間のあと、湊みなとがいつもの笑えみを浮うかべて美み鈴すずの頭を撫なでる。

「……??　う、うん、そっか……？　えへへ……」

　美み鈴すずは疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも嬉うれしそうにはにかんだ。

「お待たせしました」

　コーヒーが届いたあと、湊みなとがわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「こほん。……鹿かの岡おかさん。あの話をするにはちょうどいいんじゃない？」

「ん、あの話？　……あ！　たしかに！」

　美み鈴すずがいそいそとスマホを取り出す。

「楓かえで、いおりん。さっき小お野の寺でらくんとね、四人でどこに遊びに行こうかって話してたんだ」

　それでね……と、美み鈴すずがスマホを伊い織おりと楓かえでに向ける。ＳＮＳの画面を表示していて、そこには綺き麗れいな打ち上げ花火が写っていた。

「これは……夏祭り？」

「そうそう。これは去年の様子なんだけどね」

　楓かえでの質問に美み鈴すずが答え、

「会場は……市内なんだな」

「ここからバスで十五分くらいなんだ～。近いでしょ？」

　伊い織おりの言葉に湊みなとが補足する。

「隣となりの市まで行くともっと大きい花火大会もあるけど、さすがに人が多すぎるからさー。その点こっちの夏祭りは人出がそれなりで、その割に花火は気合入ってるの！　ね、どうかな？」

　伊い織おりと楓かえでが目を合わせ、こくりと頷うなずく。

「うん、良いいと思う」

「楽しそうだな」

「やたっ！」

　楓かえでと伊い織おりの返事に美み鈴すずがひまわりのような笑えみを浮うかべ、湊みなととハイタッチをする。

「それじゃ、今のうちに当日の予定を決めちゃおうか。グループチャットは何だかんだで時間かかりがちだしね～」

「たしかに、ちょうどいいな」

　美み鈴すず以外もスマホを取り出し、予定を決める。

　このあと、ものの数分で当日のスケジュールが決まった。それから四人で一時間ほど雑談をして解散することになった。

「湊みなと。俺が言うのもなんだけど……途と中ちゆうから四人になって大だい丈じよう夫ぶだったのか？　せっかく美み鈴すずさんと楽しんでたのに」

　帰り道、男子と女子がそれぞれ分かれたあと、伊い織おりは気になっていたことを尋たずねた。

「まあね～。もう一回鹿かの岡おかさんとふたりになっても良かったけど……お誘さそいしたのは今日が初めてだから。あんまりがっつきたくないしね」

「……ほう？」

「伊い織おり、どうしたの？　顔全体がそこはかとなく気持ち悪いよ？」

「ぐ……っ、み、湊みなとって俺が調子乗ったときほんと容よう赦しやないよな……」

「まあ、四人で話すのも楽しいから大丈夫だよ」

「それなら良かった」

　風が吹ふく。夕方になっても気温はさほど下がらないが、それでも肌はだを撫なでる風はいくらか涼すずしい。

「夏祭りか……」

「楽しみだね～」

　朱あかく染まる空を見上げながら、しみじみと呟つぶやき合あった。








Interlude






　帰り道、美み鈴すずは楓かえでを自宅に呼んだ。今日は感情的に色々と起こりすぎたので、楓かえでと話して少しでも落ち着きたかったのだ。

「ごめんね、疲つかれてると思うけど」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。……私も、色々話したかったし」

　美み鈴すずのベッドに背をもたれた楓かえでがきらりと目を輝かがやかせる。美み鈴すずの目から見ても、最近の楓かえでは表情が豊かになったと思う。表情があまり動かないのは相変わらずだが、それでも喜き怒ど哀あい楽らくが以前よりはっきりと分かるようになった。

「にゃー」

　ロシアンブルーのリンが美み鈴すずのベッドからするりと抜ぬけ出だし、楓かえでのうなじの匂においをすんすんと嗅かぐ。

「こんにちは。お邪じや魔ましてるね」

　楓かえでが目を細めてリンの小さな頭を撫なでる。初めて抱だきしめたときのような緊きん張ちよう感かんはなくなり、今や楓かえでとリンはすっかり仲良しだ。

「美み鈴すず、今日はごめんね？」

「もー、いいってば。正直助かったところもあるし」

「え？　そうなの？」

　楓かえでが目をぱちくりさせながら、太ももに乗せたリンのあごの下を撫なでる。動画で残したいくらい癒いやされる光景だ。

「えーっとね……」

　美み鈴すずが頰ほおをぽりぽりと搔かく。

「正直言うとね、小お野の寺でらくんといると、ずっっっとドキドキしちゃうの。だから楓かえでがわたしたちをつけてると気付いたときは正直助かったふわぁっ？」

　楓かえでに高速で頭を撫なでられた。同時にリンも撫なでられている。なんと器用なのか。

「美み鈴すず……可か愛わいい」

　お、おぬしこそ……っ。

　あまりの羞しゆう恥ちに言い返す余よ裕ゆうもない。

「小お野の寺でらくんと出かけて……楽しかった？」

「……うん。とっても」

　本音はするりと出てきた。

「また遊びたい？」

「うん。ていうかもう、明日も会いたい」

　言った直後に顔が熱くなる。けれどこれも紛まぎれもない本音だ。

「美み鈴すず」

「うん」

「応おう援えんしてる」

「……楓かえで～」

　リンがするりと離はなれてくれたので、遠えん慮りよなく楓かえでに抱だきつく。

「小お野の寺でらくんと話してるときの美み鈴すずの顔、とっても好き」

「……う～」

　恥はずかしい。けど、楓かえでの声がいつもより大人びていてとっても落ち着く。頭を撫なでる力加減もちょうどいいのであと二時間ほどお願いしたい。

「あと二時間くらい撫なでてもらっていい？」

「そ、それはちょっと……」

　試ためしに言ってみたがダメだった。

　くりんと顔を上げ、

「楓かえではどうだった？　いおりんと過ごしてみて」

「へっ？」

　楓かえでの頰ほおがほわりと朱しゆに染まる。

　ほーん？

「んー？　なんだなんだー？　楓かえでが可か愛わいいぞー？」

　今度は美み鈴すずが楓かえでを抱だきしめる。楓かえでは抵てい抗こうはしないものの、美み鈴すずの腕うでの中で「むー」とむくれている。可か愛わいすぎか。

「……最初は美み鈴すずと小お野の寺でらくんの尾び行こうで頭がいっぱいだったんだけど、途と中ちゆうで『あれ、これって大だい丈じよう夫ぶなのかな』って心配になって……」

「それは、いおりんとふたりきりだから？」

「……うん」

　時間差で状じよう況きようを把は握あくする親友、愛うい愛うい。

「でも、実際ふたりで過ごしてもあんまり緊きん張ちようしなくて……なんていうか、普ふ通つうに楽しかった」

「なるほどねー。わたしたちが最後まで気付かないフリしてたら、あのあとどうしてた？」

「へ？　……たしかに、どうしてたんだろう」

「聞き方を変えよっか。楓かえではどうしたかった？」

「んー……」

　しばし考え込んだ末、楓かえでは、

「今日の最後みたいな感じで……どこかでお茶したいかも。ファミレスのときは食べたり追いかけたりであんまりゆっくりできなかったし」

「そっかそっか」

　いおりん、マジでやるなー……と本気で感心した。猫ねこのストラップの一件があってから、楓かえでと伊い織おりの心の距きよ離りの縮まるスピードがすごい。

　実際、美み鈴すずと湊みなとが楓かえでと伊い織おりの様子を見たときも、ふたりの距きよ離りの近さに驚おどろいたのだ。楓かえでが男子とあんなに近付いて平気で話せるなんて、と。

「ま、無理はせずにゆっくり行こうよ。夏祭りはダブルデートふたたび、だしね」

「へ？　ダ、ダブルデート？　ふたたび、ってどういうこと？」

「んー？　だって今日のはダブルデートみたいなもんでしょ？」

「～～～～っ!?　～～～～～～～～っ！」

　あれ、発火したのかな？　と思うほどに楓かえでの顔が朱あかくなる。

「ふぶぶぶ……ごめんって……っ！」

　枕まくらを顔に押しつけられ、慌あわてて謝った。

「う～……夏祭りのとき、どういう顔すればいいかわかんない……」

「ごめんごめん。いつも通りでいいと思うよ」

　楓かえでは拗すねながらもリンを撫なでている。

　今日もやっぱり、親友が可か愛わいい。
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　夏祭り当日までは、一日が一週間にも一ヶ月にも感じられた。動画を見るときも気が付けば夏祭りに絡からんだ動画ばかり見てしまい、ホーム画面のおすすめが夏祭り動画で埋うめ尽つくされてしまった。

　そして待ちに待った、夏祭り当日。

　そわそわしながら夕方まで過ごし、浴衣ゆかたに着き替がえる。甚じん平べいでも問題ないかと思ったが、ひよりから「お兄は浴衣ゆかたも似合うんじゃない？」と言われ、調子に乗って用意した。

「お～、良いいじゃん良いいじゃん！　似合ってる～」

「そうか？　なら良かった」

　縦たて縞じましじらと呼ばれる落ち着きのある柄がらで、色も黒を選んだ。高校生ならばもっと攻せめた色や柄がらを選んでいいかと思ったが、なんだかんだで落ち着いたものが好きなのだと気付いた。

「みゃ～？」

　浴衣ゆかたの馴な染じみのない匂においを嗅かいで、コタローが不思議そうに見上げてくる。頭を撫なでると伊い織おりの手の匂においを嗅かぎ、「あんたか～」と納なつ得とくしたようにしっぽを振ふった。

　マンションから出ると、夕方の涼すずしい風が肌を撫なでた。今日は昼間に降った雨のおかげで、容よう赦しやのない暑気が幾いく分ぶんか和やわらいでいる。

（やっぱりたくさんいるなー）

　集合場所のバス停や近くのスーパーは、伊い織おりと同じく夏祭りに向かうであろう人々でごった返している。この辺りは学校が集中しているため中高生が多く、伊い織おりも小学校や中学校時代の友人と何人か出くわした。

「あ、伊い織おり～」

　バス停では湊みなとが先に待っていた。

「おつ。湊みなとも同じ柄がらだな」

「たしかに～。落ち着いてるのが良いいよね」

「だな」

　湊みなとも浴衣ゆかたで、同じ縦たて縞じましじら。色は伊い織おりの黒に対して紺こん色いろだ。

「涼すず原はらさんと美み鈴すずさんは？」

「まだ来てないみたいだね～。あのふたりのことだし、一いつ緒しよに準備して来るんじゃない？」

「たしかにな」

　きゃっきゃとはしゃぎながら浴衣ゆかたに着き替がえる女子ふたり……。

　…………。

「伊い織おりが思春期にも程ほどがある想像をしてるってことは分かるね～」

「心を読みすぎだ……」

　あられもない妄もう想そうを振ふり切きるため必死でヘドバンした。軽くめまいを起こした上に周囲から怪け訝げんな目で見られた。

「あ、いたいた！　小お野の寺でらくん、いおりん！　お待たせー」

　聞きなれた明るい声に伊い織おりと湊みなとが振ふり向むき──同時に固まった。

　楓かえでと美み鈴すずはともに浴衣ゆかたを着ていた。

　美み鈴すずはひまわり柄がらの華はなやかな色合いの浴衣ゆかたで、髪かみ型がたもハーフアップにして、柄がらと同じひまわりのヘアアクセサリを着けている。

　対して楓かえでは、涼すずやかな白を基調にしたゆり柄がらの浴衣ゆかただ。シニヨンヘアに結ゆっている銀ぎん髪ぱつには色とりどりの花が咲いていて、ゆるりと垂れた後おくれ毛げがいつにない艶つやっぽさを醸かもし出だしている。

　明るい色合いの中でひまわりの柄がらは淡あわく控ひかえめで、落ち着いた色合いの中でゆりははっきりと存在を主張していた。

　対照的な魅み力りよくをたたえた花が二輪、はにかみながらこちらを見つめている。バス停の喧けん騒そうが一いつ瞬しゆんで遠のいた。呼吸の仕方を忘れた。

　期待はしていた。舞まい上あがらないよう覚かく悟ごもしていた。

　けれど、そんな伊い織おりの心の防ぼう御ぎよを、薄うす紙がみのごとくやすやすと貫つらぬく破は壊かい力りよく。

（まずい、何も話せない……っ！）

　感情の氾はん濫らんが起きて、いくつもの言葉がいっぺんにあふれ出しそうになり、口で詰つまってしまう。

「…………」

　楓かえでが後おくれ毛げを指でつまみながら、伊い織おりをじっと見つめてくる。かと思えば目を泳がせ、伊い織おりの浴衣ゆかたを隅すみから隅すみまで見つめる。美み鈴すずも照れくさそうに湊みなとを見つめている。

　真っ先に口を開いたのは湊みなとだった。

「鹿かの岡おかさん。とっても似合ってるよ」

「ほ、ほんとに……？　よかった～」

「……うん、ほんとに。似合ってる」

「う、あぅ……」

　嚙かみ締しめるように褒ほめる湊みなとの言葉に、美み鈴すずがうつむいて楓かえでの手をぺちぺちと叩たたく。薄うす暗ぐらいのでわからないが、きっと顔は真っ赤なのだろう。

　美み鈴すずが湊みなとの袖そでをちんまりとつまんだ。

「……小お野の寺でらくんも、かっこいいと思います」

「……ありがとう」

　湊みなとが顔をそむけた。伊い織おりも余よ裕ゆうがないのでからかうにからかえない。

　こんなやりとりを目の前でされて、黙だまってられるか……っ！

　伊い織おりは腹を括くくった。

「涼すず原はらさん」

「はっ、はひっ」

　艶あでやかな見た目からは想像もつかない可か愛わいらしい裏返り声。不意打ちのギャップに脳内がプレ夏祭り状態になる。プレ夏祭り状態ってなんだ。

「……めちゃくちゃ似合ってる。可か愛わいい」

　ファミレスで褒ほめたときの手応えを踏ふまえて、もう一歩踏ふみ込こんでみた。

　引かれたらどうしよう……と不安に思っていたが、

「え、あ、う……」

　楓かえでは手に持っていたきんちゃく袋ぶくろを両手でにぎにぎしたかと思うと、

「……あり、がとう」

　おずおずと上うわ目め遣づかいで囁ささやき、半歩だけ近寄って、

「……佐さ久く間まくんも、似合ってる。……かっこいい、と思う」

「あ、ありがとう」

　身体からだ中が燃え上がりそうだ。今ならバスに乗らずに会場まで走って行けそうな気がする。

「あ、バスが来たね」

「「「あ、うん……」」」

　一足先に冷静さを取とり戻もどした湊みなと以外、みんなしばらくのあいだ俯うつむいていた。バスに乗り込むと、楓かえでも美み鈴すずも案の定顔が朱あかかった。きっと俺もなんだろうな、と伊い織おりは思った。




　　　　　　　×　　×　　×




　空はようやく遅おそめの日にち没ぼつを迎むかえようとしている。

　夏祭り会場に足を踏ふみ入いれると、明確な『非日常』を感じた。

　ずらりと並んだ屋台。連なる赤白の提ちよう灯ちん。行きかう人々の楽しそうな笑え顔がお。

　浴衣ゆかたを着ている人が多く、目に飛び込んでくる色しき彩さいがいつになく豊かだ。屋台の発電機が鳴らす鈍い音や、遠くから聞こえてくる太たい鼓この音も気分を高こう揚ようさせてくれる。

（焼きそばか）

　鉄板で豪快に焼く音と、立ち上るソースの匂いが食欲を刺激する。

「美お味いしそう……」

　一いつ瞬しゆん、誰だれが言ったのかわからなかった。

　隣となりをちらりと見やると、楓かえでが両手で口を塞ふさいでいる。

　楓かえではそのまま、伊い織おりをちらりと流し見て、

「……美お味いしそう」

　改めて呟つぶやいた。さまよう視線は並び立つ屋台に注がれている。

「楓かえではわかりやすいなーもう」

「う……ご、ごめん」

「謝らなくていいよ～。何するか決めてないんだし」

「そうだな。のんびり食べ歩くか」

「食べ歩き……っ！」

　楓かえでが目を輝かがやかせ、きんちゃく袋ぶくろをぶんぶんと振ふり回まわす。危ないから……とたしなめつつも、大人っぽい格好と子どもっぽい仕草のギャップで脳のう震しん盪とうを起こしそう。

「涼すず原はらさん、どこに行きたい？」

「まずは主食から……」

「考え方がガチすぎない？」

　苦く笑しようしつつ、トレジャーハンターのごとく目を光らせる楓かえでの後を三人がついていく。

　雑ざつ踏とうの中を進んでいると、ふと周りから視線を感じた。

（そりゃそうだよな……）

　視線はぴったりとくっついて歩く楓かえでと美み鈴すずに注がれている。

　よくよく見ていると、ふたりに注がれる視線の種類が違ちがうことに気付いた。

　楓かえではすれ違ちがった人が老ろう若にやく男なん女によ問わず二度見している。今日の楓かえでの艶つやっぽい美しさは格別だから気持ちはわかる。だからもっと見なさいと言いたくなるが、やっぱり誰だれにも見てほしくない。

　対して、美み鈴すずを二度見するのは同年代の男子が多く、

「おい、お前話しかけろよ」

「いやいや無理だって！」

　などとはしゃいでいる。そんな彼らに湊みなとは笑え顔がおのまま冷たい目を向け、一いつ瞬しゆんで退散させていた。かっこいいし怖こわい。

「美み鈴すず、あそこがいい……」

「オッケー、じゃ行こっかー」

　楓かえでが目を止めたのは焼き鳥だった。四人とも買うことにして、楓かえでがまとめて注文をする。

「はいよーいらっしゃい！」

「すいません……四本ください」

「お、嬢じようちゃん可か愛わいいね！　一本サービスすっかな」

「え、い、いいんですか……？」

「だははは！　嬢じようちゃんは食くいしん坊ぼうか！　いいな、せっかくだし二本サービスするか！　これ以上はカミさんにぶん殴なぐられるから勘かん弁べんな！」

　鉢はち巻まきを巻いた男性が豪ごう快かいに笑い、焼き鳥を六本くれた。

「楓かえで、いきなりすごいサービスしてもらったねー」

「うん……。じゃあ、私と美み鈴すずで三本、小お野の寺でらくんが二本、あとはひよりちゃんに一本……」

「流れるようにハブられたんだけどどういうこと？」

「冗じよう談だんだから、冗じよう談だん……っ」

　笑いをこらえる顔が、困ったことに腹立たしさを何十倍も上回るほどに可か愛わいい。

「いおりん、にやけながら焼き鳥食べてる」

「妖よう怪かい『にやけ焼き鳥男』って感じかな～」

「普段はスーパー前に出没してそうだな」

　三人が一いつ斉せいに顔をそむけた。そしてそのまま焼き鳥を食べている。恵え方ほう巻まきで全員恵え方ほうが別だったらこんな状じよう況きようになるのだろうか。そんな状じよう況きようある？

　のんびりと歩きながら夏祭りの空気を味わう。金魚すくいで子どもがはしゃいでいるのを見て和なごんでいると、楓かえでがその隣となりのたこ焼き屋さんをキラキラした目で見ていることに気付く。

「涼すず原はらさん、食べたいの？」

「……うん」

　唇くちびるを尖とがらせ、ちょっとだけ恥はずかしそうに頷うなずく。道行く人に「すみません、僕の好きな人が可か愛わいすぎるんですけど」と言いたくなった。

　今度は伊い織おりがまとめて買うことにした。

「ほわぁ……」

　ほかほかと湯気を立て、上でかつおぶしがうねるたこ焼きに楓かえでが目を輝かがやかせる。

「熱いから気をつけなー」

　店主の声に楓かえでがこくこくと頷うなずく。なんでそんな力強い表情なんでしょう？

　楓かえでが楊よう枝じを構える。ハッと周りを見回すが、伊い織おりも湊みなとも美み鈴すずも楓かえでが食べるところを見守っている。

「それじゃあ……いただきます。……あむっ」

　口の中ではふはふとたこ焼きを転がしたあと、幸せそうに目を細める。

「おいひぃ……」

　伊い織おりはあふれ出す感情を発散する方法がわからず、とりあえず天を仰あおいだ。

「楓かえではほんと美お味いしそうに食べるよねー。はい、あーん」

「え？　でもみんなも食べて……あむっ。……はふ、はふ、おいひぃ……」

（勉強の休きゆう憩けいで涼すず原はらさんにごはんを食べさせたい）

　伊い織おりは本気でそう思った。勉べん強きよう疲づかれが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とびそうだ。

「美み鈴すずにも……はい、あーん」

「あーん。……あふ、あふ、おいひー！」

　仲睦むつまじい光景に和なごんでいると、美み鈴すずが湊みなとをちらりと見やり、たこ焼きを見て、もう一度湊みなとをちらりと見やった。

「……は、はいっ。小お野の寺でらくんも、あーん」

　美み鈴すずが攻せめた。顔がほんのり朱あかい。

「ん、あーん」

　対する湊みなとは涼すずしい顔で美み鈴すずの攻せめを受けている。楓かえでは口をぽかんと開けてその光景を見ている。伊い織おりも同じ反応をしていた。

　楓かえでと目が合う。

　楓かえでがたこ焼きに視線を落とした。

　伊い織おりもたこ焼きをちらりと見る。

　もう一度目が合った。

　そしてふたり同時に顔をそむけた。

（これは……だめだ、心臓がもたない……っ！）

　仕し掛かけてもいいのではと思ったが、断られれば心が折れるし、万が一受け入れてもらえたとしても、無防備に口を開ける楓かえでを至し近きん距きよ離りで見たら身体からだが爆ばく発はつ四し散さんする予感しかしない。いや、楓かえでの表情にそんな禍まが々まがしい攻こう撃げき力りよくはないのだけれど。心情的にはそんな感じだ。とにかくまずい。本当にまずい。

「お、俺もいただきます」

　無難にひとりで食べた。うん。美お味いしいはずだけど味がわからない。ごちゃ混ぜになった感情が味覚を阻そ害がいしている。湊みなとと美み鈴すずが生温かい笑えみを向けている気がするが、全力で流した。




「小お野の寺でらくんといおりんはいっしょに祭りに来たりするの？」

　美み鈴すずが興きよう味み津しん々しんといった様子で尋たずねてくる。楓かえではその隣となりで、いつの間にか買ったからあげを頰ほお張ばっていた。

「んー、行った年もあるけど……行かないときのほうが多いかな？」

「そうだな。男だけで行くと絶ぜつ妙みような虚むなしさが残るんだよ」

「そういうものなの……？」

　こてんと首をかしげる楓かえでの問いかけに、

「人にもよると思うけどな。やっぱり俺は……」

──女子、できることなら好きな女子と行ったほうが楽しい。

　アクセルを全力で踏ふみ込むような言葉を言いそうになった。危なかった。

「……佐さ久く間まくん？　どうしたの？　からあげ食べる？」

「あー、うん、いただきます」

　本気で危なかった。柔やわらかくて美お味いしい。というか楓かえではずっと食べているが、いったいこの細身のどこに消えているんだろうか。

「いおりん。さっきは何て言いかけたの？」

「僕も気になるな～」

「美み鈴すずさん？　湊みなと？　絶対わかってるよな？　そのニヤけ顔はぜったい分かってるよな!?」

　美み鈴すずと湊みなとが不敵に笑うなか、楓かえでだけが生まれたてのパグのように首をかしげている。

「佐さ久く間まくん……何か隠かくしてるの？」

「い、いや、そういう訳じゃ」

「……余罪あり？」

「ぜんぜん無いし、今までのも濡ぬれ衣ぎぬだからな!?」

　楓かえでの中で伊い織おりはすでに前科者らしい。いまだにパパラッチと言うだけある。

「ほんとに……？　コタローくんのこと盗とう撮さつしてない……？」

「許可を取らない＝盗とう撮さつなら、それは罪として認めざるを得ないな……」

「何枚くらい？」

「何百枚とか、下手したら千枚以上あるかも」

「それはだめ……。没ぼつ収しゆうします」

「私益のための没ぼつ収しゆうに抗こう議ぎします」

　伊い織おりと楓かえでのやりとりを、湊みなとと美み鈴すずが不思議そうに見ている。

「湊みなと？　どうした？」

「美み鈴すず……？」

「いや～、なんていうか……」

「楓かえでといおりんて、ほんと仲良いね！」

「「なっ」」

　顔が発火しそうなほど熱くなる。楓かえでも顔を真っ赤にしていた。




「あ！　みんな、アレやらない？」

　美み鈴すずが指差したのは射的だった。景品はお菓か子しからゲーム機など多た岐きにわたり、遊ぶ人も子どもから大人まで様々だ。今も「お父さんがんばれ～！」と子どもに応援された父親が、腕まくりをして挑ちよう戦せんしている。

　ゲーム機は箱だけ出しているが、それでも重いので腕うで前まえが必要……と注意書きが貼はってある。

「いいね～。鹿かの岡おかさん、やってみなよ」

「よーし、やっちゃうぞー！　前世のわたしは一いつ騎き当とう千せんのスナイパーだったんだから！」

「一いつ騎き当とう千せんは最前線で戦う人の称しよう号ごうだと思うな～」

「馬に乗って、ライフルを両手で持って、こう、頭の上でぶんぶん回して……」

「本来の用途を活いかしてあげて？」

　湊みなとと美み鈴すずのゆるいやりとりに、伊い織おりと楓かえでが顔をそむけた。

　美み鈴すずが袖そでをまくり、ライフルを構える。前世はスナイパー（？）だけあって、たしかに構えは堂に入っている。

「美み鈴すず……やっちゃえ……」

　楓かえでの声せい援えんで地味に笑いそうになる中、美み鈴すずが「よっしゃー！」と叫さけぶ。

「親分の仇かたきじゃけぇのぅ！」

「設定がブレブレだよ～。お腹なかにダイナマイト巻いてそうだね～」

「ぶふっ」

　湊みなとの冷静なツッコミでライフルの銃じゆう口こうが思いきりブレ、お菓か子しの箱のあいだを弾が綺き麗れいにすり抜ぬけた。店主の男性の「はい次がんばろ～」という気の抜ぬけた声に、美み鈴すずが分かりやすいほどに落ち込む。

　美み鈴すずがくるりと振ふり向むき、挙手をする。

「審しん議ぎします。今のは誰だれが悪いでしょうか。わたしは小お野の寺でらくんだと思う」

「美み鈴すずさんだな」

「美み鈴すずだと思う……」

「鹿かの岡おかさんかな～」

「まさかの三対一！　くぅぅ～！」

　とっても楽しそうで何よりです。

　このあと、美み鈴すずは何も邪じや魔まがない中でもういちど外し、最後のチャンスでゲーム機の箱に当たったものの、重みで倒たおれるに至らなかった。

「無念……」

　がっくりとうつむく美み鈴すずの頭を湊みなとがぽんぽんと撫なでる。美み鈴すずの元気が一いつ瞬しゆんで回復した。え、手のひらから特とく殊しゆな気功でも出てるの？

「他にやりたい人はいる？」

（ここで頑がん張ばって涼すず原はらさんに良いいところを見せたい……っ！）

　伊い織おりが手を挙げかけたところで、

「私が美み鈴すずの仇かたきをうつ……」

「わー！　楓かえで～！」

　楓かえでが先に名乗りを上げた。

「涼すず原はらさんはこういうの得意なの？」

「才能はあると思うよ～？　なんてったって楓かえでのおばあちゃんは伝説のスナイパーだから！」

「え、そうなの!?」

　猫ねこのストラップを探した際に会った、一目で血のつながりがわかるほどにそっくりで、なおかつ母親と言われてもすんなり信じてしまいそうなほど若い女性。

（あの人が……スナイパー……!?）

「あ、今のはウソだからね？」

「ウソかよ！　すげぇテンション上がっちゃったのに！」

「ごめんごめん。ふっ、純じゆん粋すいな少年をだましてしまった……」

　イラッ。

「湊みなと。美み鈴すずさんの弱点ってある？」

「え～っとね～」

「いおりん!?　それはずるいよ……っていうかなんで小お野の寺でらくんも普ふ通つうに答えようとしてるの!?」

「三人とも静かに。獲え物ものが逃にげるから」

「「「は、はい」」」

　楓かえでの目が冷たい。本当のスナイパーになったかのようだ。

　凍いてつく氷の大地で獲え物ものを狙ねらい定さだめる姿を夢想していると、

「いや、的は動かねぇよ……？」

　店主の冷静なツッコミに楓かえでが顔をそむけた。

　楓かえでがライフルを構える。

　お菓か子しの箱が倒たおれ、

「一」

　さらに大きなお菓か子しの箱の角に当てて倒たおし、

「二」

　隣となりの同サイズのお菓か子しの箱を倒たおす。

「三。……ふぅ」

　伊い織おりも湊みなとも美み鈴すずもぽかんとする中、

「もう一回やっていいですか？　……楽しくなってきたので」

　いつになく饒じよう舌ぜつになった楓かえでが店主に話しかける。

「お、おう。……さすがに大だい丈じよう夫ぶだよな……？」

　後半は自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、店主が楓かえでから小こ銭ぜにを受け取る。

　一発目が一番大きなゲーム機の箱の角に当たり、わずかにずれる。店主の肩かたがぴくりと揺ゆれた。

　二発目がまったく同じところに当たり、さらに箱がずれる。

　三発目も──一～二発目とまったく同じ場所に当たった。

　ゲーム機の箱がぐらつき、ゆらゆらと揺ゆれた末に、重力の存在を思い出したかのように緩かん慢まんな動作で倒たおれた。

「……マジか、嬢じようちゃん!?」

「「「おおおー！」」」

　店主が目を見開いて立ち上がり、いつの間にか集まっていたギャラリーが沸わき立たつ。

「え、え!?　いつの間にこんなに人が!?」

　美み鈴すずが慌あわてて辺りを見回す。

「……恥はずかしい」

　我に返ったのか、楓かえでがいつもの調子で恥はずかしがっている。ライフルで口元を隠かくす仕草はシュールすぎると思うんです。

「涼すず原はらさん、すごいな……。こんな特技があるなんて」

「自分でもびっくりした……初めてやったから」

「え、初めてなの!?」

　伊い織おりが目を見開く。

　楓かえでが頰ほおを赤らめ、ライフルを持ったままおずおずと上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「……うん、初めて」

　あかん。

「そっか、うん、それは、すごい……」

　首がちぎれそうなほど顔をそむけて空を仰あおいだ。誤解しか招かないセリフはだめ、絶対。

　店主が悔くやしそうに、ゲーム機が入った箱を取り出す。

「ほら、嬢じようちゃん……これは嬢じようちゃんが取ったもんだ」

「あ、すいません……かさばるので大だい丈じよう夫ぶです」

「「「えぇ!?」」」

　ギャラリーが大げさに驚おどろく。

「大きい的を倒たおしてみたかっただけなので……」

「お、おう、そうか……しかし困ったな、代わりに菓か子しを渡わたすだけなのも……ああ、そうだ」

　店主が奥からチケットのようなものを取り出す。

「これは今日限り、どの店でも使えるタダ券だ。金額でいえば大したことはないかもしれねぇが、嬢じようちゃんも友達もみんな腹いっぱいになるくらいは使えるはずだぞ」

　申し訳なさそうにしていた楓かえでが目を輝かがやかせる。

「あ、ありがとうございます……！」

「お、おう……？　そうか、そこまで喜んでもらえるなら何よりだ」

　ギャラリーから拍手をもらいながら、射的屋を後にする。

「楓かえで、よかったね」

「うん。……みんなで食べよ？」

「いいね～」

（……ん？）

　会話の端はし々ばしにちらつく、ちょっとした違い和わ感かん。

　楓かえでが無理をして喋しやべっているように見える。

（美み鈴すずさんも……気付いてる？）

　よく見れば、美み鈴すずも話しながらさりげなく楓かえでを気き遣づかわしげに見ている。

「楓かえで、食べ物買ったらちょっと休きゆう憩けいしよっか」

「……うん」

　湊みなとがわずかに目を見開き、美み鈴すずと目配せをして頷うなずく。

「オッケ～。涼すず原はらさんは何を食べたいの？」

「うーん……」

　楓かえではチケットを見つめてしばし唸うなると、

「……わたあめ」

　可か愛わいいな、と言いそうになり、慌あわてて口をつぐんだ。
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「楓かえで。わたあめ美お味いしい？」

「……うん」

　明らかに嬉うれしそうな短い返事。手に持ったわたあめを、まふっ、まふっと食べる仕草は愛あい嬌きように満ちている。

　祭りは時間が経たつにつれ、ますます人が増えていた。櫓やぐらで奏かなでられる演奏はにぎやかで、笛を吹ふく複数人の男性の中、女性がしなやかな動きで太たい鼓こを叩たたいていた。櫓やぐらの四本の柱からは提ちよう灯ちんの連なりが伸のびていて、祭りの会場を幻げん想そう的てきに彩いろどっている。

　楓かえではわたあめを食べながらも、焼きトウモロコシの匂においにつられて屋台に近付いていく。

（でも、気持ちはわかるな）

　普ふ段だんなら伊い織おりもとっくにお腹なかがいっぱいになっているが、祭り独特の空気の中では不思議といくらでも食べたくなる。

「あれ？」

　人ひと込ごみの中に見知った顔を見つける。

「あれー？　美み鈴すずと涼すず原はらさんだー！」

　クラスの女子三人組だった。楓かえでや美み鈴すずと屋上で昼食をとっているメンバーだ。

「わー！　みんなも来てたんだ！」

「そうだよー。ってか美み鈴すずの浴衣ゆかた超ちよう可か愛わいいんだけど！」

「涼すず原はらさんもやっば、え、超ちよう綺き麗れい……」

「え、あ、ありがとう……」

　女子五人がたちまちかしましい空間を作る。ううむ、花はな園ぞの感かん。

「あ、佐さ久く間まくんと小お野の寺でらくんも！」

「時間差だな……こんばんは」

「こんばんは～」

「「「…………」」」

　女子三人がアイコンタクトをして、伊い織おりにサムズアップをする。

（恥はずかしくて死ぬからやめてくれ）

　遠い目をしつつもサムズアップで応える。伊い織おりの楓かえでに対する好意はクラスメイトに筒つつ抜ぬけ……という話を思い出し、猛もう烈れつに悶もだえ転ころがりたくなる。湊みなとと美み鈴すずが楽しげに笑う中、楓かえでだけがこてんと首をかしげていた。

「涼すず原はらさん、ほんとに可か愛わいい……どうしよ、ほんとやばい……」

「そ、そんなに褒ほめられると、照れる……」

　わたあめで口元を隠かくす仕草に、女子三人が目をぱちくりさせる。

「涼すず原はらさん……なんか、前より可か愛わいくなったよね」

「……へ？」

　今度は楓かえでが目をぱちくりさせた。

「あー、わかるわかる。わたしたちにもちょこちょこ話しかけてくれるようになったし」

「なんていうか、柔やわらかくなったって感じ？　いや、元々好きだったけどね？　もっと話しやすくなったっていうか」

「あ、う、そ、そう、なの……？」

　楓かえでがわたわたと慌あわてる隣となりで、美み鈴すずが腰こしに手をついてドヤ顔を浮うかべている。どういう立ち位置なの？

「それじゃ、これ以上はお邪じや魔まになるだろうから。またねー」

「あ、うん……またね」

　楓かえでが控ひかえめに手を振ふると、女子三人が天を仰あおいだ。

「え、な、なに、どうしたの……？」

「「「尊い……」」」

「えぇ……？」

　楓かえではただただ混乱している。美み鈴すずはやはりドヤ顔で頷うなずいていた。だからどういう立ち位置なの？
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　休きゆう憩けいできる場所がなかなか見つからず、四人でしばらく歩き回っていた。

「涼すず原はらさん。まだ歩けそう？」

　振ふり返かえると楓かえでがいなかった。

　底冷えするような不安が心臓を鷲わし摑づかみにする。

「……涼すず原はらさんがいない」

「え、楓かえで？　……楓かえで!?」

「ほんとだ。はぐれたのかも」

　伊い織おりの言葉に美み鈴すずが固まり、湊みなとが辺りを見回す。

「電話は……つながんない。どうしよ……」

　スマホから耳を離はなした美み鈴すずが泣きそうな表情を浮かべる。

「もっと早く休ませてあげればよかった……。小お野の寺でらくん、いおりん、ごめんね……？」

「鹿かの岡おかさんは悪くないよ。涼すず原はらさんも楽しそうだったし」

「そうそう。誰だれも悪くない」

　どうしたものか……と三人で話し合う。

「みんなが分かれると大変かもだから、湊みなとと美み鈴すずさんはここに残っててくれるか？　涼すず原はらさんを見つけたらすぐ連れん絡らくするから」

「わたしも探しに行きたいよ……」

　ちらりと背後を振ふり返かえる。祭りはピークを迎えているのか、どの道も人波でごった返している。

「美み鈴すずさんまで人ひと込ごみに巻き込まれてはぐれるといけないから。湊みなと、頼たのむ」

「オッケー。……鹿かの岡おかさん、ここは伊い織おりに任せよう？」

「……うん、わかった。いおりん……楓かえでをよろしくね？」

「任せとけ」

　どんと胸に拳こぶしを当てて笑う。美み鈴すずの表情が少しだけ和やわらいだのを見届けて、人ひと込ごみの中に飛び込んだ。

「うわ、本当に人が多いな……」

　満員電車の二歩手前、といったところだろうか。普ふ通つうに歩けば数分足らずで着く距離でも、この中ではその何倍もかかってしまうかもしれない。

（涼すず原はらさん、相当疲つかれてたんだな）

　楓かえでは身体能力がかなり高い。普ふ段だんであればこの人ひと込ごみの中でもすいすいと進めるだろう。けれど疲ひ労ろうした状態では移動もままならないに違ちがいない。

「すいません、すいません……」

　謝りながら人ひと込ごみの中を進んでいく。怪け訝げんな目に反応する余よ裕ゆうはない。美み鈴すずの連れん絡らくが通じないということはスマホの充電が切れたか、落としたか。そんな状じよう況きようでみんなとはぐれ、なおかつ疲つかれきっているのでは不安も募つのるだろう。一刻も早く見つけたい。見つけて、安心させたい。

（ああもう……っ！）

　つい先ほどまでは、櫓やぐらから流れる音楽も人ひと込ごみも、夏祭りを彩いろどるものとして何もかも心ここ地ちよく思えた。けれど今はむしろ逆で、目に入るもの、耳に流れ込む音のすべてがわずらわしい。

　今、見たいのは楓かえでの姿で。

　今、聞きたいのは楓かえでの声だ。

　はやく、早く、一刻も早く。

　視界の端はしに、屋台の裏側が目に入った。大きな木の下にブルーシートが敷しかれていて、

「あ……っ」

　そこに、銀ぎん髪ぱつの少女が座り込んでいた。

「涼すず原はらさん！」

　屋台の隙すき間まを抜ぬけて声をかける。

「あ……佐さ久く間まくん……？」

　楓かえでがゆっくりと顔を上げた。憔しよう悴すいした顔を見て泣きそうになってしまう。

「涼すず原はらさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　目の前で片ひざをつき、楓かえでを正面から見つめる。楓かえでの顔から強こわ張ばりがほぐれた。

「佐さ久く間ま……くん。ごめんね、私……」

「謝らなくていいから。先にふたりに連れん絡らくだけしとく」

　一秒でも早く楓かえでと話すため、メッセージでの連れん絡らくを選ぶ。

『涼すず原はらさん発見』

『休ませてから向かう』

　トークアプリの四人グループにメッセージを送ると、瞬しゆん時じに既き読どくが二つついた。

『伊い織おりナイス！』

『ありがとーーーー』

　湊みなと、美み鈴すずの返信が届いた。これでひとまず安心だ。

「連れん絡らくしたよ。俺も、隣となりにいい？」

「え？　う、うん……」

　腰こしを下ろすと、出店の店員が作業をしているところを後ろから見る形になる。劇場の舞ぶ台たい裏うらを見るような不思議な感覚だ。

「ごめん、スマホの充じゆう電でんが切れちゃって……」

「そういうときもあるって。大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

「……昨日、夏祭りだーって浮うかれて、遅おそくまで美み鈴すずと電話して、そのまま寝ねちゃってた」

　なんなのその可か愛わいすぎるムーブは？

「そっか、うん、そっか……」

　表情筋が不ふ随ずい意い筋きんになったのかと思うほど勝手にひくひくしてしまい、手で覆おおって隠かくす。猫ねこのストラップを公園で落としたときも、クレープが美お味いしくてテンションが上がり、美み鈴すずと追いかけっこをしていたと聞いた。どうやら思った以上に面おも白しろいことをしがちらしい。

「私……人ひと込ごみが苦手で」

　楓かえでがぽつりと呟つぶやきを落とす。伊い織おりは視線で続きを促うながした。

「美み鈴すずはそのことを知ってるの。だから美み鈴すずが夏祭りに誘さそってくれたときも、人出が多すぎない場所を選ぶとか、気き遣づかってくれてるのがわかって……」

　相あい槌づちは打たず、ただ優やさしく頷うなずく。楓かえでが紡つむぐ言葉は何十秒でも、何分でも待つつもりでいた。

「今までなら、それでもあんまり行きたくなかったと思う。でも、四人で遊ぶのは楽しそうだし、何より……私も、少しずつなら変われるかもって……思ったから」

「そっか。そう思ったきっかけって何かあるの？」

「ん……猫ねこのストラップを佐さ久く間まくんと探したのも大きいけど……でも、それだけじゃなくて、その……」

　楓かえでが脚あしを流し、伊い織おりに顔を向ける。

「佐さ久く間まくんと話すようになってから、ずっと……ちょっとずつ、変われてる気がする」

「……っ」

　目の前で真しん摯しに見つめられ、身体からだが硬こう直ちよくする。

　えっと、上う手まく言えないけど……と口ごもりながらも、楓かえでが言葉を続ける。

「だから、夏祭りは……私なりの挑ちよう戦せん、だったの。でも、だんだん疲つかれてきて……みんなとはぐれて、迷めい惑わくかけて……私、だめだめ……」

　楓かえでが目に見えてしゅんとする。

　こんな顔を、楓かえでにしてほしくない。

「そんなことない」

「……へ？」

「変わろうと頑がん張ばったんだろ？　それを否定しちゃだめだって。それに、俺も湊みなとも美み鈴すずさんも、全然迷めい惑わくだなんて思ってないから」

「……そう、なの？」

「そうだよ」

　自分の声がこんなに優やさしくなるのか、と少し驚おどろいた。

「……ありがとう」

　弱々しい微ほほ笑えみを見た瞬しゆん間かん、無む性しように、目の前にいる女性を守りたくなった。

　艶あでやかに結ゆわれた銀の髪かみに、そっと手を置く。

「……あ……っ」

　祭りの音に比べれば、ずっと小さくてあえかな声。けれど伊い織おりの耳にははっきりと聞こえた。

　普ふ段だんの自分なら絶対にできないこと。けれど今は、自然に、とてもスムーズにできた。むしろ、今やらなきゃダメだとさえ思えた。

「……えっと、その、なんだ、頑がん張ばりました、ってことで……」

　引かれたらどうしよう、いや、すでにドン引いてるかも……!?　と時間差で心配になってくる。背中を冷えた汗あせが伝う。

　しかし楓かえでは、

「……ふふ」

　小さく笑うだけで、避よけようとはしない。

「……お疲つかれ様さま」

「……うん」

　くしくし、くしくし。

　手のひらに感じる銀の髪かみは、山の清流を掬すくったかのように指の隙すき間まをさらさらと流れる。

　交かわす言葉はなく、伊い織おりは頭を撫なでて、楓かえでは撫なでられるだけ。

　視線を交かわすだけの時間が、たまらなく心ここ地ちよい。

「んー……」

　楓かえでがふにっと目を細め、それから気持ちよさそうに目を閉じる。

　猫ねこみたいだな、と思った。

　そして、それ以上に、どうしようもなく愛おしくなった。

（あ、やばい。このままだと……）

　昂たかぶる感情のままに、段階をすっ飛ばした行動に及およびそうになってしまう。

「身体からだ、大だい丈じよう夫ぶそう？」

　溢あふれ出だす感情を無理やり押さえつけ、なめらかな銀の髪かみから手を離はなす。

「……うん。だいぶ元気になった。ありがとう」

　楓かえでが薄うすく微ほほ笑えみ、先ほどまで伊い織おりが撫なでていた頭に両手で触ふれる。化けだぬきが葉っぱの位置を確かく認にんするような愛らしい仕草。

「えっと……涼すず原はらさん？　もしかしてめちゃくちゃイヤだったとか……？」

「ん、そんなことない」

　ふるふると首を振ふり、

「……まあ、悪くない、というか……」

　こほんとわざとらしい咳せき払ばらい。危なかった。夏休み前の自分なら今日だけで数十回は命が絶えていた。ここ最近のやりとりで耐たい性せいがついていてよかった。

「立てる？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　伊い織おりが手を差さし伸のべる前に、楓かえでがするりと立ち上がる。顔色は良いい。たしかに元気を取とり戻もどしたようだ。

「さっきよりちょっとは人が減ってるみたいだな」

「うん……良かった」

　できるなら出店の裏を通っていきたかったが、物が多くて暗いので少し危ない。楓かえでは覚かく悟ごを決めるかのように両手を握にぎりしめた。伊い織おりも頷うなずき返かえす。

　ふたりで人通りの中を進み始めた。

「ん、なんだ？　人だかり……？」

　一ヶ所だけやけに混んでいる場所に近付くと、

「んだとコラァ！　お前がぶつかってきたんだろうが！」

「ああん!?　知らねえよ！　やんのかオラァ！」

　男たちの怒ど鳴なり声ごえが聞こえた。

「……っ」

　楓かえでの肩かたが跳はねる。その顔は青ざめていた。

（距きよ離りは遠いけど……あの声はキツいよな）

　怒いかりの滲にじんだ声は伊い織おりでも眉まゆをひそめる。ましてや雷かみなりやゲームセンターの音も苦手な楓かえでには耐たえがたいだろう。

（早く遠ざからないと）

　周りの野次馬も悪乗りしてはやし立てている。おそらく楓かえでからすれば、ケンカをしている周辺の空間が丸ごとストレス源になっているんだろう。

「涼すず原はらさん、行こう。……涼すず原はらさん？」

　楓かえでが胸の前で両手を重ね、身をすくませている。次々と歩き去る人々が楓かえでにぶつかり、弱々しく震ふるえる身体からだがそのたびによろめく。

　数秒だけ迷い、すぐに腹をくくった。

「涼すず原はらさん、こっち」

　楓かえでの手を摑つかんで歩き出す。

「え？　あ……っ」

　楓かえでは戸と惑まどいながらもゆっくりとついてくる。伊い織おりは左手で人ひと込ごみをかきわけ、少しでも楓かえでの負担を減らすことに専念する。

（うわ、やわらか……っ）

　つないだ手の感かん触しよくを遅おくれて意識する。女子の手が細いことは見ればわかる。けれど見ているだけなのと実際に触ふれるのとではあまりにも差が大きい。

　楓かえでの手は思った以上に華きや奢しやで、なめらかだった。

　伊い織おりの手が、か細い、本当にかすかな力を込こめて握にぎり返かえされる。

　この人を守りたい、と強く思った。胸が苦しくなるほどに。

　人ひと込ごみの中、無言で歩を進める。

　ちらりと振ふり返かえった。

「涼すず原はらさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ん、大だい丈じよう夫ぶ」

　返事はちゃんと聞こえたかな、と確かく認にんするように握にぎってくる細い手。けれど楓かえでの声は、夏祭りを彩いろどるあらゆる声や音が行きかう中で、自然に、とてもスムーズに耳じ朶だに流れ込んでくる。心配しなくて大だい丈じよう夫ぶと答えるように握にぎり返かえす。楓かえでが目をぱちくりさせる仕草が愛おしい。

　祭まつり囃ばや子しが、屋台や提ちよう灯ちんの灯あかりが、彼女を彩いろどるためだけに存在するように思える。

　しばらく進むとまた心配になって、

「涼すず原はらさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……大だい丈じよう夫ぶだってば」

　楓かえでがくすりと、楽しげに目を細めてきゅっと手を握にぎる。このままずっとこうしていたい。切実なまでにそう願った。

（ああ……そうか）

　伊い織おりはなぜ自分が、楓かえでを名前で呼ぶことにためらいを持っていたのかに気付いた。

　名前で呼ぶことなど、人によっては些さ細さいなことかもしれない。

　けれど、少なくとも伊い織おりにとってはとても大きなこと。

　楓かえでとの関係を大切にしたいからこそ、些さ細さいな変化にも慎しん重ちようになりたい。

　ヘタレと言われればそれまでだが、それでも、大事にしたいのだ。楓かえでとの今の関係を。

「もう少しで着くから」

「……うん。ありがとう」

　楓かえでの頰ほおは、ほんのりと朱しゆに染まっていた。
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「あ！　楓かえで～！　いおり～ん！」

　美み鈴すずがぴょんぴょんと飛とび跳はねてめいっぱい手を振ふる。湊みなともほっとした笑えみを浮うかべていた。

「美み鈴すず、小お野の寺でらくん……ごめん」

「大だい丈じよう夫ぶだってばー！　よかったよ見つかってー！」

「うん、ほんとよかった」

　美み鈴すずと湊みなとの視線がふと下がる。え、何を見てるんだ……と視線の先をたどる。

　楓かえでと手をつないだままだった。

「うわわわっ。す、涼すず原はらさん、ごごごごめんっ！」

　慌あわてて手を離はなし、楓かえでを見つけてからの自分の行動を思い出す。

　楓かえでを励はげます？　これは問題ないだろう。たとえどんな状じよう況きようであっても同じことをするだろうから。

　楓かえでの頭を撫なでる？　おや？　これは調子に乗ってるのでは？

　楓かえでの手を取って引っ張る？　ほーん？　これは空前絶後の調子乗りでは？

「俺は……いったい何を……」

　天を仰あおいで後こう悔かいしていると、

「べつに……謝らなくていいのに」

「……へ？」

　楓かえでがちょっとだけ拗すねたような顔をして、伊い織おりとつないでいた左手をじっと見つめる。その真意ははかりかねるが、とりあえず嫌いやがられていないようで良かった。これで実はドン引きしていたなどと言われれば一週間は引きこもる自信がある。そしてコタローを構いすぎてちょっと避さけられる自信さえある。つらい。

「楓かえで、身体からだは大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、しばらく休めたから大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう」

「う～……ほんと良かったぁ……」

　涙なみだ目めの美み鈴すずが楓かえでに抱だきつく。楓かえでは美み鈴すずの肩かたにあごを乗せ、「ごめんね」と優やさしく囁ささやき、その頭をそっと撫なでた。

　ががっ、とスピーカーからノイズが流れる。

『夏祭りにお越こしのみなさん。間もなく花火の打ち上げが始まります。会場各所の看板にて花火を見やすい場所をご案内しておりますので、ぜひお楽しみください』

「そっか、もう花火の時間なんだな。近くに広場があるけど……ここは混みそうだな」

「それは……ちょっと厳しいかも」

　看板を見た伊い織おりの言葉に楓かえでが困った表情を浮うかべる。

「ふっふっふ……。わたしたちは楓かえでが戻もどってくるあいだ、ただ待ってただけじゃないんだよ！」

　美み鈴すずが渾こん身しんのドヤ顔を浮うかべ、

「ねー、湊みなとくん？」

「そうだね～。美み鈴すずさんと、ひと気のない花火スポットを調べておいたから」

「「え」」

　美み鈴すずと湊みなとのやりとりに、楓かえでと伊い織おりがぴたりと固まる。

「ここからすぐ近くにあるから。さ、行こー行こー！」

「ま、待って美み鈴すず。調べてくれたのは嬉うれしいけど……今のって……」

「さ、行くよ伊い織おり」

「待て待て、湊みなと。今のはなんだ。ちゃんと報告を……」

「「いいからいいから」」

「「えぇぇ……？」」

　美み鈴すずが楓かえでの背中を、そして湊みなとが伊い織おりの背中をぐいぐいと押す。ふたりの表情は窺うかがいしれないが……伊い織おりが楓かえでを探しに出る前までは、間ま違ちがいなくお互たがい苗みよう字じで呼んでいた。

「涼すず原はらさん」

　楓かえでと目を見合わせ、

「うん……まあ、今は見み逃のがしてあげるってことで」

　くすくすといたずらっぽい笑えみを交かわす。

「お～？　なんだか楓かえでといおりんが腹立つ感じで喋しやべってるな～」

「それはよくないね～」

「お、おい、湊みなと？　押すの速い、速いって、ちょ、ほんとあぶないっての!?」

「美み鈴すずはなんで手をわきわきさせてるの……っ」

　湊みなとと美み鈴すずの反はん撃げきに慌あわてつつも、四人ははしゃぎながら花火を見に向かった。
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　美み鈴すずと湊みなとが調べてくれた場所は、ほとんどひと気のない広場だった。物理的にも精神的にも余よ裕ゆうができて、楓かえではほっとひと息つく。

（なんだか、短いあいだに色々あった気がする……）

　祭りの喧けん騒そうを遠くに聞きながら、今日これまでのことを思い返す。

　四人で遊ぶのはとても楽しいけれど、それでも賑にぎやかな場所ではどうしても疲つかれてしまう。ここで一時間過ごしたときの疲つかれは、美み鈴すずとふたりで一日中遊んだときと同じくらいだと思う。

（あんなにあっさり迷子になるなんて）

　疲つかれが噴ふき出だしてふらついた次の瞬しゆん間かん、三人とはぐれてしまった。直後にスマホの充じゆう電でん切ぎれにも気付き、幼い頃ころに迷子になってしまったときを思い出した。

　屋台の裏のブルーシートで座れたときはほっとしたが……それ以上に、祭りを楽しむ人たちを遠くから見ていると無む性しようにさびしくなった。

（子どものときは……そうだ、お父さんとお母さんに見つけてもらったんだ）

　当時はまだ両親の仕事が今ほど忙いそがしくなく、祭りに連れてきてくれたのだ。あのときも同じように座って背を丸めていたな……と思い出して苦く笑しようしてしまう。

「涼すず原はらさん、大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてない？」

　ベンチで隣となりに座る伊い織おりが心配そうに尋たずねてくる。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。……心配しすぎじゃない？」

「そりゃそうだって」

　そわそわする伊い織おりを見ると、ああ、自分を大事にしてくれているんだな、と思える。

──佐さ久く間まくんに見つけてもらったとき、私はどんな顔をしてたんだろう？

　美み鈴すずたちとはぐれたとはいえ、なんとでもやりようはあった。いざとなればスマホの充じゆう電でん器きを屋台の人に貸してもらうことだってできただろう。普ふ段だんの楓かえでならまずできる気がしないが、三人にこれ以上迷めい惑わくをかけるくらいならいくらでも勇気を振ふり絞しぼるつもりでいた。

　それでも、それでも……伊い織おりが見つけてくれたときは嬉うれしかった。

　溜ため込こんだ不安が溢あふれ出だして、泣きそうになってしまった。

　伊い織おりが隣となりに座り、事情を聞いてくれた。伊い織おりがかけてくれる穏おだやかな言葉のひとつひとつが、心の強こわ張ばりをほどいてくれた。もっともっと話を聞いてほしいと思った。

「花火、始まんないねー」

「ちょっと遅おくれてるみたいだね～」

　ベンチの前で立って並んでいる美み鈴すずと湊みなとのやりとり。ふたりの距きよ離りがちょっと、というかかなり近づいている。

──頭、撫なでられちゃった。

　伊い織おりに触ふれられたとき、不思議と嫌いやな感じはしなかった。それどころか心が安らぎさえした。

　ちらりと隣となりを見やる。伊い織おりはちらちらと様子を見ては、慌あわてて目を逸そらし、「花火、そろそろかな」と呟つぶやいている。そのセリフ、もう五回目なんだけどなぁ、と微ほほ笑えましくなる。

　伊い織おりに手を握にぎられたときは驚おどろいた。けれどそれ以上に、ケンカの声ですくんでいた身体からだが一いつ瞬しゆんで動くようになったことに驚おどろいた。

（あんなに慌あわてて離はなさなくてよかったのに）

　つないでいた手を美み鈴すずと湊みなとに見られたと気付いたとたん、伊い織おりはものすごい速さで手を離はなした。ちょっと失礼じゃないだろうか。というかなんで謝るの？　と言いたくなった。手が離はなれたとき、少しさびしいとさえ思ったのに。

　繫つないでいた手を見つめ、胸に添そえ、唇くちびるを引き結ぶ。

　鼓こ動どうが高鳴っている。

　けれどそれはとても心ここ地ちの良いい感覚で、今まで知らなかった高こう揚よう感かん。

「あ、始まるみたい！」

　美み鈴すずが振ふり向むき、空を指差す。楓かえでが立ち上がり、伊い織おりも遅おくれて立ち上がった。美み鈴すずと湊みなとの後ろに立つ形で空を見上げる。

　小さな光が天高く上り、大輪の花となって辺り一面を照らす。

「たーまやー！」

　次々と上がる色とりどりの花。美み鈴すずがはしゃいでいる。

　花火はもちろん美しい。しばらく忘れることがないであろうほどに。

　けれど、それ以上に……気が付けば、隣となりにいる伊い織おりの横顔を何度も見てしまう。

「すごいな……」

　花火を見上げて目を細める顔を、ついついじーっと見てしまっていると、不意に伊い織おりが楓かえでの視線に気付いた。しまった。
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Interlude






　夏祭りの翌日、楓かえでは美み鈴すずの家に遊びに来た。本当は当日に話したかったのだけれど、楓かえでも美み鈴すずもくたくただったので翌日にずらした。

「にゃー」

　美み鈴すずの部屋に入るなり、ロシアンブルーのリンがするりと脚あしに身を寄せてくる。猫ねこに対するトラウマが治る前は、近くに来ても「ごめんね……」と謝って避さけるばかりだったが、最近はそれまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのごとく、楓かえではリンを愛めで、リンも楓かえでに甘えている。

「ちょっとー、あんまりイチャつかないでよー」

　美み鈴すずがくすくすと笑いながら、楓かえでといっしょにリンを撫なで回まわす。

「にゃー」

　理知的な顔立ちのリンがふにゃりと倒たおれ、お腹なかを出して転げる。凜り々りしい子が見せるギャップがたまらない。ふふふ。

「美み鈴すず」

「んー？」

「その……色々と詰きつ問もんしたいんだけど」

「わーお、質問よりもキツいスタンス！」

　美み鈴すずがけらけらと笑い、むんと胸を張る。

「さあ、どんと来なさい！」

「ええと、話題は『名前呼び』『花火のときにつないでいた手』」

「あぅ」

　一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。愛うい愛うい。

　美み鈴すずが両手で頰ほおを挟はさむ。

「えっとね……いおりんが楓かえでを探してるときね、わたし、結構……というかかなり心配してたの」

「……ごめんね」

「いいのいいの。でも……そのときはけっこう心にキちゃってて。なんならちょっと泣きそうだったんだよね」

　そしたら……と、美み鈴すずが言葉を続け、急にふにゃふにゃと、今まで見たことがないくらい可か愛わいらしくてふやけた笑えみを浮うかべる。

「『涼すず原はらさんは伊い織おりがきっと見つけてくれるから。だから大だい丈じよう夫ぶだよ、美み鈴すずさん』って……えへへ」

「それは……ずるいね」

「でしょー！　あれは反則だよー！」

　美み鈴すずが両手をグーにしてはしゃぐ。リンが「にゃっ」と飛とび跳はねた。

「名前で呼ばれたら、湊みなとくんにぐっと近づけた気がして……安心したの。それでわたしも名前で呼んでいいか聞いたら『もちろんだよ』って……」

「そっか……よかったね」

「うん。はぁぁ～……あのときの湊みなとくん、かっこよかったぁ～」

　先日のデートのときも、美み鈴すずは恋こいする乙おと女めの顔をしていると思った。けれど今は……あのときの比でないほどに幸せそうだ。少しよう女じよ漫まん画がなら背景に花が咲さき乱みだれていそうなほどに。

「手はね、花火のときに湊みなとくんから握にぎってくれたの」

「そっか。それをたまたま見たんだ、私は」

「そうなりますな～」

　美み鈴すずの口調がおかしい。ううむ、親友が可か愛わいくてしょうがない。

「湊みなとくんといると甘えちゃうんだよね。何をしてても優やさしく見守ってくれる感じがすっごい素す敵てきっていうか……」

　む。

「…………」

　美み鈴すずも甘えたいのかー、ていうかのろける美み鈴すずってこんなに可か愛わいいんだなー、などと思いつつも……つい黙だまり込こんでしまう。

「楓かえで？　どうしたの？」

　拗すねた理由はとても単純で、

「私にも……もっと甘えていいのに」

「可か愛わいすぎかっっ」

「ひゃぁん……っ!?」

　抱だきつかれてベッドに倒たおれ込こんだ。

　そのまま美み鈴すずとじゃれあっていると、

「にゃー」

　リンが美み鈴すずの背に乘のってくつろぎはじめた。美み鈴すずと目を合わせ、くすくすと笑う。

「これはしばらく動けないねー」

「ブレーメンの音楽隊って感じ……」

「ぶふ……っ!?」

　楓かえでの呟つぶやきに美み鈴すずが噴ふき出だし、リンが「にゃー？」と吞のん気きに鳴く。

「楓かえでってば、いおりんの影えい響きようを順調に受けてるねー」

「え、ちょ、それは、その……っ」

「ああもう、可か愛わいいなぁ楓かえではー！　このこのー！」

　否定もしきれない、と口ごもる楓かえでを美み鈴すずがさらに愛めでる。

「それじゃあ、楓かえでといおりんのことも根ね掘ほり葉は掘ほり聞いちゃおうかなー」

「え、この体勢で……？」

　美み鈴すずに押し倒たおされた状態だ。上にリンがいるので締しまらないけれど。

「これならごまかせないでしょ？　ぐへへ、どこにも逃にげらんねぇぜぇ？　嬢じようちゃん……」

「…………」

「ちょ、素で引かないでよ！　へこむから！」

「ぷっ、くく……っ。ごめんごめん」

　笑いつつも、このあと話すことになるであろう伊い織おりとの出来事を思い出して……自分でも驚おどろくほどに顔が熱くなった。
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　夏祭りからしばらく経たった、ある日の朝。

　伊い織おりがリビングに入ると、ひよりがソファに座ってコタローを撫なでていた。

「ひより、おはよう」

「あー、お兄……。おはよ……」

　振ふり向むくことさえ億おつ劫くうそうな、気だるげな動き。太ももに乘のっているコタローも、「みゃー……」と気き遣づかわしげに鳴いてひよりを見つめている。

「なんかねー、起きたときからぼーっとしちゃって……お兄？」

　伊い織おりは救急箱から体温計を取り出した。

「早く熱を測ったほうがいい」

「あー……そだね、ありがと。コタローのこと、お願いしていい？」

「任せろ」

　体温計を渡わたし、コタローをひょいと抱だき上あげる。

「みゃ～……？　みゃ～……」

　愛あい猫びようの視線は体温を測るひよりに向けられたまま。

「コタローは優やさしいね、ありがとね」

　ひよりの笑えみはいつもよりも弱々しい。

　体温計が鳴り、ひよりが数字を確かく認にんする。

「三十八度一分……」

「風か邪ぜだな。ひより、今日明日の予定はあるか？」

「ない～。あ、でも明後日あさつてはあるから……」

　ひよりの頭をぽんぽんと撫なでる。

「明後日あさつてか……具合を見て判断だな。よし、休め休め」

「う～……ごめんね？　お兄だって楓かえでさんと色々したいでしょうに……」

「なんで涼すず原はらさん限定なんだよ……。いやまあ、そりゃ色々してみたいけど」

「お兄が言うとなんだか卑ひ猥わい～……」

「理り不ふ尽じんすぎるだろ……って、ひより？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　ひよりがソファにへなへなと突つっ伏ぷす。

「ごめん、ちょっと動けないかも……」

「わかった。部屋まで運ぶぞ」

「へ……？　……ひゃあっ!?」

　負担が少ないように横よこ抱だき……お姫ひめ様さま抱だっこで持ち上げる。

「お、お兄、恥はずかしいよ～」

「何を今さら」

「でもまんざらでもない～」

「それって自分で言うもんだっけ？」

「これは今度、楓かえでさんにやってあげてね？」

「秒で通報されるぞ」

　揺ゆれないよう気をつけながらひよりの部屋に向かう。

「うーん、今なら大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけどなぁ」

「はいはい。着いたぞ」

　ひよりにドアを開けてもらう。妹の部屋は全体的にさっぱりしていて、こういうところを見ると兄きよう妹だいなんだなぁと実感する。

「さあ、寝ねててくれ。部屋のドアを開けといたほうが良いいか。コタローが来やすいし」

「そだね～……。あ、噂うわさをすれば」

「みゃ～」

　コタローが開いたドアの隙すき間まからするりと入り、立ち上がって前足をベッドに添そえる。

「心配してこっちまで来てくれたんだねー。ありがとね……」

「みゃ～……」

　コタローが悲しげに鳴き、ひよりに顔を寄せてくんくんと鼻を鳴らす。

　伊い織おりはキッチンに向かい、冷蔵庫にあったスポーツドリンクに長いストローを差して枕まくら元もとに置いた。

「父さんと母さんは……今めちゃくちゃ忙いそがしいんだよな」

　ベッドの縁ふちに座り、ひよりの頭を撫なでながらトークアプリを開く。両親と伊い織おりとひよりの四人グループにメッセージを投げた。

『ひよりが熱を出した。三十八度一分』

　ちょうど空いていたのか、既き読どくがすぐに二件つく。

『ひより？　大だい丈じよう夫ぶ？』

『今はベッドに運んで、俺とコタローで看みてる』

　母の質問に答え、

『それなら安心だな。いやしかし、このタイミングで数日帰れないのは申し訳ないな……』

『ごめんね伊い織おり。お兄ちゃんに負担かけちゃうね』

『気にしないで。その代わり、帰ってきたらひよりに美う味まいもの食べさせてあげて』

　父、母と続いたメッセージに答える。文面からにじみ出る、兄きよう妹だいに対する愛情。この場にいたらもっともっと心配そうな顔をしていただろう。むしろ今もしているのかもしれない。

『それはもちろん。伊い織おりにもな』

　父の言葉にふむと頷うなずき、

『それなら、回らない寿す司し屋やで全力で食べてもいい？』

『わかった、俺なりに奮発するから。俺なりに』

　試ためしにぶっこんでみたところ、父に華か麗れいに流された。伊い織おりも高い寿す司しにそこまで興味はないので良しとする。

『伊い織おり、困ったらいつでも言ってね』

『わかった』

　母への返信で会話を締しめた。

「ひより、風か邪ぜを治したらごちそうしてくれるらしいぞ」

「やった～……回らないお寿す司しだ～……」

　兄きよう妹だいで発想が同じだった。

「さて、どうするかな……」

　腕うでを組み、頭の中でスケジュールを組み立てる。

（予定は元々なかったからいいとして……課題が地味にやばいんだよな）

　学校から出された大量の課題を思い出し、顔をしかめる。

　伊い織おりの学校は「塾じゆく要いらずの課題」と称しようされるほどの課題量だと中学の頃ころから聞いていたが、いざ実際に出されてみると、本当に尋じん常じようでない量だった。部活に所属しているクラスメイトが「え、これ、終わるの……？」と絶望するほどに。

（ある程度は順調に進めてたけど……夏祭り前後がなぁ）

　夏祭り前の数日はそわそわしてろくに進まず、夏祭り後の数日は余よ韻いんでこれまたぼーっとして進まなかった。今後は楓かえでと接する前後でもきちんと生活を送れるように訓練する必要がありそうだ。

　風か邪ぜを引いた妹。たまった課題。不在の両親。

「みゃー」

　そして隣となりに愛あい猫びようというかアイドルというか大天使のコタロー。肩かた書がきが錯さく綜そうしている。

　コタローのしっぽの付け根をぽんぽんと撫なでながらも……少しだけ、不安と緊きん張ちようで胸が締しめ付つけられる。本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、と。

「……ま、なんとかなるだろ」

　看病と、家事と、勉強。

　ひとつひとつは今までもやったことがある。あとは混乱しないように、スケジュールを整理しながら進めていけばいい。

「ひより、課題はこの部屋でやってもいいか？」

「え……いいの？　あたしは助かるけど……」

　伊い織おりの手を弱々しく握にぎり、じっと見つめてくる。

「近くにいてもいいなら、だけどな。そろそろ『は？　それは甚はなはだ気持ち悪いですね』とか言われてもおかしくない年頃だし」

「あたしは兄離ばなれって言葉とは無む縁えんだから～……」

　嬉うれしいような、それはそれでどうなんだと心配になるようなことを言われた。

「よし。じゃあ課題はここで進めるとして……ちょっと色々と買い出しに行く必要があるな。……外に出て大だい丈じよう夫ぶか？」

「コタローがいるから……大だい丈じよう夫ぶ」

　ひよりが弱々しく微ほほ笑えむ。コタローはひよりの枕まくら元もとに寝ね転ころがると、

「みゃー！」

　お任せやで！　と言わんばかりに元気よく鳴いた。

「本当にコタローは頼たよりになるな……。わかった、じゃあ行ってくる」

　ひよりがへなへなと手を振ふり、コタローがぴこぴことしっぽを揺ゆらした。

「スポドリはかなり多めに買って……あとは消化に良いいものを……あ、俺の分も買っとかないと……」

　廊ろう下かを歩きながらぶつぶつと呟つぶやき、スマホに手早くメモをしていく。

「やるしかないよな」

　独ひとり言ごちて力強く拳こぶしを握にぎる。

　兄の戦いが始まった。
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　スイッチが入ってからは、伊い織おり自身も驚おどろくほどあらゆる行動が捗はかどった。

　ひよりの部屋で大量の課題をこなし、少しでもひよりの具合が悪くなれば即そく座ざにケアをする。

　普ふ段だんひよりと分担している家事もすべてひとりでこなした。その際、コタローがいつものように家じゅうをお散歩することなく、ずっとひよりの部屋にいることに気付いた。本当に頼たよれるなぁ……と嬉うれしくなった。

　俺が妹を、この家を守らないと。

　言葉にこそしないが、伊い織おりの心に強い思いが刻まれていた。常に身体からだが緊きん張ちようしているような感覚はあったが、それでも課題は集中してこなすことができたし、家事も妥だ協きようしないどころかいつもより丁てい寧ねいにこなせた。スマホを見る時間も減った。トークアプリを開くのは一日に一～二回ほど。すべての行動が妹最優先に切きり替かわっていた。

　一日中気を張っていれば、普ふ段だんならば疲つかれ切きって夜は熟じゆく睡すいできる。けれど今回は夜になっても気が張って眠ねむれなかった。

　そのため夜中に課題を進めたり、夜に元気になったコタローと休きゆう憩けい中に戯たわむれ、「これが夜遊びか……」と呟つぶやき猛もう烈れつに恥はずかしくなったり……といったことをして長い夜をやり過ごした。

　寝ね不ぶ足そくとはいえまったく眠ねむれないわけではないし、この生活もせいぜい二～三日ほどしか続かないはず。

　自分に言い聞かせ、翌朝からもフルスロットルで動き続けた。動くことができてしまった。

　ひよりがダウンしてから、二日後の朝。

「体温はどうだ？」

「三十六度三分……」

　傍かたわらで寄より添そっていたコタローをひよりがひょいと抱だき上あげる。

「治ったぞー！」

「みゃー！」

　高い高いをされたコタローもしっぽをぷるぷる振ふる。なんなのこの天使たちの共演は？

「よかった……でもまだ油断はするなよ」

「うん、わかってるよー。……お兄、ほんとにありがとね？」

　ひよりの声こわ音ねに、感謝以上に心配する気持ちが乘のっている。

「お兄、疲つかれてるでしょ？　もう買い物も行けるから」

　妹の頭をぽんと撫なでる。

「外の暑さを舐なめるなよ。病やみ上あがりで出歩こうもんなら即そく座ざに灰になるぞ」

「あたしって弱ったときだけヴァンパイアになるの……？」

　むぅ……とむくれながら、ひよりが伊い織おりの手に自分の両手を重ねる。

「じゃあ、買い物はお願い。その代わり、あたしがご飯作るから。お兄は休んでて？」

　優やさしい言葉を聞いた瞬しゆん間かん、少し視界が揺ゆらいだ。

「……ああ、お願いするわ。あんまりはっちゃけすぎないようにな？　病やみ上あがりなんだし」

「お兄の料理は美お味いしいけど、ここ二日は胃に優やさしいものばっかりだったしなー。うぅ……その反動がぁ……」

「こらえるんだ。我が慢まんできないとお腹なかが悲ひ惨さんなことになるぞ」

「みゃー」

　コタローが立ちあがり、今が我が慢まんどきやでーと言わんばかりにひよりのお腹なかにのしかかる。

「うぅ……コタローが可か愛わいい……がっつり食べたい……がっつりコタロー……」

「落ち着け落ち着け」

　苦く笑しようしながらもう一度ひよりの頭を撫なでた。

（まあでも、ある程度は大だい丈じよう夫ぶかもな）

　たしかに病やみ上あがりではあるが、ひよりが言う通り多少はがっつりしたものを食べてもいいかもしれない。

　靴くつを履はいて立ち上がった瞬しゆん間かん、ぐらりと視界が揺ゆらいだ。先ほどよりも大きな揺ゆれ。

「……ひよりが作ってるあいだに寝ねとけばいいか」

　元気になったひよりが料理をする後ろ姿を見ながら、愛あい猫びようを抱だきしめて眠ねむる。ここ数日の頑がん張ばりに対するご褒ほう美びとしては十分だ。

「よし。いざ灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの真まっ只ただ中なかへ！」

　ぴしゃりと頰ほおを叩たたき、勢いよく外へ出た。
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　外の気温はすでに三十一℃に達していた。コンクリートの照り返しが容よう赦しやなく、車の音とセミの鳴き声が暑さをマシマシにする。どこかで巨きよ大だいな瀑ばく布ふが心ここ地ち良よい水音を立ててくれないものか。

　最も寄よりのスーパーまでは歩いて五分ほど。

「ええと……飲み物は……スポドリと……あ、あとコーヒーも切れてたな……」

　スマホにメモをしながら歩いていると、標識に左ひだり肩かたをぶつけた。地味に痛い。

（いつもはこんなことないのに……ていうかぜんぜん思考がまとまらないな）

　普段なら外に出るまでには脳内でまとまる買い物リストが、スーパーに向かっている今もまるで整理できていない。

（帰ったら昼ひる寝ね……コタローと昼ひる寝ね……）

　心の中で唱えながら歩を進める。公園を横切るルートは木こ陰かげが多いのが救いだ。

　木々を揺ゆらす、涼すずやかな風が吹ふいた。

「佐さ久く間まくん……？」

　うつむきがちになっていた顔を上げると、楓かえでが不思議そうにこちらを見ていた。

「あ……す、涼すず原はらさんか。びっくりした……」

「う、うん……」

　胸が心ここ地ち良よく高鳴るものの、こうして話しているあいだも意識がぐらつく。夏祭りぶりに会うことができたのに。もっとこの時間を嚙かみ締しめたいのに。

（でも、何を話したらいいんだ……っ!?）

　夏祭りの日、伊い織おりは楓かえでの頭を撫なで、あまつさえ手をつないだ。あの時のやりとりはいまだに脳のう裏りに強く刻きざみ込こまれていて、話しているあいだも次々と思い出してしまう。

　けれど楓かえでは、

「佐さ久く間まくん……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……へ？」

　涼すずやかな銀ぎん髪ぱつを耳にかけ、気き遣づかわしげに覗のぞき込こんできた。

「昨日からグループで佐さ久く間まくんだけ既き読どくがつかなくて、美み鈴すずも小お野の寺でらくんも……私も、心配してたの」

「え、あれ？　……うわ、ほんとだ……ごめん」

　トークアプリの未読件数がえげつない数字になっていた。四人で作ったグループだけでなく、湊みなと、美み鈴すず、そして楓かえでからもそれぞれ個別に心配する連れん絡らくが来ている。

「ひよりちゃんも返信がなかったんだけど……さっき『風か邪ぜ引いてました！』って返事が来て」

「そう、だっ、たん、だ……っ」

　心配をかけてしまった申し訳なさに胸が締しめつけられる。景色が揺ゆれた。一歩後ろによろめく。

「佐さ久く間まくん、ひよりちゃんの～～で忙いそがしかった～～～って思ったんだけど……。～～、……、～～……」

　本来は何時間でも聞いていたい声がだんだんと遠のく。まるで水の中から聞いているかのように。

「あ……れ……？」

　足がもつれる。木こ陰かげで楓かえでと立ち話をしているだけなのに。

「佐さ久く間まくん……？」

　楓かえでの表情が曇くもる。もっと笑っていてほしいのに、心配させてしまっている。

　不安そうな顔はそれでも綺き麗れいだな……と思った瞬しゆん間かん。

　視界が旋せん回かいした。

「佐さ久く間まくん……!?　佐さ久く間まくん、佐さ久く間まくん！」

　楓かえでの声が上から落ちてくる。右みぎ腕うでに走る鈍にぶい痛み。芝しば生ふは思ったよりも鋭するどくて肌はだにちくちくと刺ささる。

（あ……これ、ダメなやつだ……）

　疲つかれ切きって寝ね床どこについたときのように、芝しば生ふに身体からだがどろりと溶とけ込こむような感覚。

　涼すず原はらさん、ごめ

　脳内で謝罪を終える前に意識が暗転した。
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「う……ん……っ？」

　瞼まぶたが重い。なんとかこじ開けると、見覚えのない天てん井じようが目に入った。身体からだには毛布がかけられている。

（俺……ソファに寝ねてる？　ここ……どこだ？）

　毛布が鉛なまりでできているのかと思うほどに身体からだが重い。どうやら誰だれかの家のリビングのようだ。照明は落ち着いた色合いで、暖だん炉ろが置いてある。部屋はまるで音の存在を忘れたかのように静かだ。

（俺はいったい、どうなったんだ……？）

　記き憶おくを遡さかのぼっていると、不意に。

「わふ？」

「っ!?」

　目の前に大型犬がぬっと顔を出した。心臓が鮮あざやかに爆ばく発はつするところだった。

「びっくりしたぁ……。たしか……シベリアンハスキー、だっけ？」

　白と黒の見事な毛並みと凜り々りしい顔つき。どこか寒々しい大地を連想させる姿から犬種を思い出すことができた。

「わふ」

　シベリアンハスキーが、あなたどこから来たんです？　と言わんばかりに不思議そうな顔をして、伊い織おりの顔に鼻を近づける。すんすん、すんすん。

「お、ちょっ、こら……っ」

「わふ、わふ」

　合格ですね、とでも言わんばかりに大きなしっぽを振ふり、鼻先で伊い織おりの頰ほおをふにふに、ふにふに。

「和なごむなぁ……」

　身体からだが少し動くようになった。手を伸のばし、コタローよりもずっと大きい頭を撫なでる。

「わふぅ……」

　目を細め、しっぽをゆるゆると振ふる。ううん、可か愛わいい。大型犬の愛らしさはコタローとはまるで方向性が違ちがうが、この子も和なごむ。とてつもなく和なごむ。

「それにしても、ここはどこなんだ……？」

　自宅でも病院のベッドでもないとなると、選せん択たく肢しはかなり限られる。まさかそんなことは……と淡あわい期待を抱いだくも、誰も見当たらないので判断がつかない。

　倒たおれた自分。知らない部屋。癒いやし全開のシベリアンハスキー。

　ふむ。

　ちょっとテンションが上がってきた。

　こほんと咳せき払ばらいをして、シベリアンハスキーの頭を撫なでながら、

「俺の名は佐さ久く間ま伊い織おり。どこにでもいる普ふ通つうの高校一年生だ」

　無む駄だに良いい声（とひよりから評されている）で自じ己こ紹しよう介かいをしてみる。小説の冒ぼう頭とうをイメージしてみた。

「妹の看病が終わった矢先に倒たおれてしまって、目覚めたら知らない家。いったいここはどこなんだ？　俺はいったいどうなって──」

「あ……起きた」

　楓かえでがソファの後ろからひょっこり顔を出した。

「……っ!?　……っ！」

　二重三重の衝しよう撃げきが走り、感電したかのような変な反応をしてしまう。

「佐さ久く間まくん……？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ、大だい丈じよう夫ぶ。えーっと……涼すず原はらさん？　今のはその、何でもないから。だから、その……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「へ？」

　楓かえでが顔をそむける。

「聞かなかったことにするのが優やさしさだと……一応わきまえてるつもりだから」

「それ言ったら意味ないと思うんだけどぉぉぉぉ……っ」

　見知らぬ場所で慟どう哭こくすることになるとは。

「そういえば、この子は？」

「わふ」

　背中を撫なでるとこれまた嬉うれしそうにしっぽをふりふり。コタローのしっぽよりも軌き道どうが大きい。

「この子はフェーヤっていうの」

「フェーヤ……あ、そういえば。アイコンに使ってるのってこの子？」

　楓かえでのトークアプリのプロフィール画像を思い出した。

「うん。……可か愛わいいでしょ」

　ふにっと目を細め、心持ちドヤ顔でフェーヤの頭を撫なでる。不意打ちの笑え顔がおは反則だ。

「たしかに可か愛わいいな……あと、毛並みが見事すぎて」

「わふ？」

　褒ほめてくれてます？　と言わんばかりに口を開けた顔を向けてくる。

「フェーヤは人見知りで、家族以外はほとんど懐なつかないんだけど……佐さ久く間まくん、すごい」

「そうなんだ？　嬉うれしいな」

　両手で顔をわしゃわしゃ、わしゃわしゃ。楓かえでも加わり、ふたりがかりでフェーヤを愛めでに愛めでる。

　ふかふかの毛並みをしばし堪たん能のうしたところで、

「そういえば……ここって涼すず原はらさんの家？」

「うん。……確かく認にんする順番、おかしくない？」

「ご、ごめん。フェーヤがあまりに可か愛わいいもんで……」

「それならいいけど」

　いいらしい。

「佐さ久く間まくんが倒たおれたとき……うちがすぐ近くだから、運ぶことにしたの。顔色はそこまで悪くなさそうだったから、救急安心センターで相談してから運んだんだけど」

「そっか……ごめん、ありがとう。でも、どうやって運んだの？」

　楓かえでがおとがいに人差し指を当て、

「……台車？」

「え、なに、体育座りでもさせたの？　シュールすぎない？」

　楓かえでが口をにゅっと尖とがらせて震ふるえる。

「ええと、本当は私の──」

　楓かえでの言葉を切るようにリビングのドアが開く。

「起きたのね。よかったわ」

　現れたのは、楓かえでの母といっても通じるほど若々しい祖母、ソフィアだった。

「お久しぶりです……」

「ふふ、お久しぶりね」

「おお、思ったより元気そうじゃないか」

　ソフィアの後ろから、白しら髪がを短く刈かり込こんで口周りに髭ひげを生やしたガタイの良いい男性が顔を出す。

「私のおじいちゃん。佐さ久く間まくんを運んでくれたの」

「そうだったんだ。はじめまして……ありがとうございます」

「ははは、どういたしまして」

　快活に笑うと愛あい嬌きようのある笑いジワが浮うかぶ。きっと良いい人なんだろうな、と思えた。

「楓かえでから電話がかかってきたときは驚おどろいたよ。タンカもないからおんぶで運んだんだ」

「おじいちゃんの背中は安定感抜ばつ群ぐんだから」

　楓かえでが自じ慢まんげにふんすと鼻息を荒あららげる。なにこの可か愛わいい子？

「えっと……なんでそれがわかるの？」

　ほんのりと頰ほおを朱しゆに染め、

「……小さい頃ころ、よくおぶってもらってたから」

「楓かえではしょっちゅう走り回ってはすっころんで、びーびー泣いてたからなぁ」

「ちょっ、お、おじいちゃん、そんなこと言わなくていいから……っ！」

　ムキになる楓かえでの無防備さに見み惚とれる。先日の公園のときも垣かい間ま見みた、家族にだけ見せるあどけない表情。

「高校生男子を担かつぐのはちょっと緊きん張ちようしたがな。なんてことはなかったぞ」

　祖父がＴシャツをまくってむきっ、と力こぶを出す。伊い織おりよりはるかに太い腕うで周まわりだ。

「あら、また力こぶが大きくなったんじゃない？」

　ソフィアが夫の力こぶをぺたぺたと触さわる。

「お、おう？　そうか？　まあ、最近ダンベルの重量を上げたからな……」

　髭ひげを生やした祖父が照れるさまが妙みように可か愛わいらしい。

「おじいちゃんとおばあちゃんはバカップルだから」

　楓かえでが顔を近付けてひそひそと耳打ちする。

「この場合はおしどり夫ふう婦ふじゃない……？」

　楓かえでが目をぱちくり、ぱちくり。

　やがて、目をふにっと細め、

「たしかに、そうかも」

（あかん、死ぬ）

　吐と息いきさえ当たりそうな距きよ離りで微ほほ笑えまれ、安らかに天てん寿じゆを全うしそうになった。いや、初期設定の寿じゆ命みようが短すぎるだろ。

（それにしても、まさかおじいさんと話せるとは……）

　先日祖母と出会ったと思えば、今度は祖父と話すことができた。どちらも偶ぐう然ぜんとはいえ、なかなかこんな機会はないだろう。

「うふふ、家族ぐるみのお付き合いね」

　ソフィアのいたずらっぽい笑えみに、顔の温度が一気に上がった。楓かえではどうしたのかと首をかしげている。

「それじゃあ私たちはいったん出るわね。何かあったら言ってちょうだい」

「うん、わかった」

「佐さ久く間まくん、元気になったらまた来なさい。君に話がある」

「え、えぇ……？」

「あなた」

「おじいちゃん」

「す、すまんすまん、冗じよう談だんだ……。いや、話をしてみたいのは本当だからな？」

「あ、ありがとうございます……」

　リビングを出ていく祖父母に、フェーヤもとことことついていった。

　いつの間にかふたりきりになった。暖だん炉ろの上に置かれた時計がふたりの沈ちん黙もくを埋うめる。

「佐さ久く間まくん。ひよりちゃんにはもう連れん絡らくしてあるから」

「ありがとう。……ひよりにも迷めい惑わくかけたな……」

「ふふっ」

「……？　涼すず原はらさん？　なんで笑ったの？」

　楓かえでが口元に手を当てて笑っている。

「ごめん、ひよりちゃんの言う通りだなって……」

　楓かえでがスマホの画面を見せてくる。楓かえでとひよりのトークアプリでのやりとりだった。

『お兄のことだから、どうせ「ひよりにも迷めい惑わくかけたなー」とか言うと思うんです』

『だから、この言葉をお兄に伝えてください』

『「気を遣つかうんじゃないよしゃらくせぇ！　さっさと元気になりな！」』

「ぶふっ!?」

　噴ふき出だしてしまった。

「うわぁ……完全に読まれてる……」

「ひよりちゃんね、この後もメッセージがあって……」

『買い物もしとくんで安心するように、って伝えてもらえますか？』

『それと、楓かえでさん、ほんっっっとーーーにありがとうございます！』

『楓かえでさんとお兄に荒あらぶるコタローを贈おくります』

　最後に添てん付ぷされていたのは、コタローが立ちあがり、前足を上げて威い嚇かくしているようなポーズの写真だった。威い嚇かくしているポーズなのにぜんぜん怖こわくない。むしろ恐おそろしいほどに可か愛わいい。

「か、かわい……っ」

　楓かえでも口を手で押さえて打うち震ふるえている。

　ひよりのメッセージのおかげで安心した。

　そして、そのとたんに、ふと。

「情けないな、俺……」

　深く考える前に、自じ己こ嫌けん悪おの言葉が口をついた。

「……佐さ久く間まくん？」

「ああいや、ごめん。……つい」

　話題を切きり替かえたほうがいいかと思いつつも、つい言葉を続けてしまう。

「ひよりが風か邪ぜを引いたとき、父さんも母さんもしばらく帰ってこれない状じよう況きようだったんだ。だから、俺がひよりを守らないとって思って」

　楓かえでが穏おだやかに見つめてくれる。安心して、言葉が次々とあふれ出す。

「それなのに、こんなふうに倒たおれて、逆に気を遣つかわせて……何やってんだろうって」

　自分を苛さいなむ言葉が溢あふれて、それから過去の苦い記き憶おくまで芋いもづる式しきに引き出してしまう。ほんのささいなことから、ひよりが小学生のときに助けられなかったことも含ふくめ、兄として不ふ甲が斐いないと感じた過去を次々と思い出してしまい、胸が締しめつけられる。

「佐さ久く間まくん……」

　楓かえでは今にも泣きそうな顔をしていた。

──俺が倒たおれたときも、涼すず原はらさんはこんな顔をしてたよな……？

　身体からだが燃え上がるように熱い。

　いてもたってもいられなくて、勢いよく起き上がった。

「さ、佐さ久く間まくん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「もう大だい丈じよう夫ぶ。ほんとありがとう。うちまでそんな離はなれてないんだよな？　それならすぐに帰れると思うから」

　無理に笑う。自分の顔が引きつっていることもわかっている。けれど楓かえでには悲しそうな顔をしてほしくない。笑ってほしい。

「それにしても、この家……めちゃくちゃ趣おもむきがあって素す敵てきだと思う。いくらでもくつろげそうって感じで。……ははっ」

　ふたりの間に流れる空気を少しでも明るくしたい。なのに、まくしたてる言葉は笑えるほど乾かわいていて軽い。楓かえでは泣きそうな顔のままだ。

　俺は何をしてる？

　もっと喋しやべれよ。

　明るく面おも白しろいことを言ってこの人を笑わせろ。

　だってそれくらいしか俺にできることなんて──

「佐さ久く間まくん」

　ぴしゃり、と。

　楓かえでの声が伊い織おりの言葉の波を、思考の渦うずを止める。穏おだやかな声だが、有う無むを言いわせぬ迫はく力りよくがあった。

「……な、なに？」

　口から出たのは、自分でも驚おどろくほど掠かすれた弱々しい声だった。

「あ、ご、ごめん。その……」

　楓かえでは慌あわてつつも、静かに息を吸って、

「……無理して喋しやべって、盛り上げようとしなくていいから」

「……えっ？」

　極ごく太ぶとの杭くいが心臓に刺ささった気がした。

（え、え、え……っ？）

　無理して喋しやべって？

　盛り上げなくていい？

　楓かえでの言葉は、伊い織おりのこれまでの努力を根こそぎ否定するような……あるいは、死し刑けい宣せん告こくのようにさえ聞こえた。

「そ、そっか、ごめん……」

　身体からだ中から力が抜ぬける。手が壊こわれたように震ふるえる。弱った心に今の言葉は効いた。楓かえでが言った言葉だから余計に。

（だめだ、もう無理）

　このまま死んでしまったほうが楽な気がした。いや、とつぜん死んだらこの家に迷めい惑わくがかかる。それならいっそ存在ごとなかったことに──

「佐さ久く間まくん……ご、ごめん、違ちがうのっ」

　震ふるえる手が温ぬくもりに包まれる。楓かえでが両手で包み込んでくれていた。温かい。けれど、楓かえでの言葉が頭に入ってこない。

「ごめん……ごめん、なさい。そんなつもりじゃなくて。悪く言うつもりじゃなくて……」

　楓かえでの手も、震ふるえていた。楓かえでの目め尻じりに涙なみだがたまっている。

「くーん？」

　リビングに戻もどってきたフェーヤが、楓かえでの頰ほおに鼻先をつんつんとくっつけた。

「フェーヤ……ごめんね、ありがとう」

　楓かえではフェーヤの頭をくしくしと撫なでると、

「佐さ久く間まくん、今のは本当にごめんなさい。言葉が足りてなかった。佐さ久く間まくんを否定するような言葉になってた」

「…………」

　楓かえでの言葉は穏おだやかだが力強い。張はり詰つめて、弱って、ひび割れた心に染しみ込こんでくる。

「その……佐さ久く間まくんはいつもみんなを楽しませようとしてるけど……そういうのもとっても素す敵てきだなって思うけど……」

　伊い織おりの手を握にぎりしめ、所在なげに視線をさまよわせる。

「私は別に、そうじゃないときの、静かなときの佐さ久く間まくんも……それはそれで、良いいと思うっていうか……」

「へ……？」

　楓かえでがそろりと正面から見つめてくる。

「私は喋しやべらない佐さ久く間まくんといっしょにいても落ち着くから。だから、さっきみたいに……ずっとずっと頑がん張ばらなくても……いいのかなって」

「……っ」

　目の奥が熱を帯びる。

──公園の東あずま屋やで雨宿りをしたとき。

──夏祭りで楓かえでの頭を撫なでたとき。

　そうか、あのときの涼すず原はらさんは、自分といて落ち着くと思ってくれてたんだ……。

　先ほどの言葉は、伊い織おりの努力を否定するものなどではなかった。

　むしろ、もっと広く、伊い織おりを肯こう定ていしてくれる言葉。

（俺、今まで……）

　面おも白しろおかしく喋しやべればみんなが笑え顔がおになった。それが楽しくもあったし、せっかくならもっと突つき詰つめてみたいとも思った。

　けれど、それはいつからか、自分を縛しばる枷かせにもなっていたのかもしれない。

「佐さ久く間まくん。まだ寝ねてて？」

「ん……わかった」

　ふたたび仰あお向むけになる。身体からだはやはりまだまだ重い。先ほどの自分がどれほど無理をしていたのかがよくわかる。

　伊い織おりの額に、楓かえでがそっと触ふれた。

「え……っ？」

「いいから」

　驚おどろきはしたが、楓かえでの手の感かん触しよくは不思議なほどに安らぐ。

「あと、その……佐さ久く間まくんは、ちゃんと『お兄ちゃん』してると思う」
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「そう……なのかな」

「うん。……私だって、その、頼たよってくれても……いいから。……何度も、助けてもらったし」

　ひとつひとつの言葉はぎこちない。けれどどこまでも真しん摯しで、少しでも励はげまそうとしてくれているのが伝わる。目の奥の熱が増す。

　初めは、ただ綺き麗れいな人だと思った。

　次に、その笑え顔がおに心を射い抜ぬかれた。

　そして今は、楓かえでの心の在り方に……その優やさしさに、強く強く惹ひかれている。

（俺……やっぱり、本当に、涼すず原はらさんが、好きだ）

　心のひび割れを澄すんだ水で満たしてもらえたような気持ち。ひび割れが塞ふさがれば、今度は温かな気持ちで心が満たされ、あふれ出す。

　視界が潤うるんだ。

「佐さ久く間まくん……？　佐さ久く間まくん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、いや、これは、何でもない、何でもないから……っ」

　ずるいな、と心底思った。自じ己こ嫌けん悪おで弱っているところに、こんなめいっぱいの優やさしさをもらったら……決けつ壊かいするに決まっている。

「本当に？　本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　楓かえでは伊い織おりの具合が悪化したのかと慌あわて、伊い織おりのおでこに手を当てたまま覗のぞき込こんでくる。

（うわ……っ）

　間近に迫せまった綺き麗れいな顔。

　自然発火するのでは、と思うほどに全身が熱を帯びる。

　何でもないから大だい丈じよう夫ぶ、だからとりあえず離はなれて……となんとか伝えようとしていると。

「伊い織おりくん」

　直前までの思考がすべて吹ふき飛とんだ。

「……へ？」

──伊い織おりくん？

　脳のう裏りに浮うかぶのは、フレーメン反応を起こしたコタローの顔と宇宙の背景。涙なみだも一いつ瞬しゆんで引っ込んだ。

「あ……だ、だめだった？　前、話してたから」

「あー……や、その……なるほど……」

──待てよ、それなら今までのことも……!?

　芋いもづる式しきにここ最近の記き憶おくがよみがえる。

　東あずま屋やで。ファミレスで。

　さりげなく名前で呼ぼうとして、そのたび綺き麗れいに玉ぎよく砕さいしたこともバレているのでは。

　知りたい。けれど怖こわくて聞けない。仮に楓かえでがすべて気付いていたら夏休み終わりまで悶もだえ転ころがる自信があるし、気付いていなかったとしてもわざわざ自白することになる。

（ああああこれはどうすればいいんだぁぁぁぁ!?）

　さっきまで泣いていたのに、今は羞しゆう恥ち心しんの氾はん濫らんを何とかすべく脳がフル回転している。いや待ってほんとに恥はずかしいこれは無理あかんですあかんですよ。

（……待てよ。これって……チャンスなのか？）

──楓かえでとの関係を大切にしたいからこそ、些さ細さいな変化にも慎しん重ちようになりたい。

──ヘタレと言われればそれまでだが、それでも、大事にしたいのだ。楓かえでとの今の関係を。

　夏祭りで楓かえでと手をつないだときに思ったこと。

　けれど、今、ふたりの関係は、楓かえでが伊い織おりを名前で呼んだことで変わろうとしている。

　その変化が楓かえでにとってどれほどのものかは分からない。けれど、伊い織おりにとっては紛まぎれもなく大きな変化。

　もし、ここで話をうやむやにして、また苗みよう字じで呼び合う関係になったら？

　いやだ。

　駄だ々だをこねる子どものような感情が湧わきあがる。

　楓かえでとの関係を大事にしたい。

　けれど今、前に進むチャンスを楓かえでが与あたえてくれた。

──俺も、涼すず原はらさんの心に、もう少しだけ深く触ふれたい。緊きん張ちようで喉のどが干ひ上あがる。ごくりと無理やり喉のどを鳴らし、楓かえでを見つめた。

「それなら……俺も、名前で呼んでいい？」

「へ？」

　心しん拍ぱく数が一気に上がる。心臓が爆はぜそうになる。

　楓かえでは目をぱちくりさせると、

「……う、うん。いい、よ」

　ほんのりと頰ほおを朱しゆに染めて、あえかな声で承しよう諾だくしてくれた。楓かえでに見えないよう、拳こぶしをぐっと握にぎりしめる。

　対ついの宝石を思わせる碧へき眼がんを見つめ、深く息を吸う。

「か、楓かえで……さん」

　日焼けという概念を知らないのではと思うほど白い頰ほおに、ほんのりと朱しゆが差す。

「ん……。い、伊い織おり、くん」

　顔が熱い。けれど、今はそんなことはどうでもいい。

「楓かえでさん」

「伊い織おりくん」

「楓かえでさん」

「伊い織おり……くん。……ちょっと待って、なんか恥はずかしくなってきた……っ」

「ごめん、俺も……」

　さすがに限界だった。楓かえでがフェーヤに抱だきつく。

「わふ？」

　どうしたんですー？　と言わんばかりの顔でしっぽを振ふる姿の愛くるしいこと。羞しゆう恥ち心しんは動どう物ぶつ的てき癒いやしで多少は回復することがわかった。

（名前で呼べた、呼べたぞ……！）

　自分からこの状じよう況きように持っていけたほうが良かったのかもしれないが、結果は結果だ。素す直なおに喜ぼう。

　楓かえでが慌あわてて立ち上がる。

「あ、そ、そうだ。コーヒー飲む？　飲むよね？　二リットルくらい」

「胃がとんでもないことになるよね？」

　盗とう賊ぞく団だんに襲おそわれた村並みに荒あれそうだ。

　ソファに寝ね転ころんだまま楓かえでの後ろ姿を眺ながめる。楓かえではコーヒーミルを取り出し、手て際ぎわよく準備を進める。どうやら本格派のようだ。ごりごり、ごりごりとコーヒー豆を挽ひく音。フェーヤは楓かえでの隣となりで様子を眺ながめたり、ときおりこちらに来て覗のぞき込こんではしっぽをぱたぱたと振ふる。

（まさか、こんな光景を見る日が来るなんて……）

　本来であれば、今いま頃ごろコタローを愛めでながらひよりの調理を眺ながめていたはず。なのに今は、フェーヤを愛めでながら楓かえでがコーヒーを淹いれる姿を眺ながめている。

「うん……できた」

　楓かえでが穏おだやかに目を細める。そういえば、ずいぶんと柔やわらかな表情を見せてくれるようになったな……と思う。入学当初の自分に「頑がん張ばれば良いことあるぞ」と伝えたい。

　楓かえでがお盆ぼんに乗せたふたつのマグカップを運んでくる。豊かな香りがふわりと鼻び腔こうを撫なでた。

「めちゃくちゃ良いい匂におい……」

「よかった。このコーヒー、とっても気に入ってるの」

　楓かえでが手て際ぎわよく、角砂糖とミルクを用意してくれる。

「ありがたくいただきます」

「はい、召めし上あがれ」

　本当に良いい香りだなぁ……と惚ほうけながら角砂糖を入れようとすると。

「……あれ？　楓かえでさん、ブラック？」

　コーヒーを一口飲んだ楓かえでが目をぱちくり、ぱちくり。

　それから……ちょっとだけ、ほんのちょっとだけドヤ顔を浮うかべた。

「伊い織おりくんはお好きなだけどうぞ？」

　からかい混じりの笑えみを浮うかべ、角砂糖をちょんちょんと指差す。

　おのれ、やってやろうやないかい。

　心の中のコタローが立ったままシャドーボクシングをする。なんでコタローを戦わせようとしているのかはわからない。

「いや、まあね？　俺もブラックで飲みたくなるときがあるっていうかにっっっがぁ!?」

　秒殺だった。豊かな香りを楽しむ分には何の問題もないのに、いざ口にするととんでもなく苦い。これは未知の味だ。異次元だ。

「無理しなくていいのに」

　楓かえではマグカップで口元を隠かくすと、楽しげに目を細め、

「伊い織おりくん、可か愛わいい」

　顔どころか全身が発火した。

「いいいいや今のはべべべ別にその……っ」

　ブラックが飲めなかった恥はずかしさ以上に、からかわれた衝しよう撃げきが強すぎて呂ろ律れつが回らない。

「ごめんごめん。でも、好みは人それぞれだし、ほんとに無理しないで？　胃にも負担がかかるだろうし」

「ぐ、ぐうの音も出ない……」

「ふふ」

　楓かえでが今度は顔を隠かくすことなく無む邪じや気きに笑う。

（ちょっと待って、え、なに、えぇ、こんなに可か愛わいいの？　この世にこんな可か愛わいい人がいるの？　ウソだろ!?）

　暖だん炉ろのある静かな空間にいながら、伊い織おりの脳内は荒あれ狂くるっていた。先ほどから楓かえでが見せる無防備な笑えみがもう、もう、もう。「この可か愛わいさは人としての領域を大おお幅はばに逸いつ脱だつしているのでは」と、湊みなとに言えば「そうだね、病院に行こうね～」と笑え顔がおで返されそうなことを至し極ごく真面目に考えてしまう。

　角砂糖とミルクを入れ、二口目。柔やわらかさを纏まとった味わいが舌を包む。

「……めちゃくちゃ美う味まい」

「……ん、よかった」

　言葉少なに笑い合う時間が心ここ地ち良よい。

（もっと楓かえでさんといっしょにいたい……）

　関係が深まれば、楓かえでとこうして穏おだやかに過ごせる時間が増えるんだろうか。

　天てん井じようを仰あおいでしみじみしていると、

「伊い織おりくん、どうしたの？　……また宇宙と交信してるの？」

「『また』ってなに？　え、パパラッチの次は電波系の属性をつけようとしてる？」

　楓かえでが顔をそむけてぷるぷる震ふるえる。

「佐さ久く間ま・パパラッチ電波・伊い織おり……」

「そのミドルネーム、イジられまくる未来しか見えないんだけど……」

　楓かえでがぷふっと噴ふき出だす。

（あー、好きだな……）

　佐さ久く間ま伊い織おりは、涼すず原はら楓かえでに、どうしようもないほどに恋こいをしている。
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　伊い織おりの看病をした翌日のこと。

「フェーヤ」

「わふ」

　脱だつ衣い室しつで呼びかけると、フェーヤがとことことやってきた。今日の目的はフェーヤの身体からだを洗うこと。なので服装もＴシャツ短パンと濡ぬれても大だい丈じよう夫ぶな格好にしている。

「よろしくね」

　両手を握にぎってむんと気合を入れたあと、フェーヤの背中にもふっとダイブ。戦い（？）の前にリラックスするのは重要だと思うのです。

（おっきくなったなー）

　毛並みの柔やわらかさと匂においに安心しながらしみじみする。

「わふ、わふ」

　一方のフェーヤはしっぽをぱたぱた、ぱたぱた。愛犬且かつ親友は今日も可か愛わいい。

　浴室にフェーヤを連れていく。ひとりで入れば広いのだが、フェーヤも入るととたんに狭せまく感じる。フェーヤは相変わらずしっぽをぱたぱた。

「まずはブラッシング」

「わふー」

　わっしわっしと背中を撫なでていく。フェーヤは気持ち良さそうに目を閉じ、されるがままになっている。

「今回もすごい量……」

　ちょっとしたぬいぐるみが作れそうなほどの毛玉ができる。フェーヤは「これ、僕のなんです？」と言わんばかりの顔をして毛玉を眺ながめている。

「次はシャワー」

　お湯を三十七℃にして、フェーヤの身体からだを濡ぬらしていく。ふかふかの毛がぺたりと寝ねてしまうと、身体からだのボリュームがびっくりするくらい小さくなる。シルエットクイズを出されたら正解できるか怪あやしいレベルだ。

「ここからが本番……」

　専用のシャンプーでフェーヤの全身をわっしゃわっしゃ。フェーヤはシャワー辺りからまったく鳴かなくなり、無の境地になっている。首からあごにかけてわしわししているとフェーヤがへんてこな顔になった。これを見るのがひそかな楽しみだったりする。

　両手がすっかり疲つかれたところで、ようやく洗い終えた。

「よーし、それじゃあシャワーで──」

　フェーヤが全身をぶるぶると震ふるわせ、泡あわが盛せい大だいに飛び散った。

「ぷぁぁぁ……っ」

　目を閉じて変な声を上げてしまう。泡あわの飛来が止まってからそろりと目を開けると、Ｔシャツも短パンも泡あわだらけになっていた。

「ぷっ……あはははは」

　噴ふき出だして笑いながら……なんとなく、なんとなくではあるけれど。

　今日のこの何気ない出来事を、伊い織おりに話したくなった。




　脱だつ衣い室しつでフェーヤの身体からだを拭ふいていると、祖母のソフィアが通りかかった。

「あら？　……ふふ」

「おばあちゃん？　どうしたの？」

「楓かえで。ここ、ここ」

　ソフィアが自分の鼻をちょんちょんと指差す。洗面台の鏡を見ると鼻先に泡あわがついていた。

「うぅ……見み逃のがしてた……」

「今日も楓かえでは可か愛わいいわね」

「うぅ～……っ！」

　ソフィアが笑いながら去っていった。うー、恥はずかしい。

「フェーヤの身体からだ、乾かわかさないと……」

　恥はずかしがっている場合ではなかった。ドライヤーをＭＡＸにしてフェーヤの毛並みを乾かわかす。極ごく楽らくですねーと言わんばかりに目を閉じているフェーヤの顔を見て、ふと、おでこを撫なでたときの伊い織おりの顔を思い出す。

（伊い織おりくん……元気になったかな）

　昨日、外で伊い織おりに会ったときから彼の様子はおかしかった。平静を装よそおってはいるが会話の返答が微び妙みように遅おそいし、数秒さえ立ち止まっていられずにふらついていた。

　倒たおれたときは心臓がきゅっと縮こまったが、次の瞬しゆん間かんには冷静になって対応できた。自分があれだけ冷静に動けたことは驚おどろきだが、夏祭りのお返しをしたいという思いが大きかったのかもしれない。

　リビングで伊い織おりとふたりきりになり、彼が弱音を吐はいたときは驚おどろいた。そのときの伊い織おりはなんだかさびしそうに、そして妙みように幼く見えて、無む性しように触ふれたくなった。

（あんなにすらすら言葉が出るなんて……）

　フォローするつもりの言葉で伊い織おりを傷つけてしまったときは本当に焦あせった。心が割れかかった伊い織おりの顔は、見るだけで楓かえでの心まで軋きしんだ。そのあとは必死だった。とにかく思っていることを正直に、真しん摯しに伝えた。結果として伊い織おりが元気になってくれてよかった。

「いっしょにいると、落ち着く……」

　伊い織おりに伝えた自分自身の言葉。

「いっしょに、いると、落ち着く……」

　もういちど口にしたところで、だんだん顔が熱くなってくる。

（だめだ、他のことを考えないと）

　よくわからないがとんでもなく恥はずかしい。何か別のことを……と思い出したのは、ブラックコーヒーを飲んで悶もん絶ぜつする伊い織おりの姿だった。

「ふふ……あ、ち、ちがう、ちがうっ」

　別のことを考えようとしてまた伊い織おりのことを考えてしまっている。おかしい。さては何かトラップを仕し込こんだか？　いや、どういうトラップだ。

（でも、昨日は何よりも……）

　互たがいに名前で呼ぶようになったのが一番の出来事だろう。

　まさか自分から呼ぶなんて思わなかった。

　けれど、あのとき、あのときこそ、彼を名前で呼びたかった。

　伊い織おりの心に、もう少しだけ近付き、寄より添そいたかった。

　フェーヤの毛並みが乾かわいたのを確かく認にんして、ドライヤーのスイッチを切る。ふかふかの毛並みにまふっと顔をうずめる。これは洗った人の特権だ。

「気持ちいい……」

　癒いやされているあいだも、脳のう裏りに巡めぐるのは伊い織おりのこと。

「……伊い織おりくん」

　あえかな呼び声を口の中で転がす。たったそれだけで唇くちびるがむずがゆく、頰ほおが熱くなる。

「……伊い織おりくん」

　もういちど呼ぶ。今度は少し大きな声で。

　だめだ、もう限界。

　フェーヤの毛並みに顔をうずめ、おでこをぐりぐり、ぐりぐり。

「わふ？」

　フェーヤがしっぽを振ふりながら、不思議そうに楓かえでを見つめていた。







[image: ]

　楓かえでの家で看病をしてもらった翌日、伊い織おりはすっかり元気になった。ひよりにつきっきりで看病してもらったおかげだ。

『楓かえでさん、昨日はありがとう。ばっちり治った』

　リビングのソファでコタローを愛めでながらメッセージを送ると、すぐに既き読どくがついた。

『よかった』

　端たん的てきな返信だが、楓かえでの打つ文字は不思議と温かみがある。

　それから他愛のないやりとりをぽつぽつとかわし、

『楓かえでさんとこんなにラリーが続くと思わなかった』

　と微ほほ笑えみながら送ると、

『（「ああん？」とシベリアンハスキーがガンつけているスタンプ）』

『（「やんのかこらー」とシャドーボクシングをするマンチカンのスタンプ）』

　まさかの畳たたみかけだった。スタンプのチョイスが可か愛わいすぎる。

　スタンプを見て、昨日初対面だった楓かえでの愛犬を思い出す。

『フェーヤ、可か愛わいかった』

『でしょ』

　返信がここだけやたらと早かった。

『でも、ほんと無理しないでね。伊い織おりくん』

『（シベリアンハスキーの背中にマンチカンが乘のってすやすや寝ねているスタンプ）』

　え、こんな奇き跡せき的てきに可か愛わいいスタンプが存在するの？

　伊い織おりが天を仰あおいで幸福に浸ひたっていると、

「お兄は誰だれとやりとりしてるかすーぐわかるよねー」

　楽しげに笑うひよりの言葉に、猛もう烈れつに顔が熱くなった。

『楓かえでさん、そのスタンプ俺も使っていい？』

『べつに許可なんていらないのに』

　メッセージを打ちながら微ほほ笑えむ楓かえでが目に浮うかぶ。まずい、表情筋が言うことを聞かない。

「お兄……その顔はうちでしか見せないようにしたほうがいいかも」

「え、そんなやばかった？」

「控ひかえめに言うと……国に禁止されるレベル？」

「控ひかえめなのに!?」

　これは湊みなとにもダメ出しされそうだ。気をつけなければ。

（それにしても……）

　楓かえでは当たり前のように、口頭でもメッセージでも「伊い織おりくん」と呼んでくれている。

『伊い織おりくん』

　自分の名を呼んで微ほほ笑えむ楓かえでを妄もう想そうしていると、

「はい、発禁処分でーす」

「早くないか!?」

「ついでにコタローも没ぼつ収しゆうしまーす。コタロー、あたしと遊びましょうねー」

「みゃー」

　ひよりが悠ゆう々ゆうとソファでコタローとじゃれつく。おのれ、理り不ふ尽じんな。

（これは二学期が始まったら要注意だな……）

　学校で油断した表情を見せようものなら、周りからどれだけイジられるか分かったものではない。

　自分の頰ほおをぐにぐにと引っ張って戒いましめつつも……楓かえでが微ほほ笑えみかけてくれたら、けっきょく頰ほおがゆるむのを抑おさえられない気がした。








あとがき






　お久しぶりです、高たか橋はし 徹とおるです！

　このたびは本作を手に取っていただき、本当にありがとうございます！




　前回同様、今回もこのあとがきのお品書きを。

①一巻は準備運動

②もちまる日記とカワイスギクライシス

③いやもう青春全開やないかい

④小説とゲームシナリオ

⑤謝辞

⑥願い




①一巻は伊い織おりと楓かえでの関係的にふたりでじっくり話すところを描えがけないので（書いたら書いたで、良いい感じに地じ獄ごくになって楽しそうですが）、そのぶん周りのキャラクターたちと伊い織おり＆楓かえでの絡からみを強く意識していました。

　それはそれで楽しいし、ご好評もいただけていたのですが……やっぱり伊い織おりと楓かえでのやりとりを書いているときの「これこれ！　これだよ！」という手応えがすごいなと。

　どんどん心の強こわ張ばりがほどけていく楓かえでを描えがくのが楽しかったです。書きながら「思った以上にノリが良いいな」と思ってました。




②ペットは飼っていないんですが、だからこそなのかペット関係の動画やマンガをよく摂せつ取しゆしていまして。

　最近はYouTubeチャンネル「もちまる日記」とマンガ「カワイスギクライシス」にハマってまして、よく脳が溶とけてます。※僕は正気です。

　コタローの描びよう写しやは元々YouTubeのマンチカン動画を参考にしていたんですが、最近はもち様（視し聴ちよう者しやにこう呼ばれてます）も参考にしてます。カワイスギクライシスは可か愛わいいわ面おも白しろいわで、可か愛わいさに悶もん絶ぜつする側のリアクションを特に参考にしてます。




③四章のとあるシーンの執しつ筆ぴつ中、Mrs. GREEN APPLEの「青と夏」がひたすら脳内再生されてました。いやもうほんと青春すぎて。

　週刊少年ジャンプで連れん載さい中の「アオのハコ」が元々好きだったんですが、ひだまり二巻執しつ筆ぴつ中からさらに熱心に読むようになりました。




④最近はありがたいことにシナリオのお仕事をたくさんいただけてまして、小説と並へい行こうしながら沢たく山さんのゲームに関わらせていただいてます。

　よく「小説とシナリオは別物」という言葉を聞くのですが、たしかに勝手が違ちがうところは多々あれど、共通するところもあると思っていまして。

　なので「シナリオのお仕事をすることで小説に役立った点」をまとめてみます。

（１）ゲームシナリオは小説と同様に「キャラクターの感情の流れ」を丁てい寧ねいに詰つめます。

「このキャラはこういう性格だから、この場面だともう少しはっきりと意思表示を～」

　といった感じで、相当細かく調整を入れます。

　小説では担当編集の方とマンツーマンで取り組みますが、ゲームの場合お仕事相手と取り組み、複数人のご意見をいただくパターンもあります。

　なので、「あ、この方はこういう掘ほり下さげ方かたを好まれるんだな」「このシーンは自信があったんだけど、やっぱり修正も少ない。自信とクオリティがある程度嚙かみ合あってるな」といった細かい分ぶん析せきと手応えを積み重ねています。

　お仕事相手が増えればそれだけ視点が増えるので、小説の作業をしているときも、シナリオのお仕事をする前よりも俯ふ瞰かんして文章を見ることができるようになってきたなと。

（２）自分が書いたセリフを声優の方に読んでいただくことで、普ふ段だん自分の声で脳内音読をするよりも高い精度で「あ、ここは二～三文字多いだけでリズムが悪くなるな」といった感覚が身に付きます。

　ひだまり二巻の推すい敲こうをする際も「あ、このセリフは大だい丈じよう夫ぶだと思ってたけど……改めて脳内音読をすると微び妙みようにリズムが悪いな」とシナリオ経験を踏ふまえた修正を結構入れることができました。

　……といった感じです。もちろん、小説での成長がシナリオに活いきることもあるので、すごく心ここ地ちの良いい両輪だなーと思っています。

　これから自分の文章がどう成長していくのか楽しみです。




⑤イラスト担当の椎しい名なくろ先生、今回も本当にありがとうございます！

　カバーイラストの楓かえでが美しすぎて悶もん絶ぜつしました。椎しい名な先生に伊い織おりたちを描いていただけて、本当に幸せです。看板に隠れるミニ楓かえでもものすごく好きです！

　担当の中なか島じまさん、いつもお世話になってます！

　感情の流れを丁てい寧ねいに描えがく作業を、引き続き妥だ協きようなく一いつ緒しよにやっていただけたおかげで、今回も素す敵てきな温度感になりました。ありがとうございます！




⑥この作品を読んでもし「ふーん、今回もやるじゃん」と思っていただけた場合、感想ツイートや各所レビューをいただけるとものすごく嬉うれしいです。引き続きよろしくお願いします！　僕は褒ほめられたい。




　Twitterもけっこう長いことやっています（@takahashi_toru_）。覗のぞいてみていただけるとありがたいです。

　あとがきはこの辺で。三巻でお会いできることを祈いのりつつ。

　この恋こいの行く末を書きたくてしょうがないです。

　それでは、ここまで読んでいただきありがとうございました！


高たか橋はし 徹とおる　　　　　






























ひだまりで彼かの女じょはたまに笑わらう。２








高たか橋はし 徹とおる
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